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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「死なないで！」

　顔中を涙と鼻水と、そして涎よだれで塗まみれさせながら、そのエルフの幼子は叫んでいた。

　小さな、モミジのような手は、倒れた青年の胸に押し当てられている。そこからは止めどなく血が流れ出し、腹にまで届く切り傷からは内臓も一部はみ出している。

　それを押さえ、少しでも青年の命を押し留めようと、ただ足あ搔がく。

「死んじゃ、ヤだよ……レイド様！」

　青年は幼子の涙を左手で拭おうとして……断念した。

　すでに左腕は砕け、動かなかったからだ。

　唯一残った右手で幼子の頰ほおをぬぐう。涙の代わりに、べっとりと血が塗り付けられてしまった。

　その血は青年の物であり、同時に倒した敵の物でもあった。




　青年の視界の隅には、つい先ほど彼が倒した魔神の死体があった。

　反対側には、腰を抜かした子供たち。生いけ贄にえの儀式から辛くも逃れた子供たちだ。彼等の中で唯一、この幼子だけが動いて、青年の手当てに駆けつけたのだった。

　更に別方向には手遅れで生贄になり、息絶えた子供たちと、その元凶になった神父の姿もあった。

「泣か……ないで……、大……丈夫」

　大丈夫なはずがない。青年はすでに己が死を覚悟していた。それでも大丈夫だと宣言した理由は一つ。

　この場にいたはずの、彼の仲間が姿を消しているからだ。

　常に正解を引き続け、賢者とまで呼ばれた少女。その彼女が姿を消している。




　彼女は魔法があまり得意ではなかった。

　それでも一般の者よりは達者ではあっただろうが、この場に留まったとしても青年を助けるほどの力量はなかった。

　だからこそ彼女には、戦力となる者を呼びに行かせ、この場を離れさせた。そう命じたのは他でもない、レイド自身でもあった。

「だから……大丈夫、だよ……」

　血を吐くほどの労力を絞り出し──実際に多量の喀かつ血けつを行ったが──幼子を慰める。

　おそらく自分は死ぬ。万が一つの可能性に賭けて、仲間に助けを求めに行かせたのだが、間に合わない事はほぼ確実だろう。

　自分が死んだら、この場に子供たちだけを残すことになる。だからこそ、この幼子を安心させたかった。

「俺──は、死な……ない、から……」

　守れない言葉。

　それを残して、青年──影羽根と呼ばれた英雄の一人、レイドは……死んだ。







　それは明るくもあり、暗くもある不思議な空間だった。

　白とも黒とも認識できない、それでいて灰色という訳ではない色彩に視界が埋め尽くされ、天地の区別も空間の把握もできない。

　長年暗殺を生業なりわいとし、晩年は他の英雄たちと共に冒険の日々を過ごし、斥候職を極めていた。その俺の知覚能力をもってしても、全く状況が把握できない。

「はーろーぅ」

「誰だっ!?」

　突如聞こえてきた間延びした声。誰すい何かの声を飛ばすが、どこから響いてきたのか判別がつかない。

　だが声の相手は、自ら俺の目の前に現れた。

　まるで白と黒の雲を搔かき分わけるかのように小さな人影が像を結ぶ。

　目の前に立っているというのに、その気配は全く感じ取る事ができない。

　いや、それどころか女という事だけはわかるが、顔が全く認識できないのだ。

　顔は見えている。銀の髪も、赤い瞳も、艶やかな白い肌も。だがそれらを結合して認識できないのだ。

「誰だ、お前は……」

「わたしかぃ？　わたしゃ神様だよ」

　神を名乗るわりには威厳を全く感じさせない声で、そう名乗った。

　いや、その声の質すら記憶に残らない。美しい声という事だけはわかるのに、印象に残らないのだ。

「これはどういう事だ？　なぜ記憶できない……？」

「あー、それ？　わたしのせいです。なにせ神様ですからねぇ。直視しちゃうと正気を失うんですよ？」

「正気を……なに？」
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「いんや、こっちの事だから気にしないで。つまりわたしがそういう風に認識を阻害してるとでも思ってくれればいいのですよ」

「この空間もか？」

「そりゃもちろん」

　神を名乗る存在を目の前にして、認識を阻害された。本来なら欠片も信頼できないその事実を、俺はなんとなく信じる事にした。

　なにせ俺は死の淵ふちにいたのだ。死んだ後なら神様と会ってもおかしくないじゃないか。

「という事は俺は死んだ、で間違いないのか？」

「ン、そですね。間違いなく、完膚なきまでに、これ以上ないくらい完璧に、死んでます！」

「その断言はして欲しくなかったかもな」

　かつての仲間のマリアなら、死なない限りはあらゆる傷を回復させるほどの治癒魔法を使いこなす。

　しかし死者の蘇そ生せいは禁術に指定され、封印されていた。魂は常に循環するものであり、不自然に現世に留める事は教義が許さないのだと言っていたのを思い出した。

　つまりマリアは、その術式を知らない。ひいては俺が、生き返る事は不可能なのだという事実に繫つながる。

「そうか、という事は俺も魂の円環の中に戻るという訳だな」

「まー、そうとも言えますけどねぇ」

　楽し気に囀さえずりながら、クルリクルリと舞い踊る神。

　だがそこから聞こえてくるセリフは実に意味深な含みを感じさせた。

「なんだよ。なんだか蘇生できそうな事言って」

「実のところ、蘇生は不可能です。ですがそれとは違う手段がない訳ではないですので。なかなか優秀なお仲間をお持ちで」

「は？」

　疑問符を浮かべる俺に、神は口元に手を当ててムフフとイヤらしい笑いを浮かべた。

「いいえ、別にぃ。ただわたしから言えることは一つです」

「なんだよ？」

「新たな地平へようこそ！　歓迎してやろう、盛大にな！」

「ハァ？」

　突拍子のない事をぶちかました神に、俺は思わず言葉をなくす。

　だがその直後、急激に眩暈めまいを感じて目の前が真っ暗になっていく。

　立っていたのか座っていたのか分からないが、視界がまるで豆茶にミルクを垂らしたかのようにマーブル模様を描き出す。

「な、なんだ？」

「そろそろ術が始まったようですね。いや、こういう裏道突いてくるのはわたしも好きですよ」

「だから一体何が!?」

「元の世界に戻るんですよ。まぁ、成功率にちょいとばかり干渉しておきましたけどね」

「だから──」

「あ、干渉ついでに一つだけオマケしておきますねぇ」

　意味不明な事を語り続ける、自称神。

　俺の意識はそこでプツリと途切れて、闇の中に沈んだのだった。
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　かつて、世界の危機があった。




　一つの大陸に九つの王国。

　それらが絶妙な軍事バランスで、仮かり初そめの平穏を築いていた世界。それが崩れたのは、ほんの十年前。




　北の極限の地に、その邪竜が現れたのは、その頃だった。

　北方にある一つの国に舞い降りた邪竜はコルキスと呼ばれ、畏れられた。

　彼の竜はまるで、稲穂を刈り取るかのような容よう易いさで人を食い散らかし、王国を滅亡の危機に追いやったのだ。

　その危機にいくつもの国が力を合わせ、討伐の軍を送り込んだ。




　だが平原において、邪竜は無敵の存在だった。

　鋼と見み紛まがわんばかりの黒光りする鱗うろこは鋼鉄よりも硬く、破城弓バリスタの矢すら弾き返したのだ。

　そして剣も槍やりも届かぬ高みから、鋼すら溶かす灼しやく熱ねつの吐息を吐き掛け、人々を一瞬にして灰になるまで焼き尽くしたのである。

　あまりにも一方的な蹂じゆう躙りんで終わった戦いだが、この一件に邪竜は怒り狂った。食料であり、玩具おもちやでもある人間が自分に牙を剝むいた。その事実が許せなかったのだ。

　邪竜はすぐさま王国の首都を目指し、城ごと為政者たちを焼き尽くした。

　さらに周辺国にまで翼を広げ、目に付く集落を尽ことごとく蹂躙してのけたのだ。

　北部にある三国はこの一件で、瞬く間に滅びる羽目になった。

　これを受けて、他の六か国は世界の危機を実感せざるを得なかった。




　しかし、どうにも打つ手がなかったのだ。

　大軍をもってしても、邪竜には傷一つ負わせる事ができなかった。ならば、どうやれば邪竜を討伐する事ができるのか？

　しかも失敗すれば、報復で国ごと焼き払われてしまう。




　国軍を動かせば、報復がある。かと言って、軍でなければ戦力が足りない。




　悩みに悩んだ各国の重鎮たちは、ようやく一つの解決策を見み出いだした。

　各国から最大の戦力を持つ者を選び出し、国とは無関係の放浪者としてチームを組ませ、邪竜に当たらせようとしたのだ。

　国と関わりがないから報復の心配がない。また、軍が動く訳ではないから、油断を誘いやすく、また隠おん密みつ裏りに行動できる。

　少人数の不利も、邪竜の巣となった洞窟の中でならば、解消する事ができる。むしろ空を飛べない分、洞窟内の方が対応しやすいと考えたのだ。







　こうして各王国から六人の英雄が選び出された。




　ある国は、聖剣を持つ人間の勇者、ライエルを。

　ある国は、聖盾を持つドワーフ戦士、ガドルスを。

　ある国は、あらゆる魔術を修得したエルフ、マクスウェルを。

　ある国は、死なない限り、あらゆる傷を癒す人間の聖女、マリアを。

　ある国は、口先一つで千の命を散らせたという猫人族の賢者、コルティナを。

　ある国は、影羽根の暗殺者として名を馳はせた半魔人、レイドを選び出した。




　彼等は権力者の思惑通り、熾し烈れつな戦いの末、邪竜コルキスを討伐してみせた。

　誰一人欠ける事なく、前人未到の功績を挙げた彼等を──しかし、故郷の国々は持て余したのだ。

　ライエルやガドルスの名声は玉座すら揺るがし、マリアやコルティナの人望は教皇や時の権力者をも越える。

　六人の英雄は、尽ことごとくその身を持て余されたのだ。

　そのため、英雄たちによる報復を権力者は恐れた。そしてなにより、レイドによる暗殺を──




　英雄レイドは六英雄の中でも異質の存在だった。

　彼は暗殺者ではあったが、決して悪ではなかったのだ。彼は常に、彼の正義に拠よって戦い、そして殺し、恐れられていた。

　その善悪の基準は、あくまで彼の中にある物に拠り、権力者のそれとは一線を画す。

　本来ならそんな暴挙は通るはずもない。だが彼の戦闘力はそれを押し通すだけの力があったのだ。

　だからこそ、英雄として──人類の切り札として選ばれたとも言える。




　結局彼等は、荒廃した三国の復興という名目で、故郷を放逐される事になった。

　だが、それとて彼等にとっては想定された出来事だったのだ。賢者コルティナは、その事態を前もって予測していたのだから。

　無論、反感を抱かれないように、各国で出せるだけの褒賞を与えて叛はん意いを抑えようとしていた。

　権力者の真意を知る英雄たちは、あえてそれを口にすることなく、大人しく辺境へと身を寄せていった。

　彼等は権力に興味はなく、ただ権力闘争に関わることなく、平穏に余生を過ごしたかったからだ。

　だが彼等とて、やがては終しゆう焉えんが来る。




　事の始まりはライエルとマリアの結婚だった。

　彼等が結ばれたことにより、パーティは解散する事になった。それに関しては、何ら問題はなかったのだが、その後が問題である。

　卓越した技量を持つ彼等は、他の冒険者たちと馴な染じむ事ができず、その力を持て余したのだ。

　しかもガドルスは自らの店を持つという夢を果たし、引退してしまう。

　パーティの主力がほとんど引退し、マクスウェルも故郷の国に戻り、国政とは離れて教育者として再起しており、すでにいない。

　行き場を失ったレイドとコルティナだけが、冒険者を続けていたのだ。




　やがて、レイドが単独で魔神に挑まざるを得ない事件が起こり、彼も命を落とした。

　救助が間に合わず、一人残されたコルティナも、失意のうちに引退。

　マクスウェルは新たに魔術学校で理事長に収まる事で身を落ち着ける。つまり英雄たちは全て表舞台から去っていった。




　そして時は過ぎ……十年の月日が流れた。
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　暗い、暗い闇の中から……俺はゆっくりと目を覚ました。

　覚ました……はずだった。

　開いた眼は、全く像を結ぶ事なく、世界がぼやけて歪ゆがんていた。それだけじゃない。手足もまるで言う事を聞かず、力が入らない。

　いや、手足だけじゃない。首も……身体全体が、まるで動かなかった。

　それもそのはず、考えてみれば意識を失う前の状況はひどいモノだった。

　孤児院の神父が魔神召喚に踏み出し、数人の子供を生いけ贄にえに召喚を成功させてしまった。

　だが俺たちという邪魔が入った事で、神父は目的を果たすことなく、俺に倒された。

　それはそれで良かったのだが、召喚者を失い自由になった魔神を放置する訳にはいかなかった。

　その時俺の背後には、腰を抜かした子供たちがいたし、近接戦闘の心得のないコルティナも一緒にいたのだから。




　戦わない訳にはいかなかった。

　とっさにコルティナに逃げるよう──仲間を連れてくるように命じ、俺は単独で魔神との戦闘に入った。

　彼女も状況を即座に把握し、必ず助けを呼んでくるからと言ってその場を離れた。いや、離れさせた。

　非力な彼女では、子供を抱えて逃げる事も難しかっただろう。生き延びた子供は、まだ十人ほどもいたのだから。




　かろうじて魔神を討伐する事ができたが、俺は左手と右足が砕け、胸から腹にかけてを大きく引き裂かれた。

　あの有様で──まだ息があっただけ儲もうけ物である。

　自称神の言葉によると、俺は再びこの世界に舞い戻ってきたはずなのだが……声も出なければ、手足も動かない。

　──何が起きたんだ!?

「ふぎゃああぁぁぁぁぁ!?」

　その声すら言葉にならず、子猫の鳴き声のような珍妙な悲鳴しか上げられなかった。

　やがて顔を温かい何かで拭われるような感触があり、口元に柔らかい何かが押し付けられる。

　俺は本能的にそれにむしゃぶりつき、そこから滲にじむ甘い何かを嚥えん下かした。

　そして腹が満ちると同時に、再び眠りの中に沈んでいったのだった。







　何が起きているのかは、それから数日経ってようやく把握できた。

　俺は──赤ん坊として生まれ変わってしまったのだ。

　あの神が言っていた裏道。つまり蘇そ生せいさせることは禁忌に触れるが、新生児として生まれ変わるならありという事だったのだろうか。

　しかも視力が安定して気付いたのだが……。

「おはよう、ニコル。今日は早起きなのね」

　目を覚ました俺に目め聡ざとく気付き、口元にはだけた胸を近付けてくる清せい楚そな美女──マリア。

　そう、かつて聖女と呼ばれた俺の仲間である。そして彼女がニコルと呼びかけているのは……俺だ。

　つまり俺は、かつての仲間の子供として生まれ変わってしまったのだ。




　転リーインカー生ネーシヨンの魔法は最高位に位置する神聖術だ。

　だがこの魔法、掛けた本人も術の成功しか確認できず、しかもどこに転生するかも分からないという、どうにも微妙な効果を持った魔法だった。

　つまり、自分の子供がかつての仲間のレイドである事は、マリアすら理解できていないという事になる。

　だからこそ、無防備に俺に乳房を押し付けてくる。もし彼女が俺をレイドだと知っていたら、まずありえない行動である。

　下手したら張り手の一つも飛んできてただろう。彼女の貞操観念はなかなかに厳しかった。

　かつてライエルと覗のぞきを敢行した時飛んできた【神バニツ罰シユ】という攻撃魔術は、本気で死ぬかと思ったほどだ。

　しかもコルティナが俺たちの逃走ルートを的確に押さえたため、あっさりと捕縛されてしまった経験がある。

　若気の至り、という奴である。

「ふぎゅううぅぅぅ」

　俺は呻うめき声ごえを上げて、食事を拒否した。
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　まだ首を動かすほどには筋肉が付いていないからだ。

　それにいくら俺でも、かつての仲間の胸に吸い付くほど、分厚い面の皮は持っていない。

　何より、バレた時が怖い。今度こそ死ぬかもしれない。

「うぎゅう。ふあぁぁぁぅ」

「あら、お腹はいいのかしら？　ニコルは小食なのね。少し心配だわ」

　俺は自身が赤ん坊に転生してからこの方、碌ろくに食事を取っていない。

　いや、マリアは正直非常に美しい女性ではあるのだが、さすがに俺という意識を持ったまま、かつての仲間の胸に吸い付くというのは気恥ずかしい。

　これが全く見ず知らずの女性だったら、素知らぬ振りをして吸い付いていただろう……だが俺なのだ。




　かつて死線を共に潜くぐり抜ぬけた、仲間なのだ。

　ついでに言うと、彼女の夫はあのライエルなのだ。

　共に戦った仲間でもあり、ライバルでもあり、そして俺が到いたる事のできなかったお伽とぎ噺ばなしのような『英雄の姿』を体現した男。

　その仲間にして妻の胸に、どの顔してむしゃぶりつく事ができようか。

　そんな訳で、俺は自発的にハンガーストライキ状態に入っていったのだった。







　母親の乳を吸わないという事で、俺の育児にマリアは四苦八苦する事になった。

　悪いとは思うが、こればかりは妥協できない。

　結局、牛の乳を適度に温めた物を飲ませる事で、かろうじて生を繫つなぐ事ができていた。

　今日も綿に含ませた乳を口に含んでいると、ライエルが起き出してきた。

「おはよう、マリア。それにニコルも」

　そう言って俺を抱いたマリアを抱き寄せ、朝っぱらから情熱的な口付けを交わす。

　そして俺の頰ほおに──気色の悪い事に──同じように口付けた。

「ふあああぁぁぁぁうぅぅぅ！」

「あら、怒っちゃった？　ニコルはパパが嫌いなのかしら？」

「な、なんだと!?」

　抵抗の意思を示されたライエルに、マリアは悪気なく、残酷な真実を告げる。

　事実、俺はライエルの事が好きではなかった。

　俺だって勇者という立場に憧れがなかった訳ではない。むしろ人よりも遥はるかに強い憧憬を持っていたと言っていい。

　強く、たくましく、英雄の代表格たる剣士。その強さに憧れたからこそ、俺は強さを求めた。

　だが、俺にはその素質はなかった。細身の体にはあまり筋肉が付かず、重い武器を持つと逆に振り回される始末だった。

　それでも諦める事ができなかった。

　だからこそ、剣に頼らぬ戦い方を模索し、創意と工夫と、不本意ながら小細工をもって自身の戦い方を構築したのだ。

　鋼糸による不意打ちと罠わな。正面からの戦闘を極力避けた結果の暗殺術。

　力なき正義は弱者の戯たわ言ごとに過ぎない。弱者を救うには力がいる。だからこそ決して負けない、負けるわけにはいかない戦い方を身に着けた。

　そんな俺にとって、俺の理想的英雄像を体現したライエルは、非常に微妙な感情を搔かき立たてる男だった。

　誰よりも頼りになり、誰よりも憧れ、誰よりも嫌悪感を持つ相手だ。

　そんな相手から頰に口付けを受けるなんて、背筋が粟あわ立だつような感覚を覚えるのだ。




　衝撃を受けたライエルは、悄しよう然ぜんとした表情のまま、素振り用の剣を持って庭に出ていった。

　窓から、そこで日課の型を流しているのが見える。その動きは力強く、流麗で、そして鋭かった。

　俺が夢にまで見た、勇者の姿がそこにあった。

　生前、力がなく、持久力に欠けた俺にはできなかった戦い方だ。




　だがそこで俺は電撃を浴びたように体を震えさせた。




　そうだ、この身体はライエルとマリアの子供。

　つまり、ライエルの強きよう靭じんさと、マリアの魔力を受け継いでいるかもしれないのだ。

　今世の俺なら、剣士として大成できるかもしれない。その道標となるべき存在は、目の前にいる。

　かつて目指し、挫折した剣士の道を、俺は目指せるかもしれないのだ。

　いや、マリアの魔力も受け継いでいれば、魔法剣士としての道も拓ひらける可能性だってある。

「にゃああうう！」

　俺は手を振り上げ喜びを表現した。

　だがその力はあまりにもか弱く、短い腕は顔の前まで持ってくるのがやっとだった。

「ニコルってば、お父さんの剣を見るのが好きなのかしら？　実は甘えたいんじゃないの？」

　そんな俺の態度を誤解し、頰をプニプニつついてくるマリア。

　そう言えばこいつは、こういう勘違いをする奴だったな。







　ミルクで腹を満たし、横になっている間に筋肉を鍛える。少しでも早く、自分の足で立ち上がるために。

　短い足をピコピコと動かし、手を上下左右に振り回す。寝返りすらできない俺にできる運動といえば、それくらいだ。

「ニコルは本当に元気ね？　もっとご飯を食べてくれれば、安心できるんだけど……」

　マリアが訓練をする……実際は暴れているだけの俺の頰をつついて微笑ほほえんでいる。傍はたから見れば、俺はさぞ活発な赤ん坊に見えた事だろう。

　だが俺は普通の赤子と違って、牛乳ミルクで栄養を得ている。つまり非常に栄養が偏った状態にあるのだ。それは持久力の不足にも繫つながる。

　俺はあっさりとオーバーワークに陥り、やがて気絶したかのように眠りに落ちてしまった。

　そんな毎日を送り続けて、ようやく寝返りを打てるようになり、もぞもぞと動く事ができるようになってきた。手も足も、少しずつ思い通りに動かせるようになっている。

　そこで俺は、もう一つの夢をかなえるべく、行動を起こす事にした。




　すなわち魔法である。




　生前の俺には、あいにく魔法の才能はまったくなかった。

　魔法のエキスパートたるマクスウェルに師事した事もあったが、あっさりと才能なしと断じられ、魔法の習得を断念した経験がある。

　しかし今世では、俺はマリアの子供でもある。つまり俺は魔法の才能を秘めている可能性が高い。

　マリアは信仰心を基礎にした神聖術を使いこなすが、神聖術も魔法は魔法である。




　俺はマリアに師事した事はないが、マクスウェルに受けた知識は残っていた。

　目を閉じて瞑めい想そう状態に入り、自身の内部にある魔力の存在を探る。

　すると身体の奥、へその下辺りになにやら熱いエネルギーのような物を感じ取る事ができた。

　──おお、これが魔力って奴か？

　かつてはどう足あ搔がいても感じ取る事ができなかった未知の感覚に、俺は自然とテンションが上がっていく。

　これを体外に放出し、脳裏に描いた魔法陣の形に変形させ、威力や範囲を指定する呪文を添える事で魔法を発現させるのだが……これを操る事が一苦労だった。

　身体の底にある魔力に意識の手を伸ばして形作ろうとするが、魔力はするりとその手を逃れ、霧散する。

　だがこれで諦める俺ではない。そもそも諦めの悪さは人一倍だ。うまく身体を動かす事ができない以上、俺ができる事といえば、この魔法の練習だけだった。

　以前と違って魔力を感じるという事は、少なくとも魔法を発現させる事ができるはずなのだ。

　そして剣を使う素質はライエル譲りのはずで、俺の戦闘経験も、この身体には宿っている。

　考えようによっては、誰よりも強くなれる素質を秘めているのだから、ここで修練をやめる訳にはいかなかった。







　マリアから温めたミルクをもらい、屈辱的な話だがオムツを替えてもらい、ようやく半年が経とうとした頃、俺は再び神を恨んだ。

　首も据わって周囲を見回せるようになり、身体に力も宿り始めて上体を起こせるようになった俺は、その日初めて自分の下半身を目にした。

　マリアの手によって交換されるオムツの下から現れたのは……いや、現れなかったのは年齢相応の可愛かわいらしい男性器……ではなく、何もない平原だったのだ。いや谷はあったが。

　つまり、俺は女だという事である。

「あううううぅぅぅぅぅぅぅぅ!?」

「きゃ！　ニコル、どうしたの？　いきなり叫びだしたりして」

　突如恐慌状態に陥った俺に、マリアは心配気な表情で眺めてくる。だが、俺の身体自体には異変はない。

　いや、俺にとっては異変だらけなのだが、彼女にとってはそれは普通の出来事だ。

　オムツの交換もそこそこに、俺は俯うつぶせになってすすり泣いた。

　かつて『災厄の影羽根』や『闇に潜む蜘蛛くも』とまで呼ばれ恐れられた暗殺者が……女に？　何の笑い話だ!?

　聖剣より鋭いと言われたミスリル製の鋼糸を自在に扱い、邪竜コルキスすらその手に掛けた俺が……。

「だぁうううぅぅぅぅ」

「なんだかよく分からないけど……泣いてるのかしら？」

　ポンポンと俺の背を叩たたき、慰めてくるマリア。前世と同じ、その優しさが今は悲しい。

　そういえばニコルという名前は、男女どちらでも使われる名ではあるが、どちらかというと女性の方が多い名前でもある。

　それまで気付かなかった俺が間抜けなのか……いや、それも赤ん坊の身の上では自身の性別を確認するなどできようはずもない。

　つまりこれは、不可抗力なのだ。

　女に生まれてしまった事も。半年間、その事実に気付かなかった事も。




　男として生まれ、才能が足りず剣に挫折し、鋼糸術という戦闘手段で頂点を極めた前世。

　女として生まれ、才能あふれる両親の血を引き継ぎ、英雄の英才教育を受けるであろう今世。

　俺のまったく逆の人生が、この時から始まったといえる。







　あれからしばらく経った。

　俺は自分が女として生まれた衝撃からようやく立ち直りつつあった。

　──女がなんだ。少しばかり胸が膨らんで凹凸が逆になったくらいじゃないか。

　半ば無理矢理自分をそう納得させ、再び修練の日々に戻る事にしたのだ。手足をピコピコと動かして筋力を鍛え、眠る前には魔力を操作する修練を積む。

　魔力に関しては、相変わらず手応えはないのだが、そこはマクスウェルにも『一朝一夕にはいかぬ』と忠告を受けていた。

　そもそも現段階でも、全く魔力を感じ取れなかった前世より、遥かに先に進んでいるはず。

「ううう～、だぅ～」

「もう、ニコルってば今日はお目々が堅いのね。そろそろ寝てもらわないと、こっちが眠くなっちゃう」

　夜になり、ベッドの上で俺は寝る前の魔力操作を練習していた。

　この日はなんとなくうまくいくような気がしていたので、少しばかり気合を入れてみたのだ。

　だが、マリアはそんな俺を寝付けないだけと思って、あやしにかかる。

「そうだな。俺もそろそろ寝てもらわないと、色々困る事態になる」

「あら、あなた。ニコルが見てるわよ」

「これくらいなら構わないだろう？」

　ベビーベッドのそばにあるダブルサイズのベッドにマリアを横抱きに運びながら、ライエルがそんな睦むつ言ごとを漏らしていた。

　テメェら、こっちが寝たらやる事やる気だな？

　こうなったら意地でも先に寝てやらん。カップル死すべし、慈悲はない。




　そう決心して──気が付いたら朝になっていた。

　赤ん坊の身体では夜ふかしすらロクにできないと、この時思い知ったのである。







　この身体に転生してから、俺は不利な事ばかりで気が滅入っていた。

　しかし今、俺はこの身体〝だからこそ〟得られる恩恵というモノに、涙している。その楽園パライソは、今俺の目の前に広がっていた。

　俺は今赤ん坊で、しかも女になっている。つまり、俺の前で女性は無防備に肌を晒さらす事を厭いとわないのだ。

　現に目の前で、マリアと使用人のエルフの少女が服を脱ぎ、互いに笑顔を浮かべながら、スタイルを褒め合っていた。

　出産直後のマリアは体力が落ちているため、最初は家事能力の低いライエルが何かと頑張っていた。

　しかし奴は家事に関しては剣ほどの才能を発揮できず、ミスを連発。皿を割る程度は些さ細さいな事で、俺にミルクを与える際などは煮にえ滾たぎるまで加熱してから飲ませようとしたりしたので、俺も命の危険を感じていた。それを見たマリアが、急きゆう遽きよ子守りのできる使用人を雇う事にしたのだ。

　これによりマリアはかなり楽をできるようになっている。

　年の頃、十五歳くらいのエルフの少女なのだが、こんな僻へき地ちで使用人に身をやつしているのがおかしいくらいの美少女だった。その面影は俺にどこか懐かしい印象を授けている。どこかで会った事があるんだろうか？　こんな若い娘に知り合いはいなかったはずなんだが……いや、自分で言ってて悲しくなってきた。

　ほっそりした美少女の胸に抱かれると、これまたなかなか言葉にしがたい良い感触に包まれるので、実に役得といえる。肉感的なマリアより清せい楚そな妖精のような雰囲気を持つ彼女の方が、俺の好みには合っていた。

　マリアが俺から目を離さねばならない時は、彼女が献身的に俺の面倒を見てくれている。

　そして今、俺の目の前でその二人が服を脱ぎ放ち、その裸体を余す事なく披露してくれていた。これは、俺を風呂に入れるためである。

　風呂付きの屋敷を購入していたライエル、グッジョブ！　俺は内心で拳を握り締め、日頃は対抗心を燃やすライバルに、珍しく賛辞を送っていた。

「マリア様、スタイルいいですね」

「あら、そうかしら？　ニコルを産んで、少し崩れた気がしていたのだけど……」

「そんなこと、ぜんぜんありませんよ！」

　前世ではあれだけ覗のぞきを敢行しようとして失敗したマリアの裸体が、眼前に晒されている。あの時はコルティナの防衛陣地によって、完全に妨害されてしまった。

　しかもその後、マリアにバレて説教という名の拷問まで受けたものである。俺にその話を持ってきたマクスウェルが、しれっと参加していなかった事をもっと訝いぶかしむべきだった。

　だが時すでに遅し。俺とライエルはノリにノって覗き計画を実行に移し、見事に失敗していた。

　それほどの難事だったマリアの裸体が、今無防備に……あの頃の苦労は一体何だったのか。

　付き添う少女もマリアとは別方向の素晴らしい裸体の持ち主だった。

　マリアが肉感的な大人の女性の色香だとすると、少女の方は妖精のような可か憐れんな美しさといったところだろうか。性的なアピール力はやや低いが、まるで芸術作品のような繊細さを持っていた。

　控えめな胸や細く肉付きの薄い腰など、露骨にアピールしてこないところが俺の好みにバッチリ嵌はまる。そういえばコルティナもほっそりした体形だったな。
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　……ふへへ、眼福。

　俺は床に座らされたままモミジのような手を握り締め、滂ぼう沱だの涙を流す。あれほど見たかった光景なのに、涙で滲にじんで視界が確保できない。

　そんな俺の言葉を聞きつけたのか、エルフの少女が俺の前までやってきて前屈みに覗のぞき込んできた。

　いかん、そのポーズは刺激的すぎる。特に前世でイマイチ女性にモテなかった俺にとって、鼻血モノの光景だ。慌ててマリアの方に視線を逸らす。彼女はすでにライエルの妻なので罪悪感が強いのだが、この無む垢くな少女を足元から見上げる体勢でいるよりはまだマシだ。

「ニコル様ってば、マリア様の胸をずっと見てますよ」

「あら？　でもニコルは乳を吸ってくれないし……」

「お腹がすいているんじゃなくて、大きさを羨ましがっているのかもしれませんね」

「ニコルも私の血を引いてるから、きっと大きくなるわよ！」

　そう、今俺は女性の身体。目の前の光景は──特にマリアの姿は未来の自分に繫つながっている。

　俺の興奮は一気に萎えたのだった……無念。







　マリアは俺が死ぬ前は、辺境の教会で布教を行っていた。

　邪竜コルキスによって完膚なきまで滅ぼされた三か国は、すでに国としての体を成していない。

　そこで各国はこの三つの国を一つに統合して、そこを俺たち五人に治めさせようとしていたのだ。

　もちろん、俺たちの誰一人、権力に関しては無関心だった。

　幸い三か国の一つに、王家の血を引く少年の生存が確認されたため、その少年を王に押し立てて、生き残った貴族たちを彼の補佐に付けることで、国家再建を投げっ放しにしているのだ。

　だが俺たちとて、無関係を装う程非情ではない。彼等から救援を申し込まれれば、即座に駆け付けて力を貸す気でいたのだ。

　マクスウェルはエルフたちが住まう自国があるのでこの地にはいないが、それでも俺たち五人ならば、大抵の事態に対応できる。

　そもそも俺たちの名を出して解決しない問題というのは、あまり存在しない。

　俺の死因となった孤児院の視察も、そういった経緯から回されてきた仕事の一つだったりする。




　だが今は違う。

　俺の死にショックを受けたコルティナがこの地を去り、マリアが出産した事で英雄たちはほぼ離散状態である。

　だが少年王は、それまでの間に国体をかろうじて立て直しており、ライエルとマリアは心置きなく引退する事ができていた。予想外に有能な少年だったようだ。

　つまりライエルたちは平々凡々とした隠いん遁とん生活を満喫してやがるのだ。俺の気も知らずに。

　──踏ん張れ、俺。今ここで立ち上がらねば、いつ立つと言うのだ！

　俺は今、ベビーベッドの柵に必死にしがみ付き、足をカクカクと震わせながら立ち上がろうとしていた。

　ハイハイすらスッ飛ばした、スパルタ運動の成果である。

　マリアとて四六時中俺を子守りしている訳ではない。今、彼女は食料の買い出しに出かけていた。代わりに使用人の少女が俺の面倒を見てくれている。

　しかしその彼女も、今はオムツの洗濯中で、俺は一人である。子供から目を離すなど、子守りとしてはあまり褒められたモノではないが、今の俺にはありがたい。

　誰の目も届かぬ今のうちに、歩けるようになっておきたいのだ。

「あぅあー、ぬあー！」

　気合一いつ閃せん、足を踏ん張り直立する。

　すでにこの世界に生まれてほぼ一年が経った。ここまで這はうのが精いっぱいで、まだ立てないのは普通の赤ん坊に比べてもやや遅い。

　通常の赤ん坊よりも遥はるかに早い段階から筋力トレーニングを積んでいるというのに、不ふ甲斐がいないばかりである。

　それもこれも、俺が偏食を極めたせいでもある。

　生まれてこの方、マリアの乳を頑かたくなに拒み続けた俺は、身体が非常に弱く、成長もやや遅くなってしまった。

　おかげで頻繁に発熱を繰り返し、両親を心配させることになったのは申し訳ない限りだ。

　ライエルの野郎はどうでもいいが、マリアを心配させたのは心が痛む。

　その俺の体調もようやく安定し始め、マリアも安心して目を離せるようになってきていた。




　兎とにも角かくにも、今が数少ない人目のない時間である事は間違いない。

　よろよろとだが、どうにか直立を果たした俺は、短い腕を振り上げて喜びの雄お叫たけびを上げた！

「だうぅ！」

　だがこれは、俺の最初の一歩に過ぎない、文字通りに。ここから俺には様々なミッションが待っているのだ。

　まずはマリアの私室に向かい、彼女の持つ魔導書や聖書を読よみ漁あさり、魔法の勉強を積む必要がある。

　魔力を感知して半年、俺はいまだに魔力操作に成功していない。

　俺の修練法に間違いがあるかもしれない。

　魔法の適性に問題もあるかもしれない。

　それらを調べる方法を知らねばならなかった。

　その任務を遂行するために、俺はベビーベッドの縁を伝い歩き、つかまり立ちの練習を始めたのである。




　赤ん坊の聴覚というのは、大人の想像以上に鋭いものがある。

　俺は廊下を歩く足音を聞きつけ、即座にベッドの上に転がって寝た振りをした。

　しばらくして部屋のドアが開き、エルフの少女が中を覗き込んでくる。恐らく洗濯物を干し終えたので、俺の様子を見に来たのだろう。

　子守りとしては非常にありがたい限りだが、俺としてはもう少し放置してほしかった。

　だがタイミングは悪くないかもしれない。

　ほんの三十分ほどの伝い歩きだったが、俺の足はプルプルと震えて痛みを訴えていたのだ。

「フフ。よく寝てますね、ニコル様」

　エルフ少女は俺のそばまで歩いて来て、顔を覗き込んで寝顔を確認する。

　無論俺は寝た振りなのだが、少女にそれを知る術はない。

　そういえば彼女の名前、なんだったっけ？　マリアが雇ったはいいけど、俺に自己紹介してくれていない。

　いや、言葉も分からない赤ん坊に自己紹介するのはおかしいかもしれないが……普通はするもんじゃないか？

　マリアはああ見えて、抜けている所が多い天然系だから、仕方ないか。この少女もどこかで見たような気もするのだが、どうにもはっきりとしない。

　少女は俺の頰ほおをフニフニと優しくつついて、その感触を堪能している。少々小柄ではあるが、俺のほっぺは天使の手触りらしい。

　ムカつく事にライエルが一番その感触の虜になっていて、ことあるごとにつついてくる。この少女も、それを真似てみたのだろう。

　寝た振りを続けていると、少女はキョロキョロと周囲を見回し、誰もいないことを確認している。

　今この屋敷には、俺たち以外に誰もいない。それを知っているのに、滑稽にもそんな動作を繰り返す。

　そして誰もいないと確信してから、俺の頰に優しく口付けして、パタパタと足音を立てて部屋から駆け出していった。

　なぜ逃げるのか不思議に思ったが……考えてみれば雇い主の娘の頰にキスをするというのは、使用人としては失格かもしれない。

　俺は男……精神的に男なので、エルフ美少女の親愛の情としてむしろ嬉うれしい限りなのだが。




　その日から俺は何とか自立歩行できるまで訓練を続けていた。

　そしてもう一つ、この時期の赤ん坊ならばそろそろできねばならない事がある。それを今日、両親の前で披露しようと決心していた。

「マリア、今帰ったぞー」

　やや間延びした声で、ライエルが屋敷に戻ってくる。ライエルは雇われ騎士として、この地方を治める領主に雇われていた。

　この地方は特に酷く邪竜に蹂じゆう躙りんされたため、モンスターの繁殖が激しい。治安を守るためには、彼の腕が必要になっている。

　その対価として、一定の給金と屋敷を授かり、俺を育てている。

　厨ちゆう房ぼうで食事を作っていたマリアがいそいそと出迎えに向かう。俺はその様子をリビングから眺めていた。

　すると、エルフ少女が俺を抱え上げて玄関へ向かった。彼女はマリアの料理の補助をしていたはずなのに。

「だうぅ？」

「ライエル様のお出迎えに向かいましょ。ニコル様」

　ニッコリと花が咲いたように笑いかけてくる少女。

　俺はその笑顔に思わず言葉を失った。いや、喋しやべれなかったが。

「おお、ニコルも出迎えにきてくれたのか。フィニアもご苦労様」

「いいえ！　わたしなんて、まだまだお仕事こなせてませんし！　マリア様のお手を煩わせてばかりで」

「そんな事はないわよ。フィニアがいてくれて、とても助かってるわ」

　なるほど、この少女の名前はフィニアというのか。覚えておこう。

　それにしても、なんだかほのぼのした空気が漂っているが、このままでは俺の一大決心が流れてしまう。その前に強行して、場の空気を引き戻すしかない。

　俺は、そう決断して、顔に力を入れた。

「まぁ──ま？」

「えっ!?」

　そして喉から声を絞り出して、マリアの事をママと呼ぶ。そんな俺の声に、マリアは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　彼女がそんな驚きを表すのは、実は珍しい事かもしれない。

「ニコル。今……私の事、ママって呼んだ？」

「まぁま」

「ああ、ライエル！　この子が、ニコルが！」

「ニコル、俺は？　ほらパパだよ？　パパって──」

「ライエル様、近い、近すぎますって！」

　フィニアと呼ばれたエルフ少女の胸元、つまり俺のそばに顔を寄せて暑苦しくライエルが迫る。

　この野郎もすでに三み十そ路じを超えている。暑苦しい事この上ない。

　それに勘違いしてもらっては困る。俺はお前が嫌いだ。だから──

「ふぃー……にぃあ？」

「ああっ、聞きましたかマリア様！　今ニコル様が、私の名前を!?」

「ええ、しっかり聞いたわ！　この子ったら、フィニアの名前を先に呼ぶなんて」

　そう言えばマリアの名前はまだ呼んでいなかったか。これは失敗したかもしれない。このミスは即座に取り返そう。

「まぁり、あー、まぁま？」

「そう！　ニコルってば私の名前も覚えていたのね。なんて頭がいいの！」

　感極まったようにマリアが喜ぶ。

　正直、彼女はいつもふわりと微笑ほほえんでいるばかりで、ここまで感情を表に出す事はあまりなかった。

　やはり実の子の成長というのは、違うモノなのだろう。中身は俺なのだが……。

「ほら、ニコル。パパの名前は？　ライエルって言ってごらん」

「だぁう！」

　暑苦しく顔を寄せてくるライエルの顔に、俺はモミジのような小さな手で張り手を叩たたき込んでおいた。

　もちろん、攻撃と呼ぶのもおこがましい、ぺチリとした音しか残さぬ打撃なのだが。

「ううぅ、マリア……ニコルが名前を呼んでくれないんだ」

「あなたの名前は発音が多いから、いきなりは無理よ」

　そう告げるマリアの顔には、非常に珍しい事だが、優越感が浮かんでいた。

　そのマリアの言葉に、ライエルはがっくりと膝をついてうなだれる。

「あっ、あっ、あの、ライエル様もいつかは呼んでもらえますよ！　ホントに、ホントに！」

「ああ、慰めてくれるのか。フィニアはいい子だな」

「あら、私の前で浮気かしら？」

「冗談でもやめてくれ！　フィニアは確かにいい子だが、そういう対象にはとても見れん」

「フフ、もちろん分かってますよ」

　ライエルの背中を叩きながら、マリアが励ます。

　そして食堂へと誘いざないながら、その日の夕食を取ったのである。

　ちなみにその夕食は、少し……いや、かなり豪勢になった事を追記しておこう。







　俺が喋れるようになってから、さらに二年と少しが経った。

　俺は三歳になり、その間に知った事も多い。例えば俺の外見についてだ。

　赤ん坊の頃は首の動きすら思うようにできなかったので知らなかったが、俺の髪はかなり細い銀糸のような青銀色だった。その髪を肩を越えるほどの長さまで伸ばしているので、男と見間違われる事はないだろう……悲しい事に。

　しかも鏡で見た所、肌の色は病的と言っていいほどに白く、なにより両の瞳の色が違うのが特徴的だった。

　右目が赤、左目が碧あおの色違い。ライエルの碧眼、マリアの赤眼を別々に受け継いだ事になる。

　その特徴的な外見と相まって、かなり目立つ風貌と言える。顔の造作も我ながら非常に愛らしく、幼いながらも将来美少女に成長するであろう未来を、容よう易いに予想できた。

　無論、それ以外に身体も成長はしている。

　だが、あれから魔法と体を鍛えようとあれこれ頑張ってみたが、その効果はあまり芳かんばしいモノではなかったのだ。

　魔力はいまだ体内に存在するものの、解放しようとすると意識の手の中で暴れて、思うように放出する事もできないままだ。

　身体を鍛える方も、この身体はどちらかというとマリア似のようで、同年齢の子供と比較してもやや虚弱に感じる。

　いや、マリアとて過酷な冒険を乗り越えた猛者である。その身体能力は一般人より遥はるかに高い。だがそれでも、同じ経験を積んだ俺たちの中では断トツで虚弱だったのだ。

　俺としては勇者であるライエルに似て欲しかったところだが、どうやらマリアの血を濃く引いているみたいだ。

　今日もこっそり一日の訓練を終え、家族で暖炉の前に集まって団だん欒らんを楽しんでいる。

　三歳になった俺は、足もかなりしっかりしてきたので、家の中を自由に歩けるようになっている。

　だがこの夜は床に座り込んで、指のストレッチに励んでいた。

　体力はすでに消耗しているが、こういう細かな部位のストレッチならば、体力を消費しないで済む。

「うぅ～」

　指を絡めたり伸ばしたりしている俺を、背後のソファに座ったライエルが微笑ましそうに眺めている。

　暖炉の横には編み物の勉強に励むマリアと、そのそばにフィニアがいる。

　俺は尻をぺたりと床に付け、膝を揃そろえて踵かかとを尻の横にもってくる、俗に言う女の子座りをしていた。

　男には骨格的にキツイ座り方らしいのだが、この身体だと苦もなく座る事ができる。

　どうやらこの身体は筋力や持久力にはかなり問題を抱えるが、器用さや柔軟性はかなり持っているようだ。

　俺はこっそり左足を広げ、そして右足を小さく蹴る。これで数センチ、俺は左にずれる。

　これを何度か繰り返して、じりじりと左へと移動していた。

　だがそんな俺を、ライエルが背後から抱き上げて膝に乗せる。

「ヤ、はーなーしーてー！」

「そう嫌わないでくれ、ニコル。たまにはパパと遊んでくれないか？」

「むぅ～」

　俺は身体をよじって、ライエルの膝から飛び降りた。

　俺としてはもっとハッキリ『やめろ、放して』と発音したつもりなのだが、声帯がまだ未発達なため、どうしても幼児言葉になってしまう。

　そのまま俺は保護してくれる先を瞬時に識別する。

　飛び降りた俺を見て、マリアが手を広げて迎え入れようとしていた。

　だがかつての仲間の胸に飛び込むのは、さすがに照れくさい。

　そこで俺は、マリアの隣に立つフィニアの胸に飛び込んでいった。

　小柄な彼女だからこそ、胸まで飛び上がる事ができた。急に飛びついてきた俺を、フィニアは慌てて抱き上げる。

　彼女はエルフらしく、肉付きの薄い体つきをしているが、細い腰やふんわりと柔らかな胸が確かに女性であることを感じさせる。

　そして、かすかに花の香りが漂ってきて、心地よかった。

　俺は匂いの元をたどると、それは彼女の腰のあたりに吊つるされた小さな袋から漂ってきていた。恐らくは野草で作った匂い袋ポプリだろう。

　そんな素朴な香りを纏まとっている彼女は、香水を帯びた貴族の子女よりも好感が持てる。

　俺はそんな彼女の腰に手を伸ばし、匂い袋を取って中を確かめようとした。

　それは別に、匂い袋を取ってやろうとした行為ではない。この素朴な香りの元を確かめたいと軽く思っただけだ。

　だがそんな俺の行動を見て、マリアはニコニコと笑みを浮かべていた。

「ニコルもやっぱり女の子なのね。匂い袋に反応してるわ」

「それほど珍しいモノではないのですが」

「それでもいい匂いがする物は気になるのよ。スカートを履きたがらなかったり、ライエルに剣を教えてくれとせがんだり、まるで男の子みたいだったのに」

「ニコル様は可愛かわいらしいですよ？　他の村の子よりもずっと！」

　フィニアは俺を抱き上げたまま力説する。確かに俺はマリアに似て、非常に清せい楚そで大人し気な外見をしている。

　しかも同年代に比べてもかなり小柄で非力なため、まるで貴族の子女のように愛らしく見えるらしい。

　だが俺が目指すのは、そこの憎たらしいライエルのスタイルだ。

　身の丈に匹敵する剣を自在に使いこなす、勇者の姿。かつての俺が目指し、届かなかった姿。

　だがこの身体では、今世でもその姿には届きそうになかった。

「そうだ、フィニア。明日みんなで匂い袋を作らない？」

「みんなで、ですか？」

「ええ、村の西が草原になっているでしょう？　そろそろ暖かくなってきたから、花も咲いてきているはずよ」

「確かにそろそろですが……村の外は危険では？」

「そこはフィニアがいてくれるじゃない」

「むしろ私がマリア様に守ってもらいたいのですが……？」

「私は接近戦が苦手なの」

「知ってます」

　マリアは近接戦もこなせる神官戦士ではなく、純粋な後衛としての神官だった。

　その運動能力は六英雄の中で最も低く、同じく後衛である獣人のコルティナやエルフのマクスウェルにすら及ばなかった。無論、それでも一般人を凌しのぐ程度のものは持っているのだが。

　まぁ、今では俺の方が遥かに劣っている。

「決まり、ね？　じゃあ明日はお弁当持って草原ね」

「ハァ、分かりました」

「もうすぐ洗礼の儀があるから、その前に息抜きしましょ」

　洗礼の儀とは、生まれて三年経った子供が受ける儀式で、その子が授かった能力を調べる儀式でもある。




　この世界では祝福ギフトと呼ばれる能力を授かる子供がいて、そのギフトによる恩恵は圧倒的な効果を持ち主に与えてくれる。

　例えば、あらゆる物を異空間に収納できる異空庫や不老不死、魅了のような神話級の能力から、ライエルやマリアが持つような戦闘術や神の奇跡の様に戦闘で役に立つもの、果てはジャンケンの才能という役に立たなそうなものまである。

　異能を与えてくれるものはもちろんだが、剣術のような技能を持つだけでも、その効果は大きい。

　ギフトがあるだけで、一般人が十年かけて辿たどり着つく高みに、ほんの一年で到達したりする事もあるのだ。

　無論、ギフトがなくとも剣は使える。だがその有無によって、修行で得られる成長速度に段違いの差が出てしまう。

　それを調べる儀式とあって、この世界の住人は非常に真剣な表情で洗礼に挑む事になるのだ。




　ちなみにライエルの持つギフトは戦闘術とタフネス。

　これは戦闘に関する技術と、持久力の高さを伸ばすものだ。

　これにより、奴は無尽蔵の体力を発揮して戦い続ける事ができる。




　ガドルスの持つギフトは盾術と頑健。

　これは盾によって敵の攻撃を受け止め、また盾で敵を弾き返す攻撃もできる。そして頑健は敵の攻撃に耐える能力だ。

　この二つによってガドルスはパーティの生命線ともいえる防御力を発揮できていたのだ。




　マリアは神聖魔法と高速詠唱を持っていた。

　これは神聖魔法を効率的に習得できる才能と、それを瞬時に発動させる事ができる能力だ。

　これにより即座に神聖魔法を飛ばす事ができていた。

　一秒以下の攻防を繰り広げる戦いでは、彼女の魔法はガドルスの防御力に並ぶ生命線だった。




　マクスウェルのギフトは全属性魔法適性と魔力強化。

　あらゆる魔法を使いこなす能力と、その魔法の効果を強化する能力だ。

　強大な魔力で広範囲攻撃を放てるマクスウェルは、ガドルスとは対極の攻撃の要だった。




　コルティナは神算鬼謀と高速演算。

　神算鬼謀は敵の策略を見抜き、戦略、戦術の最適解を導き出す能力で、高速演算はその名の通り、瞬時に計算する能力だ。

　この二つのギフトの組み合わせで、視界に入った情報を即座に処理して、俺たちに最適な行動を指示してくれた。

　そんな彼女だからこそ、俺が死んだあの時、俺が助からない事を誰よりも早く理解してしまったのだろう。

　そして、そんな依頼を持ってきたガドルスを許せず、なによりも俺を助ける策を導き出せなかった自分を許す事ができずに、この地を去ってしまった。




　彼等に比べると、俺は実に地味なギフトだった。

　持っていたのは、操糸と隠おん密みつ。

　誰にも気付かれず行動し、鋼糸による攻撃で敵の息の根を止める暗殺スタイル。

　だからこそ、正面きっての戦闘では分が悪い事が多い。魔神と引き分ける事ができたのは幸運だったと言える。




　生まれ変わって、そのギフトがどうなったのかはまだ分からないが、指先の器用さやフィニアたちに見つからずに体を鍛える事ができている点から、その片へん鱗りんは受け継いでいるらしい。







　翌日、俺たちは弁当を携え、西の草原へハイキングに出かける事にした。

　だがライエルだけは警けい邏らの仕事があるためについて来る事ができなかったのだ。

　朝から滂ぼう沱だの涙を垂れ流して号泣するライエルは、非常に暑苦しかった。

「ニコル、パパがついて来られなくて残念ね」

「ちがうし」

「強がっちゃって」

　俺の態度を勘違いして、マリアはいつもの微笑を浮かべていた。

　彼女の目には、俺の態度は父親と一緒に遊びに行けず、ふてくされているように見えているのだ。

　実際のところは、日課の鍛錬ができずにふてくされているのだが。

　だが考えてみれば、ここ最近の鍛錬で疲労が蓄積していたのは事実である。今日は身体を休めるつもりで、ゆっくりするのもいいかもしれない。

　元仲間であるマリアはもちろん、フィニアもかなりの美少女である。マリアが人妻である事を考えなければ、両手に花のハーレム状態なのだ。

　無論、俺も女になってしまっているのが、難点と言えば難点ではある。

「ほら、ニコル様。これが私の匂い袋に使ってる花ですよ」

　フィニアが小さな紫色の花を摘んできて、俺の鼻先に持ってくる。すると昨日嗅いだ花の香りが、昨日よりも強く漂ってきた。

「これを乾燥させて、いくつかの花と組み合わせて袋に詰めると匂い袋になるんですよ」

「へー」

　俺は匂い袋にはあまり興味がないので、フィニアの説明には生返事を返していた。だけど、彼女の楽しそうな表情は、見ているだけで幸せな気分になってくる。

　そんな幸せな時間も、すぐに終わった。甲高い声の闖ちん入にゆう者しやが現れたせいだ。
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「あっ、マリア様だ！　こんにちはー」

「マリア様、おはよーございまーす！」

　村の方角から子供たちが数人、マリアに向けて駆け寄ってきた。その後ろから引率の大人もついてくる。瞬く間にマリアが子供たちに取り囲まれ、手を引っ張られてくるくると回される。

　フィニアも一緒に、子供たちの餌食になっていた。

「あ、この子誰？」

「お姉ちゃんの妹？」

「髪きれー。腕細ーい」

「わっ、わっ!?」

　今度は子供たちが俺にたかってくる。

　瞬く間にもみくちゃにされ、髪をばさばさにされてしまった。

　俺の髪は背中の中ほどに達する程度に長い。俺としては髪は短くしたいところなのだが、マリアとフィニアが強硬に反対したので仕方ない。

　泣きそうな顔をされては、俺も頑迷に散髪を主張する訳にはいかなかったのだ。

　その髪はマリア譲りの青銀色で、光のように艶つややかだ。

　しかも俺の目はマリアの赤と、ライエルの碧あおを同時に受け継いでいて、左右で色が違う。

　子供たちの無遠慮な好奇心を刺激するには、充分な代物だったのだ。

「目の色違うー」

「へんなのー」

「はーなせー！」

　挙句の果てに頰ほおまで引っ張られるとあっては、俺も無抵抗というわけにはいかない。

　手を払いフィニアの後ろに隠れてやり過ごす。

「ほらほら、ヤンチャしないの。この子は私の娘のニコルよ。みんなも仲良くしてあげてね」

「へー、ニコルっていうのか」

「おともだちー」

「いっしょにあそぼー！」

「ちょ、まっ──手を引っ張らないで」

　傍若無人と紙一重な子供たちによって、俺はフィニアから引き離された。

　そのまま強引に引き連れられ、野原を駆けずり回る事になる。

「あっちにラベンダーの花があるの。匂い袋作るならいっぱいいるでしょ？」

「えー、向こうで木いちご狩りしよーぜ！　おやつになるし」

「もう、男の子はすぐ食べ物に走るんだから。そんなのじゃニコルちゃんに嫌われるわよ」

「なんでだよー」

　もはや俺に主導権は存在しない。

　こうして俺は、日が暮れるまで村の子供に付き合わされることになったのだった。




　翌日から、俺は連日のように子供たちの襲撃を受けるようになった。

　変化のない暮らしの村の子供たちにとって、俺の青銀の髪と色違いの瞳、愛らしい容姿は好奇心を刺激するに足る代物だったらしい。

　それにこの村の子供の数は十数人しかいない。無論、いくつかの村を束ねる教区単位で見ればこの数倍はいるのだが、辺境である村の間は気軽に行き来できるほど近くはない。

　そんな閉鎖されたコミュニティだからこそ、新しい仲間である俺は、ぜひとも巻き込みたい存在だったようだ。




　俺が住んでいる屋敷は、村の中でもかなり大きな方だ。

　だがそれは救世の英雄たるライエルとマリアの自宅としては慎つつましい限りと言えよう。

　石造りの二階建て。

　各階に四部屋ずつ。一階にはそのほかに食堂、リビング、厨ちゆう房ぼう、風呂、書斎がある。

　二階にはそれらがない代わりにバルコニーが設置され、洗濯物を干したりできるようになっていた。

　小さいながらも裏庭も存在し、その一角には馬房が設しつらえられ、二頭の馬が繫つながれていた。

　庭にはライエルが訓練した際につけた足跡が、固く踏みしめた跡としてくっきりと残されており、それが奴の生真面目な性格を証明していた。

　来る日も来る日も、ここで同じ型を流して地面を踏み固めていったのだろう。

　庭と街路の境は背の低い植え込みと大おお雑ざつ把ぱな柵で区切られているだけで、その気になれば子供でも越えられる程度の物しかない。

　治安のいい村だからこその、大雑把な処置だ。その柵の隙間を潜って子供たちが襲撃を掛けてくるようになったのだ。

　それまでは英雄の家という事で、ここに忍び込もうという子供たちはいなかった。

　それに俺も人目を避けるように訓練していたので、存在を村人に知られる事はなかった。

　無論、俺がいる事は村人も知っているが、実際に目にしたことはほとんどないはずである。

　とにかく、そんな俺が自分たちと変わらぬ子供と知った事で、彼等はその警戒心の壁を取り払ってしまった。

　日中から堂々と柵を乗り越えて、俺を誘いに来たのだ。

「ニコルちゃーん、あそぼー」

「村の外れの木にサクランボがなってたんだ、食べに行こー」

「もう、男の子たちはすぐ食べ物の事ばっかり話すんだから。いっつもそれじゃない！」

　この家の主であるライエルは、警邏の仕事があるので日中は屋敷にいない。同時にマリアも教会の仕事があるので、屋敷にはいない。

　最近は俺の手がかからなくなってきたので、教会の仕事を再開したのだ。

　無論、三歳児を一人屋敷に残す訳にはいかないので、使用人のフィニアが俺の面倒を見てくれている。

　そのフィニアも、今は屋敷の掃除で俺から目を離している。

　使用人としてはあまり褒められた事ではないのだが、屋敷の管理と子供の世話を同時に押し付けられているのだから、多くを求めるのは酷というモノだ。

　そもそも普通の三歳児は俺のようにアクティブに動き回ったりしない。いや動き回りはするが、ドアノブなどに手が届かないため、多少は安全である。

　俺のように踏み台などを活用して、自力で部屋のドアを開けて動き回るような子供は、あまり存在しないだろう。




　子供たちの誘いは俺にとって、本来なら有難迷惑なものだ。

　だが今の俺は平均的な幼児よりも遥はるかに華きや奢しやである。彼等と遊ぶだけでも、充分に体力錬成になるのだ。

「うん。じゃあフィニアに知らせてくるね」

「わかった、まってるー」

　できるだけ子供っぽい声色を作りながら、俺はそう答えた。彼等と遊ぶ事は、孤独を好む俺を心配していた両親を安心させることに繫つながる。

　ライエルはともかく、生前から世話になっているマリアには心配を掛けたくない。

　それに遊び疲れると、夜早々に寝入ってしまうため、帰宅後鬱うつ陶とうしいくらい構ってくるライエルを躱かわす事ができるのだ。

　とはいえ、いくら俺が大丈夫とは思っても、黙って姿を消したらフィニアが心配する。下手をしたら、ライエルに連絡が行って暑苦しい事態になるかもしれない。

　そうならないように前もって連絡しておく必要があった。

　フィニアは少し心配そうな表情をしたが、他の子供と一緒という事もあり、外出を許可してくれた。

　もちろん村の外へ出るのは厳禁した上で、だが。




　子供たち五人と連れ立って、村の外れにある木までやってきた。

　この村の周囲には様々な木が植えられていて、四季折々の果物を収穫する事ができる。

　この木は誰の物という訳でもないので、子供たちのオヤツ代わりになる事が多い。目当てのサクランボの木も、子供たちの楽しみの一つになっているのだ。

　サクランボの木はそれほど背が高くなく、枝振りもいいため、子供でも簡単によじ登る事ができそうだった。

　青々と茂った葉の隙間から、赤い小さな果実が顔を覗のぞかせている。下草も力強く茂っているため、落下しても大怪我を負う事はなさそうだ。

　早速子供たちが三人組に分かれて木に登り始める。

　一人は下でサクランボを受け止める役。一人は念のため落ちたら受け止める役。もう一人が木に登って、サクランボを落とす役だ。

　子供は六人しかいないので、二組しかできない。俺は同じ年頃の子供たちとサクランボ集めに取り掛かった。

「じゃあ、お──わたしが木に登ってサクランボ落とすね」

「え、ニコルちゃん、大丈夫なの？」

「大丈夫、こう見えても体は軽い方だよ」

　転生前は俺だって英雄の一員だった。前世から筋力や持久力には問題を抱えているが、反射神経や身の軽さには人並み以上の自信がある。

　木登り位なら朝飯前だ。俺は短い手足を精一杯伸ばして、ヒョイヒョイと木を登っていく。

　その速度は三歳児にはありえない速さだった。だが持久力はやはり致命的な問題だ。木を登り切った頃には息が切れていた。

「おーい、ニコルちゃん、本当に大丈夫？」

「だ、だいじょぶ……まかせて」

　情けない事だが、息が上がって指先が震えている。

　だが果物を取るくらいは問題がない。俺はゆっくりと枝の先に移動し、サクランボの実をもぎ取っては地上の子供に落としていった。

　やがて取りやすい所は全て取り終えたので、地上に降りていく。

　そこで皆と一緒に、新鮮なサクランボの酸味に舌鼓を打って、春の味覚を楽しんだ。

　俺としては充分腹は満たされた。サクランボ自体は結構な量があったのだが、育ち盛りの他の子供たち五人の腹を満たすには、少々物足りなかったようだ。

　特に男子連中は、物足りなそうにしていた。

「なぁ、あそこの木にもなってるから取ってこない？」

　男の子の一人が一本の大木を指差して、そう主張した。

「え、あの木って柵の向こう側だよ？」

　それはモンスター除けの柵の向こう側にある、サクランボの木。おそらくは鳥が実を咥くわえていった先で種が落ち、芽吹いたのだろう。しかしそこは、僅かとはいえ村の外だった。

「あぶないよ。お父さんに怒られちゃう」

「大丈夫だよ！　だってあそこまで、ほんの少しじゃん？　モンスターが出ても走って戻れば逃げ切れるもん」

「そーかなぁ」

　男の子たちの勢いに、俺と同じ女の子の一人が押され始める。これはよくない傾向だ。

「ダメだよ。ちゃんと村の中ならって約束でここに来たんだもの」

「ちぇっ、じゃーいいよ。おれたちだけで行くから！」

　煮え切らない態度の女子に業を煮やして男の子たちが柵を潜っていく。モンスターを排除するのが目的の柵は、隙間が大きく、子供なら簡単に潜る事ができる。

「あー、もう！」

　いくらなんでも、子供だけで外に出るという暴挙を見過ごすなんて、できるはずないじゃないか。

　俺は、地面を一蹴りして苛いら立だちを表明した後、その後を追い掛けていった。




　マリアやフィニアと先日村の外に出てはみたが、やはり閉塞した雰囲気のある村の中とは、開放感が違う。

　ましてや先には甘酸っぱい果実が待ち受けているとなれば、子供たちの足が軽くなるのも頷うなずけた。

　あっという間に目的の木に辿たどり着き、もぎ取り役が我先にと登り始める。

「ちょっと待って！」

「ニコルちゃんも登れるんだろ？　早くおいでよ！」

　挑発的にそう声を掛けてくる男の子に、少々ムッとしながらも、俺は手早く木に登り始める。素早く枝の先まで進み、果実に手を伸ばそうとしたその時──。

　そこで、俺は視界の端の動く影に気が付いた。

　それは西側の草原を、隠れるように移動し、村に迫っていた。

「あれは──コボルド、か？」

　コボルド、この世界でも最弱のモンスター。二足歩行する犬のような姿をしているが、その本質は野獣に近い。

　それでいてバカな人間と同じ程度の知性を持っているため、性質が悪い。

　残虐な殺人鬼の気質と、人間の器用さを併せ持つ犬と言えば理解できるだろうか？

　そんなモンスターが群れをなして村に迫っていた。

　大人なら問題なく追い払える程度の危険性しかないモンスター。だが問題は奴らの体格が、子供と大差ないという事だ。

　いつもなら村に入り込んでも、畑や軒先の野菜を荒らす程度の被害しかない。

　だが子供だけの俺たちからすれば──充分に危険な存在になる。

「まずい、コボルドだ！　みんな大人たちに知らせて！」

　木の上という高い視点があるから発見できたが、そうでなかったら奇襲を受けていたかもしれない。

　この村にはライエルという最終兵器がいるため、大きな被害が出る事はないだろう。だがそれは村の内側に限った話だ。

　今の俺たちに、あのコボルドを追い払える能力はない。俺の言葉を聞いて、村の子供たちが粟あわを食って駆けだしていく。

　本当なら真実かどうか疑うところなのだろうが、この村ではモンスターのリスクというのは常時晒さらされている危険だ。

　こんな噓うそをついても何の得にもならないのだ。

「おじさん、コボルドが出たんだって！　ライエル様呼んできて！」

　村から少し外れているとはいえ、ここはまだ村のそばである。しばらく走れば村人は頻繁に行き交っていた。

　その村人に声を掛ける子供の声を、俺は聞き取っていた。

　だが俺はまだ木から降りていない。コボルドは明らかに、村からの視線を避けるように行動している。

　監視の目を外して見失ったら、厄介な事になるかもしれないのだ。

「に、ニコルちゃん、早く逃げようよ」

「ダメ、お──わたしはここで監視するから。君は早く村に逃げて」

「そんなこと、できる訳ないよ！」

　五人の中でただ一人の女の子が、そう言って頑なに避難を拒否してきた。

　それは、友達を見捨てる事ができないという意味なのか、それとも俺の親であるライエルとマリアを恐れての事なのか、わからない。

　だが少女は俺のためにここに残ると決断していた。それは俺にとって、正直に言うと余計な覚悟だ。

「チッ」

　俺は下の子供──少女に聞こえないように、小さく舌打ちした。

　ここは村の外、つまりコボルドに最も近い場所にある。コボルドに襲われるとすれば、木の下で待つ少女が真っ先に襲われる事になるのだ。

「この木に登れる？」

「う、うん──」

「じゃあ、早く登ってきて。下にいると危ないよ」

　コボルドはイヌ科の性質を持っている。爪の出し入れが苦手で、木に登る事ができない。下にいるよりは、安全なはずだ。

　少女がおっかなびっくりした仕草で木に登り始める。

　だが子供たちの声に反応して、コボルドたちもこちらに気付いたようだ。もはや隠おん密みつする事も忘れ、雄お叫たけびを上げてこちらに向かって殺到してきた。

「早く！」

「ま、待って……私、木登りは得意じゃなくて」

「敵は待ってくれない！」

　このままじゃ彼女が登りきるより先に襲われてしまうだろう。コボルドの足を止めないと、彼女の命はない。

「そのまま登り続けて！」

　俺はそう声を掛けると、枝を伝って地上に飛び降りた。深い草がクッションになって、飛び降りてもダメージは受けない。

　俺だって仮にも勇者を目指す身である。ここで少女を見捨てるという選択肢は存在しない。今の身体では、コボルド程度でも倒すことは不可能だろう。

　だが無理に倒す必要などない。時間を稼げばライエルも、マリアだってやってくる。

　武器がないのが不安だが、サクランボ以外の木の実を取るかもしれないので、小さなナイフは持ってきていた。これで戦う事も、何とかできるはず。

　村人が駆け付けるより早く、コボルドたちの方が先にやってきた。口から涎よだれと舌を垂らしながら、こちらに襲い掛かってくる。その数は三匹。その後方に、さらに二匹。

　間近で見るコボルドに、木の上の少女が悲鳴を上げる。後ろのコボルドが気付いたようだが、そこに辿たどり着く手段は奴等にはない。

「つまり、俺がここで粘ってれば、お前らは村に被害を与えられないって訳だな」

　生前の視線を思い出し、俺は口の端を吊つり上げて嗤わらう。

　ほぼ同時に先頭のコボルドが襲い掛かってきた。

　今の体力では正面からコボルドを受け止める事もできないので、サイドに躱かわしながら首筋にナイフを走らせる。だが握力が弱いせいか、硬い毛皮を斬り裂く事ができない。

　それでも無傷とはいかなかったらしく、コボルドは苦痛に身をよじらせて、悲鳴を上げた。

　怯ひるんだその隙に別の一匹に対応する。

　最初のコボルドを躱した時、別のコボルドから遠ざかる方に避けているので、攻撃に時間差が発生していた。そのズレを利用して、もう一匹にナイフを振り抜いた。

　やはり攻撃は毛皮を斬り裂く事はできない。それでも時間を稼ぐ事はできる。それこそが今の俺の目的だ。

　しかし相手は五匹。こちらは一人。時間を稼ぐといっても限界があった。すでに半ば包囲されつつある。

　俺はサクランボの木を利用しながら死角を作らないように位置取りを調整する。コボルドたちも予想外の痛撃を受けて、攻めあぐねていた。

「グルルル……」

　威嚇の唸うなり声ごえを上げるコボルド。

　この睨にらみ合いの時間ですら、俺にはありがたい。すでに俺の手足は限界を超えた動きに痺しびれ始めている。このままでは、長くは持たない。

「とはいえ、無理にでも長く持たせないといけないんだけど……」

　体勢を低く落とした一匹を見逃さず、足元の草を蹴り上げ視界を潰す。深い草くさ叢むらが俺に有利に働いてくれた。

　その隙に反対の一角に向かって体当たりを敢行する。これで敵の包囲を突破し、後は引き摺ずり回して時間を稼ぎ、増援を待つ算段だ。




　だが俺の思惑は一瞬にして崩れ去った。




　あまりにも幼い、小さな体では、コボルドを突き倒す事ができなかったのだ。

　逆に跳ね返され、地面に転がる俺。

　その隙を見逃すほど、コボルドたちも愚かではなかった。こちらが体勢を立て直せないうちに、コボルドたちは俺に殺到してきたのだった。

　倒れた俺に飛び掛かってくるコボルド。

　直立した犬のごとき姿。それが殺到してくる。一瞬にして視界の全てがコボルドで埋まった。このままでは俺はコボルドに食い散らかされて、あっさりと死ぬだろう。

　だが俺も、数多あまたの死線を潜くぐってきた身だ。このまま怯おびえたまま座して死を待つだけの子供ではない。

　このままでは喰くわれるなら、避ければいいだけの話。

　左足で地面を蹴りつけ、左腕を叩たたき付けるように地面に突き出す。そのまま右側に、コボルドの下を潜り抜けて囲みを抜ける──はずだった。




　カクリと、腕の力が抜ける。

　ズルリと、足が滑る。




　躱せるはずだった攻撃を、真正面から受ける。ここまでの戦闘で、俺の身体は予想より遥はるかに疲弊していたのだ。

　そのせいで手足を滑らせ、攻撃を避け損ねてしまった。

　降り掛かるコボルドの口、俺の頭よりも大きく開かれたそれは、優に首から上を齧かじり取る事ができるだろう。

　わずかに身体がずれたおかげで致命傷だけは免れたが、その顎は俺の左肩に深々と食い込んだ。

　コボルドの牙が、俺の左肩の肉を抉えぐっていく。

　ブチブチと肉を引き裂き、先端が骨まで届く。そのままガリガリと骨を削っている。

　その音が、感触が、痛みが──一息に俺の身体を侵食した。

「ああああああがああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　前世では、この程度の傷は何度も受けた事がある。

　コボルドごときの咬撃など、意に介さず、嚙かみつかれたまま戦闘を続け、振り払った事もある。

　それなのに、この身体はその攻撃に耐える事ができなかった。

　幼い身体は、痛みに対しても耐性がなかったらしい。

　唯一の武器であるナイフすら手放し、手足をばたつかせて無造作に暴れる。

　それでも肩を嚙み付かれた左腕だけはピクリとも動かなかった。

「ああああああああああ、うわああああああああああぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　泣いて、暴れて……だが嚙み付いたコボルドは離れてくれなかった。

　ぬるりとした感触が腕を伝う。いや、噴出している。重要な血管を明らかに傷つけられている。このままでは長くは持たない。

　死を覚悟したその時、コボルドの背に石が投げつけられた。モンスターにダメージを与えられる程の投とう擲てきではない。

　それでも、二度、三度と投擲は続けられた。投げつけたのは木に登って避難させたはずのあの子。いつの間にか地面に降りてきて、石を投げつけていた。

「な、なぜ──」

「ニコルちゃんをはなせー！」

　甲高い、悲鳴と間違わんばかりの声で、涙を浮かべながらも精一杯の投擲を放っている。

　無論コボルドにとって、その声は新たな獲物の存在を知らせるだけに過ぎない。

　俺の周囲を取り囲んでいた数匹が、その声に反応して向きを変える。

「グルルアアアアアァァァァァ！」

「きゃああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　少女に襲い掛かるコボルド。咄とつ嗟さに顔を庇かばったのが功を奏したのか、腕に食いつかれ、致命傷だけは避けられたようだ。

　だがそのまま押し倒され、やがて悲鳴すら途切れる。そして俺の意識も闇に染まっていく……。




　暗く、そして赤く染まる視界。

　散々に乱れ、粉々に砕けていく意識。




　ここで……俺はまた死ぬのか？　生まれ変わり、ライエルたちと再会したというのに、何も伝えられないまま？

　コルティナにも、マクスウェルにも、ガドルスにも、まだ会っていないというのに。

　再び生まれ、ようやく高みへ至る道が見えたというのに、何もなさぬまま死を迎えるのか？

　すでに何も聞こえない。いや、犬の唸りが聞こえるという事は、俺も彼女も悲鳴すら上げられないほど弱っているという事か。

　それが彼女の事切れた証なのか…………ダメだ、そんなことは許されるはずがない。

　俺は彼女を生かすために、命を懸けたはずだ。それなのに、無駄に終わるのか？

　いや──今、死に瀕ひんしている彼女を、俺は見捨てていいのか？




　このまま……為す術もなく、コボルドに食われて……二人とも死んで…………。




「んな事……許されるはず、ない、だろう──がぁああぁぁぁぁ！」

　俺は絶叫して自らを奮い立たせる。バラバラに散らばった意識を強引に引き寄せ、まとめ上げ、消えそうな自分を再構築する。

　赤く染まる視界のまま、意識を暗殺者だった当時のモノに切り替えていく。

　元々俺は力に劣る。それが故に力に頼らぬ戦い方を極めていた。得意の武器一つない程度で泣き言を漏らすほど、手札が少ない訳でもない。

　あの少女の悲鳴はもはや聞こえない。今にも彼女は死ぬかもしれない。ならば一刻も早く、助け出さねばならない。




　その程度ができなくて……なにが英雄を目指す、だ！




　俺は唯一動く右腕で、コボルドの右目に指を突き立てた。

「ギャブッ!?」

　深く突き刺した指をそのまま内で曲げて眼がん窩かの裏に引っ掛ける。

　仰のけ反ぞろうとするコボルドの鼻先に、渾こん身しんの力を振り絞って頭突きを叩き込んだ。

「そこから──どけぇぇぇぇぇ！」

「ギャアルルアアァァァァァァァァァァァァ!?」

　頭蓋に残る衝撃に眩暈めまいが起こるが、今はそれどころではない。幸い、俺の足はまだ生きている。彼女を助けに駆けつけるくらいはできる。

　コボルドは直立した犬のような姿をしている。それは、人間よりも首が長いという事だ。首は即すなわち、急所でもある。

　俺の上に跨またがっていたコボルドに再び頭突きを入れて仰け反らせた。その首に足を絡め、今度は前に引き倒しながら残った右手で鼻先をねじり上げる。

　長い首を足で固められ、子供とは言え全体重を首に掛けられたコボルドは、そのまま前のめりに倒れ込んでいく。その両者の体重が鼻先をねじられた首に掛かっていった。

　ゴキリと、太ふと腿ももの間からいやな感触が伝わってくる。

「その子を、放せ！」

　ようやく一匹。仕留めたコボルドを押しのけ、俺は立ち上がる。

　地面に転がった……少女が投げた石を拾って、俺は少女に襲い掛かっているコボルドに背後から殴り掛かった。

　子供の身体では、まともに殴り掛かってもダメージにならない。そこで背後からしがみつき、眼を狙って殴り続けた。

　眼は、生物なら嫌でも庇かばってしまう急所である。背後から襲い掛かられる恐怖感と合わせて、俺を無視するのは難しいはず。

　腕に嚙みついていた口を放し、右腕を振って俺を振り払おうとする。だが、それは俺の想定内の動きだ。

　タイミングがどこになるかは分からないが、背後から襲う相手を振り払うにはその動きをするしかない。違いが出るとすれば右か左か程度しかない。背負い投げを仕掛けるような知能や技術はコボルドには存在しない。

　俺はその腕を搔かいくぐってコボルドの前に回り込む。振り払う動きを利用して、体勢を崩したコボルドの足を払い、敵を突き放す。

　体勢が崩れた状態ならば、俺の力でも、なんとかコボルドを突き放す事ができた。

　距離を離した隙に少女の様子を確認したが、嚙みつかれた苦痛と出血で気絶しただけらしい。致命傷になるほど深い傷はなさそうだった。

　しかし、これで俺たちが助かった訳じゃない。

　コボルドはいまだ、一匹しか倒していないのだ。気絶した彼女を抱えて逃げる事は、この身体では不可能。

　ならば、ここで耐え忍ぶしかない。




　それは……正直言って絶望的だ。




　俺一人ならば、凌しのぎ続けられる可能性もあるだろう。

　無論、彼女を見捨てるという選択肢は、俺には存在しない。

「……徹底抗戦しかない」

　左腕は動かない。

　武器もない。

　出血も放置しておけば危険な量だ。

　それでも俺は退く訳にはいかない。助けが来るまで、持ちこたえねばならないが、その救援はいつ来るかわからない。

「生き延びるためには……皆殺しにするしかないってわけか」

　戦うだけじゃダメだ。生き延びるだけじゃダメだ。時間を稼ぐだけでも……ダメだ。俺が動けなくなる前に、コボルドどもを追い払うか皆殺しにする。

　殺さねば、殺される。前世で死ぬ直前に経験した、あの戦いだ。

「来いよ、犬ッコロォ！」

　俺は、自身を奮い立たせるため、精一杯の大声で威嚇した。

　左半身を血に染めた姿に、幼いながらも鬼気迫る物を感じたのだろう。コボルドたちは一瞬、たじろいだような仕草を見せた。

　コボルドは元々、残虐であると同時に臆病でもあった。それでも気を取り直してこちらを取り囲み、襲い掛かる態勢を取る。

　その動きに呼応するかのように、こちらも姿勢を下げて対応した。

　互いに飛び掛からんとするその刹那──俺たちの間に飛び込んでくる影。

「俺の娘に何してやがるうぅぅぁぁぁぁぁ！」

　叫びと共に疾走はしる銀光。

　その光は圧倒的質量と破壊力を持って、コボルドの一匹を粉砕し、粉々に飛び散らせた。

　俺たちを背に雄々しく立ち塞がる背中は、俺の目指す英雄の姿そのものだった。

　それは駆け付けた今世の俺の父、ライエルだったのだ。

「ライ──パパ？」

「無事か、ニコル？」

「う、うん──後ろ！」

　無造作に俺たちに振り返ったライエルの背に、コボルドたちが襲い掛かっていった。

　それも当たり前の話である。殺し合いの場で堂々と背を向けるなど、本来ならばありえない。

　だがそれをしても問題がないほどに、ライエルとコボルドの間には歴然たる実力差があった。

　肩口に嚙み付いたコボルドを全く意に介さず、俺たちの無事──ではないが、まだ生きている事を見て取り、安あん堵どの息を漏らす。

　それからおもむろにコボルドの頭を空いている左手で鷲わし摑づかみにして、地面に叩たたき付けた。

　本来なら柔らかく受け止めるはずの草くさ叢むらに叩き付けられたコボルドの頭部は、しかし、ありえないほどの勢いで砕け散った。

　草の柔らかさなど何の意味もなさないほどの剛腕。ライエルの膂りよ力りよくをまともに受けたからだ。




　頭部を粉砕されたコボルドがびくりと震え、息絶える。

　ここに来て、ようやくコボルドは実力差に気付いたのだろう。残る二匹は互いに目配せをして一斉に逃亡を企てはじめた。

　だがそれすら、この村の英雄〝たち〟は許さなかった。

　突如、光の壁が周囲を囲い、コボルドの逃亡を阻んだのだ。

　この魔法には俺も見覚えがある。

　マリアの使う、神聖魔法神ホーリのージエ檻イルという魔法だ。神聖力によるエネルギーの力場で檻を作り、敵を封じ込める魔法である。

　ライエルほどの身体能力を持たない彼女は、離れた場所からその魔法で敵を封じ込めたのだ。

　いつも通りの、にこやかな笑顔を浮かべたまま近付いてくる彼女は、しかしいつもとは違う迫力を感じさせた。

　半身を血に染めた俺を見て、その笑みは一層深い物になった。ただし、多大なる殺意を籠こめて。

「マ、ママ……」

「大丈夫──じゃないわね。ニコル、ちょっと待ってなさい」

　そう言い捨てると、即座に魔法を発動させ、淡い光が俺と少女に纏まとわり付く。

　見る間に傷が塞がったのを見て、ようやく俺はマリアが治癒魔法を使ったのに気付いた。

　彼女の魔法は、高速詠唱のギフトの影響もあって、誰よりも早く発動する。

「残りのコボルドは二匹だけね？」

「うん」

「それじゃ、あなた。お願いね？」

「ああ、まかせろ。うちの娘に嚙み付いた駄犬は地獄でしっかりと躾しつけてもらわないとな」

　両手で剣を握り、一振りする。

　それだけで草原が裂け、土が剝むき出しになった。ライエルの剣の威力を、十二分に思い知らせるに足る一振りだ。

「ガ、ガルル──」

「ワゥ……キャウン」

　生き延びたコボルドは股の間に尻尾を挟み込み、怯おびえたように耳を後ろに倒していた。

　無論、そんな姿を見せた所で、ライエルが容赦するはずもなかった。

　咆ほう哮こうにも等しい雄お叫たけびを上げて斬り掛かり、まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよくに斬り倒し、叩き潰し、蹂じゆう躙りんしていく。




　その姿はまさに戦鬼。

　今の俺でも、かつての俺でもできない──『勇者』の豪快な戦いっぷりだった。




　それを見て俺はつくづく思い知る。あの高みに辿たどり着くために、俺もまだまだ鍛えねばならない。

　そのためには、自分だけの力では無理だ。

　俺は前世で暗殺術を極めてはいた。だがそれは俺が望んだ姿ではない。ライエルのあの姿こそ、俺がなりたかった戦士の姿だ。

　その近道はやはり、奴に師事する事から始まるのだろう。

　そこに考えが到り、ようやく俺は気を抜く事ができた。その直後、視界が真っ黒に染まっていく。

　傷はすでにマリアが治したはずなのだ。それなのに──？

「あ、ニコル。掛けた治癒魔法は基礎的なモノだから血液量まで回復させきれてないの。だから今はゆっくり休みなさい」

「な、んで……」

「強引に組織を再生させると、色々体に悪い事が起こる例もあるのよ。だから、できる限り自力で治ってもらうのよ」

　そこまで聞いた所で、俺の意識はぷつんと途切れた。







　目が覚めた時、俺は屋敷に運ばれていた。

　そばにはライエルがついていて、マリアの姿はなかった。

　そしてあの少女の姿も見当たらない。

「お、目が覚めたかい、ニコル」

「……パパ」

「マリアも、ああ見えて地味にスパルタなんだからなぁ。再リフレ生ツシユくらい掛けてやればいいのに」

　再生は欠損部位すら再生してしまう治癒魔法の最上級のものだ。

　これならば、失った血液すら補完する事ができる。

　だが以前からマリアは必要最小限の治癒の術を施し、自力での完治を推奨する傾向があった。

　これは治癒魔法を受け続けた結果、癒された部位とその周囲の部位になんらかのズレが生じて、逆に微妙な障害を残す可能性が、先人が積み重ねた結果から示唆されていたからだ。

「でも、ちゃんと治してくれたでしょ。悪くいっちゃダメだよ」

　マリアは決して、怪我人を見捨てたりしない。治せる傷は最後まできちんと治す。

　万全を期すために再生を控えているに過ぎない。

　それはもちろん、ライエルだってよく知っている。コイツが珍しくマリアについての愚痴をこぼしているのは、俺が──最愛の娘が怪我をしたからなのだ。

「ああ、それは知っているとも。別にママを責めていた訳じゃないよ」

「うん──そうだ、パパ。お願いがあるんだけど」

　この三年で、こいつ相手には充分効果的だと思い知った俺の必殺技、『上目遣い』でおねだりしてみる。

　案の定、効果は抜群。ライエルはあっさり乗ってきた。

「なにかな！　パパ、ニコルの言う事なら何でも聞いてあげるとも！」

　珍しく『お願い』をしてきた娘に、ライエルは無駄に張り切った答えを返す。勢い込んで乗り出してきたため、こちらが引いてしまったくらいである。

　俺は少々仰のけ反ぞりながらも、媚こびた態度を崩さず、言葉を繫つないだ。

「わたしに、剣を教えて？」

　その言葉を受け、ライエルはハトが豆鉄砲を食ったような顔をして見せたのだった。




　この身体に転生して身に付けた必殺技の一つ、『上目遣い』のままライエルを見つめる。

　そんな俺をライエルは困ったような表情で見下ろしていた。

「そのお願いは……聞けない」

「なぜ？　パパはわたしのお願い、聞いてくれないの？」

　ベッドの上で半身を起こした俺の頭に、ライエルの硬い手の平が乗せられる。

　その硬さは、日々のたゆまぬ修練の証でもある。

「ニコルはまだ小さい。体力もないだろう？　それに、身体も弱い。そんな状態じゃ、剣を学ぶのは難しいんだ」

　ライエルが言う通り、この身体は病弱で、体力も筋力もない。だからライエルは俺に剣を教えるのを躊躇ためらっていた。

　考えるまでもなく、その危惧は真っ当である。

　この身体では剣を持ち上げられるかすら怪しい。たとえ持ち上げられたとしても、振り続ける事はできないだろう。

　つまり今の俺は、剣術の入り口に立つ資格すらなかったのである。

「どうしても、ダメ？」

「う……どのみち身体ができていない状態じゃ、剣を教える事はできないよ。そうだね、五歳くらいになれば手足も伸びて剣を振れるようになるかもしれない。だからそれまで、ニコルは体力をしっかりつけておくんだ」

「あと二年……わかった！」

　俺としては一刻も早く、剣を学びたいところではあったが、焦って身体を壊しては元も子もない。

　コイツの言う通り、体力を付ける事を最優先に考えておいた方がいいだろう。

「あと、無茶な事をしたのは後でお説教だからね？　マリアは怒ると怖いんだぞ」

「ママ、おこってた？」

「それはもう。きっとこれまでにないくらいの雷が落ちるぞ」

「うへぇ」

　精一杯のしかめっ面でライエルはそう告げてくる。

　笑いながらも背筋が凍らんばかりのプレッシャーを放ってくるマリアの恐ろしさは、前世からよく知っている。

　ライエルと一緒に女風呂を覗きに行った時の怒り様は、ちょっと言葉にできないほどだった。

　ちなみにそのミッションは、別の仲間──コルティナの鉄壁の防御によって失敗していた。あの猫耳軍師め……いつか見てろよ。泣くまでモフってやる。

「今はミシェルちゃんの様子を見に行っているから、もう少ししたら戻ってくるよ」

「ミシェルちゃん？」

「ニコルが命懸けで守っていた女の子だよ。無茶をしたのはダメだけど、あの子を守ったのだけは褒めてあげよう」

　そういえばあの子とは自己紹介すらしていない。ミシェルちゃんと言うのか。

「傷痕とか……大丈夫？」

「ニコルの身体に傷跡を残すようなことは、マリアはしないよ」

「わたしじゃなくて、ミシェルちゃん」

「ああ、うん。大丈夫だよ。そのためにマリアがついているんだから」

　あの子も女の子だ。この歳にして体に傷跡が残るのは少し可哀想である。マリアの治癒魔法で完治できるのであれば、それに越した事はない。

　俺が安あん堵どの息を漏らした時、部屋の扉が控えめにノックされた。細く開いた隙間から、マリアが顔を覗かせる。

「あら、ニコルはもう目を覚ましたのね」

「うん。傷を治してくれて、ありがとう」

「キチンとお礼を言えたのは褒めてあげる。調子はどう？」

「大丈夫、ぜんぜん痛い所、ないよ」

　両手を持ち上げ、ガッツポーズをしてみせる。なかば食い千切られていた左肩も、問題なく動く。さすがはマリアの神聖魔法だ。

「そう、よかった。じゃあ遠慮なくお説教できるわね？」

　ニッコリと、素晴らしい笑顔を浮かべながらそう尋ねてくるマリア。言葉は疑問形だが、有無を言わさぬ迫力がある。

　俺は彼女に、コクコクと頷うなずいて返すしかできなかったのである。
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　あれから数日。俺もミシェルちゃんも、傷跡一つなく快復していた。

　お互いに無事を喜び合い、改めて自己紹介をして握手する。俺がこの身体になって、初めて得た友達の誕生だ。

　だがそれから、彼女と遊あそび呆ほうけるという訳にもいかなかった。俺たちはお互いに三歳。つまり洗礼の儀が待ち受けていたのである。

　無論村中の子供が受ける儀式である。大仰な準備などは一切必要ない。それでも、子供の晴れの舞台とあって、多少は着飾る風習があった。

「というわけで、ニコルはこっちのドレスが似合うと思うのよ」

「いや、マリア。ニコルは身体が丈夫じゃないし、怪我が治ったばかりなんだ。あまり負担になる衣装はよくない。こっちのトーガ風の衣装の方が──」

「ダメよ、それじゃ手を挙げたら胸が見えちゃうじゃない」

「まだ子供だから気にする者なんていないだろう？」

「いや、わたしは普通にシャツとズボンで……」

「ダメ！」

　という風に、ほぼ連日にわたって衣装合わせが行われたのである。子供にとっては遊べない方がストレスになると思うのだが、親たちの暴走は止まらない。

　俺としても一刻も早く体を鍛えたいところなのに、こうして拘束されている。

　そんな日が数日間も続き、ようやく洗礼の儀がやってきたのだ。




　洗礼の儀とは、地元の教会を訪れ、そこで識別のための魔法陣に乗り、それぞれが持つギフトを認識するのだ。

　一応プライバシーの問題もあるので、識別されたギフトは本人にしかわからないようになっている。だが識別されるのは基本三歳児である。ギフトを認識した子供は嬉き々きとして親にその内容を報告するのが常であった。

　近場の教会で最も偉い神官が、三歳になった成長を寿ことほぎ、これからの人生に訓辞を垂れる。

　この村の教会では、一番偉いのはマリアであるため、彼女がその訓辞を述べていた。俺は村の子供たちと一緒に、教会前の広場でその話を聞いていたのである。

「それではこちらの魔法陣に。そこであなた方に神の祝福あれば、それを認識する事ができるはずです」

　ギフトはせいぜい百人に一人くらいしか持って生まれない。この村の子供の数では、せいぜい一人出ればいい方だろう。それでもこの儀式が続いているのは、子供の才能を伸ばすため、そして権力者が有用な能力者を確保するためである。

　一人ずつその上に連れて行かれる。この年の子供は、全部で五人程度しかいなかった。その数ではギフト持ちが発見される可能性はほとんどない。

　案の定、最初と次でギフトを持っている子供はいなかったようだ。

　そして残るは俺の番──いや、俺とミシェルちゃんの番である。

　結局俺の衣装はマリアが押し切って、リボンとフリル多めのドレスである。これでまた、レイドと名乗り出る事ができない理由が増えてしまった。

　バサバサと裾を蹴けり立たてて魔法陣の上に乗る。

　生前の俺のギフトは操糸と隠おん密みつである。このギフトが受け継がれているかはまだ分からないが、人の目を搔かい潜くぐるのは相変わらず得意だった。

　それに生後半年の辺りで魔力を感知できた訳だし、魔法の素質があってもおかしくない。

　最後に俺が魔法陣に入った段階で、マリアが魔法を起動させる。

　それに反応するかのように、俺の脳裏には三つの単語が浮かんできた。




　つまり──操糸、隠密、干渉系魔法である。




　この世界ではいくつかの魔法系統が存在する。

　マクスウェルが使う四大属性を含む属性系の魔法、マリアが使う信仰心を元にした神聖魔法。

　他にも死者を操作する霊属性魔法や、俺が死んだあの日に神父が使っていた、魔神などを傅かしずかせる召喚系の魔法などもある。

　俺の持っていた干渉系魔法は主に物質に干渉する魔法である。

　短期的に武器の威力を強化したり、鎧よろいを多少硬くする程度の事ができる魔法である。

　無論、魔法というだけあって、極めれば常識を蹴り飛ばすほど恐ろしい効果を持つものもあるが、その領域に到達できるのは、この魔法の素質以外にも魔法行使の才能を持つ者だけだ。

　俺は一般人よりはうまく魔法を使えるようだが、その領域に到達するにはかなりの修練を必要とする、という事だろう。

　生前と比べ、ギフトが一つ増えている訳だが……転生の際、あの神の言っていた『オマケ』というのが、この魔法の事なのだろうか？

　見ると、ミシェルちゃんも、目をキラキラさせて拳を握り締めていた。

「ミシェルちゃん、何か持ってた？」

「うん、射撃だって！」

　やはり、それを口に出す危険性は一切考慮せず、ミシェルはその言葉を口にした。

　そう言えば彼女は、あのコボルドに襲われた緊迫した場面でも、的確に石を敵に当てていた。あの正確さはギフトによるものもあるのだろう。

「それ、お父さんにも言っちゃダメだよ？」

「え、なんで？」

「だって射撃なんて能力、強すぎるもの」

　投石だけならまだいい。射撃という事は、何かを撃ち出すという行為の全てに影響してくるはずだ。つまり、投石はもちろん、弓や弩、果ては破城弩級バリスタまで効果が及ぶ事になる。

　超長距離から一方的に敵を攻撃……いや、蹂じゆう躙りんできる能力。そんなものが知られたら、国が放っておくはずがない。そうなれば彼女には、普通の子供時代は二度と訪れないだろう。

　幼少時から国が保護し、血を吐くほどの英才教育を施されることは間違いない。

　無論、いつまでも隠し通せるものではないだろうが、親元にいる時間は長い方が、彼女にとってもいいはずだ。

「そっか。じゃあナイショにする！」

「うん、わたしと約束」

「うん、やくそく！」

　俺とミシェルちゃんは指を絡めて約束する。三歳児の言う事だからまず当てにはならないが、いくらか時間は稼げるだろう。

　その間にマリアかライエルを動かして、彼女を保護させる事にしよう。







　その日の夕食時、俺はマリアたちに自分の能力ギフトを尋ねられた。

　前世のギフトを引き継いでいたこともあり、三つのギフトを抱えている俺は、ある意味では規格外の存在といえる。

　特にこの二人は俺の前世の事を知っている。

　操糸と隠密というギフトの組み合わせから、俺の正体を見抜く可能性は結構高い。だからこの二つに関しては、彼等に漏らす訳にはいかない。

　問題は干渉系魔法のギフトである。

　この魔法は結構素質を持つ者も多く、魔法系統の中ではありきたりの物だ。

　故に、これをライエルたちに漏らしても、大事には到らないだろう。むしろ彼等ならば俺を保護しつつ、最適な教育を施してくれると思われる。

「なぁ、ニコル。ギフトは何かあったか？」

「あなた、黙ってるって事は察してあげなさいよ！」

　珍しく鋭い声でマリアがライエルを咎とがめる。

　ギフトを得るという事自体が狭き門なのだ。しかも俺は英雄たちの娘とあって、周囲の期待は自然と大きくなる。

　だからこそ、マリアは俺がギフトを持たなかった場合も考えて、ライエルを咎めた。

「うん、干渉系魔法だって」

「え、ああ！　良かったじゃないか、ニコル」

「干渉系かぁ、私はあまり詳しくはないわね。マクスウェルなら詳しいんだけど」

「あいつは魔術学院の理事長になったらしいからな。ここまで来てくれるかどうか……」

「じゃあ、ニコルの方から出向いた方がいいかしら？」

「あの魔術オタクの元にか？　優秀な弟子だと思われたら、そのまま帰ってこられなくなるぞ」

　マクスウェルが記憶のままならば、確かに手放してくれそうにないかもしれない。

　だがそれよりも、今は話さないといけない事がある。

「それより、ミシェルちゃんなんだけど──」

「ん、あの子がどうかしたのか？」

「射撃のギフトを持ってたんだって。すごいよね」

　俺はできるだけ無邪気にそう告げてみた。

　彼女の両親なら権力者の申し出を断る事はできないだろう。だがこの二人が保護すれば、無理に両親から引き離そうとする者はいないはずだ。

　俺たち六人は、ただ一人でも一軍に匹敵する戦力を持っているのだから。

「射撃……それは凄いな」

「遠距離から一方的に攻撃できるスキルね。知られたら貴族たちが黙っていないわ」

「ああ。あの歳で親元から引き離すのは、あまりにも可哀想だな」

「どうします、あなた。隠しますか？」

「……そうだな。だがいつかは知られる。それまでに自分の身は自分で守れるようにしてやりたい」

「じゃあ……」

「ああ、ニコルも剣を教えてくれと言っていた事だし、彼女もいっしょに鍛えてやろう」

「そうね、それはいいかもしれないわね」

　俺とミシェルちゃんが仲がいいのは、マリアも知っている。一人で修行するより、仲間がいる方が心強いと感じたのだろう。

　こうして俺は、ライエルの指導の元、基礎体力修練を始める事になったのだった。







　ギフトを調べる洗礼の儀から二年の月日が経った。

　その間、ミシェルちゃんはライエルの庇ひ護ごの元、体力錬成に精を出していた。

　俺も成長し、相応に髪も伸びてきた。運動するには背中まで伸ばした髪が少々邪魔になるが、これは適宜フィニアがまとめてくれるので、多少不便ではあるが問題はない。

　いかに有用なギフト持ちといえど、救世の英雄に盾突いてまで手を出そうとする貴族はいなかったため、比較的平穏な日々が過ぎていった。

　俺も彼女という友を得た事で、修練に張り合いが出たのか、順調に成果を上げる事ができた。

　そうして二年。ようやく俺は五歳になり、ライエルから剣を学ぶ時期が来たのだった。

　屋敷の裏庭で俺とミシェルちゃん、そして村の子供数人が模擬剣を構えて立っている。

　俺に剣を教えるついでという事で、ライエルが剣術教室を開くことにしたのだ。

　無論、俺も動きやすい格好で参加していた。ようやくスカートから解放された瞬間である。

「いいか。まずは剣を構える事、それを続けることが大事だ。戦士の役目は敵を打ち倒す事じゃない、敵を押さえ続ける事こそ、求められている役割だ」

　ライエルの講釈を聞きながら、子供たちが剣を構える。

　俺も、それに続くべく剣を持ち上げようと──。

「ふぬ──ぐぬぬぬぬぅぅぅぅ……！」

　俺の手にあるのは、希望通りの両手剣。ただし子供向けの小さな物だ。剣身の長さは一般的な片手剣程度。だが柄を長めに作って両手剣を模した物である。

　重量もそれに相応して、実際の剣よりは軽い……はずなのだが。

「ニコルには少し重かったかな？」

「そんなこと、ない──し！」

　あれだけ身体を鍛えたにもかかわらず、俺の筋力はほどんど上昇していなかったのだ。

　持久力はそれなりに伸びているため、全く無駄という訳ではないが……この身体はやはりライエルよりもマリアに似ているのだろう。

　それでも俺は弱音を吐かない。かつてのライバルの前で泣き言を漏らすわけにはいかないのだ。ブルブルと震える腕を力尽くで抑え込み、ゆっくりと剣を持ち上げる。

「ど、どう──だ！」

「おー、すごいすごい。ニコルは根性があるなぁ」

「ふふーん」

　胸を張って勝ち誇りたいところではあるが、気を抜くとそのまま前に突っ伏してしまいそうである。

　ちなみに同じサイズの剣を、ミシェルちゃんは軽々と持ち上げていた。

「それじゃ、まずは基本の素振りだ。余計な事は考えず、真っ直ぐ振り上げてそのまま振り下ろしてみよう」

　これは、振り下ろしという素振りの基礎である。どこを斬るという意識を持って振るのではなく、ただ大きく振りかぶり、そして大きく振り下ろす。この過程において、剣を振るための筋力を鍛えるのである。

　子供たちは初めて手にする剣──模擬剣だが──を嬉き々きとして振り始める。

　それを見て、俺も模擬剣を振り上げ……そのまま背後にひっくり返った。

「おっふぉ!?」

　ひっくり返った拍子に後頭部を強打し、頭を抱えて転がりまくる。それを見て、周囲の子供たちは指差して笑いやがった。今に見てろよ、このクソガキども。

「ニコルちゃん、大丈夫？」

「う、うん。だいじょぶ」

　自分の素振りを中断して、駆け寄って来るミシェルちゃん。いい子だな。さすが今世の我が友第一号。

　取りあえず無事を主張するために立ち上がり、再び剣を持って構えを取る。それを見て安心したのか、ミシェルちゃんも自分の鍛錬に戻っていった。

「ニコル、無理はするんじゃないぞ？　身体が丈夫な方じゃないんだから」

「だ、大丈夫だし！」

　乳児時代になかば拒食症に陥っていた影響か、俺の体力は非常に低いまま育ってしまった。

　それがここに来て、鍛錬に響いているようだ。

　しかし、勇者を目指すという目標がある以上、ここで挫折する訳にはいかない。まだ早過ぎる。そんな決意はあれど、やはり筋力はついてこない。

　持ち上げるまでは何とかできるのだが、頭の後ろに剣を持っていくと、そのまま後ろに引っ張られてしまうのだ。

　そのままだとひっくり返ってしまうので、今度は体重を思いっきり前に掛ける。すると背負った剣が俺の背に圧し掛かり、そのまま押し潰されてしまった。

「ぐえぇ」

「ニコルはやっぱりこっちの軽い剣の方が──」

　まるで馬車に轢ひかれたカエルのような格好でもがく俺に、ライエルが憐れん憫びんを込めた言葉を掛ける。

　ヤメロ、お前にだけは憐あわれまれたくないんだ。

「こ、これでいいし……」

「いや、しかしな」

「これでいいし！」

　なかば意地になって俺はそう叫び、立ち上がった。

　そして剣を振りかぶり、渾こん身しんの力をもって振り下ろす。すると腕が、まるで空気のように軽くなったのだ。

「うひょあ!?」

　同時に珍妙な悲鳴が聞こえる。見るとライエルの背後の地面に模擬剣が突き立っていた。

　いや彼の顔すれすれを剣が飛び、その背後にある地面に突き刺さったのだ。そして俺の手の中からは、剣が消えていた。

「ニコル。やっぱり軽い剣にしなさい」

「でも」

「しなさい。いいね？」

「……はい」

　いつになく真剣な表情のライエルに諭され、俺は渋々ショートソードサイズの模擬剣に持ち替えたのであった。




　休憩などを挟みながら二時間ほどの鍛錬を終えて、その日は解散になった。

　短いと思えるかもしれないが、子供の体力と集中力では、これ以上長時間鍛えるのは危険なのだ。模擬剣とはいえ、扱っているのは武器である。集中力を欠き、遊び半分になってしまうと事故が起きかねない。

　修練を終え、俺は使用人のフィニアと汗を流すために風呂に入っていた。さすがに慣れてきたとはいえ、年頃の美少女と一緒に風呂に入るのは少々気恥ずかしい。だからといって、幼い子供だけで風呂に入れるのは危険だ。

　なんとかマリアと一緒に入るのは避けられたが、その代償というか、代わりにフィニアと一緒に入らないといけなくなったのである。

　ちなみにライエルも立候補してきたが、これは無慈悲に一蹴しておいた。




　手早く俺の髪を結い上げて、タオルに石せつ鹼けんを塗り付けてからやさしく俺の手足を擦り出す。

　二時間ひたすら剣を振り続けた俺の腕は、それだけでびくびくと痙けい攣れんするほど疲弊していた。

「ニコルお嬢様、さすがに剣の修行はまだ早いのでは？」

「でも五歳から見てくれるって、ライ──パパが言ったもの」

　子供らしくしたっ足らずな口調を演じながら、俺はそう反論した。

　剣を覚えるのは俺の野望の一つである。

　いずれはライエルのように剣を雄々しく構える勇者に──は、さすがに無理があるか。でもこの鍛錬も、無駄にはならないはずである。

「失礼ですが、ニコル様は剣より魔法の方に適性があるのではないでしょうか？　ギフトもそちら向きですし」

　確かに俺の適性は、俺の望みと違って魔術師向きだ。

　それは俺も嫌という程理解している。なので俺は、会話を逸らす事にした。

　そもそも、彼女には聞いてみたい事がいくつかある。この機会に尋ねてみるのもいいだろう。

「でもやらずに諦めるよりは、挑戦してから諦めた方がいいでしょ？　それより、フィニアはどうしてウチに来たの？」

「お屋敷に、ですか？」

　彼女は俺が幼い時期からこの屋敷に出入りしている。

　しかも、給金を受けているようには見えないのだ。お人好しのライエルや聖女の名に恥じない人格者のマリアが、他人をタダ働きさせるようには思えない。

　彼女の存在が、俺にとって謎の一つである。

「そうですね。私はライエル様とマリア様に負い目があるのですよ」

「負い目？」

「はい。私はあの方々の戦友を死なせてしまったのです」

　その話は俺も初耳である。いや、思い当たる節はある。戦友とは俺の事だろう。

　十五年前の段階で、ライエルは冒険者を廃業し村の衛え士じに身をやつしている。そしてマリアも一神官として教会を助ける片手間に、教育塾を開いて子供に読み書きを教える程度の仕事しかしていない。

　つまり解散以降、彼等に戦友と呼べる存在はいないはず。

「はい、あれはもう十五年前になるでしょうか……」

　語り始めたフィニアの言葉を聞いて、やはりと確信を深める。

　十五年前。つまり俺が死んだ時期である。

「私のいた孤児院は国の補助を受けていました。ですが、管理していた神父はその立場を利用して、魔神の召喚を企んだのです」

「へ、へぇ……」

　確信が嫌な予感に変化していく。それは俺が死んだ事件で間違いない。つまり、フィニアはあの事件にかかわっていた子供の一人という事になる。

　見た目は十代半ばから後半のフィニアだが、これはエルフの特性によるものだ。

　エルフは十五歳まで人間と同じように成長し、そこからゆっくりと年を取り二十歳くらいで成長を止める。そしてそのまま、五百年を超える年月を生きるのである。

　つまり十代半ば過ぎに見えるフィニアは、あの事件の頃五歳くらいだった事になる。

「神父の目論見は成功し、魔神の召喚は成功してしまいました。私たちは現れた魔神と殺された仲間に怯え、震え、逃げる事もできずに腰を抜かしていたのです」

「いや……」

「怖がらなくて大丈夫ですよ。その魔神はすでに倒されてますから」

　いや、それは違う、と言おうとしたのだが……フィニアは俺が怖がったと判断したようだ。

　あの時、子供たちが腰を抜かしたのは、単に魔神の威圧という能力を受けたからである。あの状況で平然と動けたのは、英雄と呼ばれるまでに実力をつけた俺と、その仲間だったコルティナだけだ。むしろ戦闘が終わった直後に俺に取とり縋すがったあの少女の方が異常である。

「ん……？」

　そこで俺の過去の記憶がフラッシュバックした。俺に取り縋り、泣きながら傷を塞ごうとした少女の顔と、フィニアの顔が重なっていく。

　そのフィニアが俺を背後からやさしく抱きしめた。

「偶然なのですが、その時レイド様が訪れていらしてたんですよ」

「レイド──」

　まごう事なき前世の俺だ。やはりフィニアはあの時の少女で間違いない。

「彼は魔神にただ一人で立ち向かい、仲間のコルティナ様を逃がして、他の仲間を呼ぶように指示したんです」

「へ、へぇ」

「一緒に逃げる事もできたのに、私たちを見捨てる事もできたのに、彼は一人魔神に立ち向かったのです。その姿は邪竜を倒した英雄に相応ふさわしいお姿でした」

　あの時はあれが唯一の選択肢だったといってもいいのだ。だから彼女の羨望は見当違いだ。運良く俺一人で倒せはしたが、実際はコルティナと二人で掛かってもせいぜい三割の勝率があるかどうかだった。

　そして俺たちが負けたら、その場にいた子供は皆殺しになる。それどころか、突如現れた魔神に不意を突かれる形になるため、ライエルやガドルスですら倒されていたかもしれない。

　だから誰かが足止めしつつ、態勢を整えて迎撃する必要があったのだ。

「レイド様は逃げ遅れた私たちを守るために、命を賭して戦ってくれました。そして魔神と相打ちになって命を落としたのです」

[image: ]

　微妙に違う、と主張したいがそれはできなかった。

　ましてや、背後から裸で抱きついてきた少女に『実は俺がそのレイドなんだ。てへ』などと言えるものか。

「私たちが速やかにあの場から逃げていれば、レイド様も生き延びる事ができたでしょう。だから、レイド様の死は私たちのせいでもあるんです。そしてそれは、ライエル様のご友人の死でもあります」

「いや、それは……」

「これが私の、ライエル様への負い目なんです。だから私は、あの方々に命を懸けてお仕えする覚悟でここにいるのです。でも全然到りませんけど」

　背後で彼女が、チロリと舌を出した気配がした。

　ベビーシッターとして未熟な彼女ではあるが、それだって俺が異常な行動力を発揮しているからであって、別段彼女に手落ちがあるわけではない。

　しかも彼女の決意の原因は前世の俺である。正直心が痛い。

「でも、それでも──お給料もらわないのは違うと思う」

「ニコル様はお優しいですね。ですがこれは私のケジメ。贖しよく罪ざいで禄ろくを頂くわけにはいきません。マリア様などは事あるごとにお手当を渡そうとしてくれるのですが……」

　申し訳なさそうに、そう呟つぶやくフィニア。これはダメだ。なおさら彼女にも俺の正体を知られるわけにはいかない。

　今、俺の顔は羞恥で真っ赤に染まっているはずだ。

「で、でも……その時一緒だった他の子たちは普通に生活しているんでしょ？」

「……確かに、私だけがレイド様に深く思い入れている事は否定できませんね」

「ひょっとして、すきだった？」

　なかば茶化すように、俺はそう尋ねてみた。この重い空気を誤魔化す意図もあった。だが……。

「そう……かもしれませんね」

　返って来たのは、予想外にも肯定の言葉だったのだ。




　フィニアの告白から数日が過ぎた。

　俺としても、美しく成長した少女に好意を寄せられるというのは、悪い気はしない。だが、それもこんな体でなければ、という前提での話だ。

　正直言って、今の俺はフィニアよりも遥はるかに愛らしい。

　青銀の髪と色違いの瞳は神秘的な雰囲気すら醸し出し、乳児時代の拒食症によって育まれた（？）虚弱体質は、触れれば壊れそうなほど儚はかなく可か憐れんな雰囲気を纏まとわせている。

　細く華きや奢しやな手足は庇ひ護ご欲を刺激し、マリア似の風貌は将来性を窺うかがわせた。

　転生前の俺は髪も風貌も平々凡々とした男だったので、今の姿は微妙な優越感と困惑を俺にもたらすのだ。

　そんな俺が彼女の理想であるレイドだと知られるのも、一ひと悶もん着ちやく起きそうな事実である。こうして真実を知られてはならない存在が、また一人増えた事になる。

　そして微妙にフィニアの視線を気にしながら生活していたある日、その異変は起こった。




「………………」

　その日、帰宅したライエルは不機嫌極まっていた。

　俺やマリアが声をかければ愛想よく返すのだが、すぐに眉間に皺しわを寄せて黙り込んでしまう。

　その状況は食事の時間に入っても続き、俺の食事の世話をするフィニアなどはおろおろと狼ろう狽ばいするばかりになってしまっている。

　前世で知っていたライエルはその人当たりの良さと性格の穏和さから、このような表情を見せる事はほとんどなかった。少なくとも、生まれ変わってからのライエルも、こんな態度を見せた事は一度もない。

　俺がどれだけ邪険に扱っても、ニコニコと笑っているか、悲しそうに落ち込んだりする程度だった。

　それが明らかに不機嫌さを隠そうともしていない。その状況を見かねたのか、マリアがライエルに声をかけた。

「あなた。きょうはどうしたの？　すごく機嫌が悪そうだけど……」

「ん？　ああ……顔に出ていたかな？」

「ええ、とっても」

「すまないな。少し不愉快な案件が持ち上がったもので……いや、君たちも他人事じゃないか」

「え？」

　君たちという事は、マリアだけじゃなく俺も含んでいるのか。家族ぐるみの問題が持ち上がったという事だろうか？

　そんな考察をしている間にも、ライエルは言葉を続けていった。

「今日、王都の方から連絡があってね」

「王都から？　となるとエリオット王子からかしら？」

「ああ。でも彼も戴冠して今は王様だからね。きちんと陛下って呼んであげないと」

「そうだったわね」

「そのエリオット王も今年で二十歳だ。そろそろ王妃の問題も持ち上がってきていてね」

　俺が死んだ時、エリオット王子はまだまだ子供だったはずだ。それがもう二十歳と聞くと、なんだか感慨深いものがあるな。

　しかし王妃か。確かにこの荒廃した王国において、国王の後継者というのは大きな意味を持つ。

「その王妃の第一候補にね」

「うん」

「ニコルが選ばれたらしいんだ」

「ブッフォ!?」

　俺は会話が分からないふりをしてスープを啜すすっていたが、そこに唐突に名前が飛び出して来て思わず吹き出してしまった。

　王妃候補？　俺が？

「正気？」

「だよね。俺も最初話を聞いた時は、正気を疑ったよ」

　俺の刺々しい感想と似たような気分を、ライエルも味わっていたらしい。

　無論反論したらしいが、だがその返答は悲しいかぎりだった。

「ひと月くらい前に、一度ニコルの肖像画をお見せしたことがあったんだけど、その時すごく気に入られてね」

「おーさま、よーじょがしゅみなの？」

「いや、そこじゃなく……ニコルの目がね。その色違いの神秘的な目がお気に召したらしいんだ」

　それを聞いてマリアはさもありなんとばかりに頷うなずいている。

　確かにそういった『人にない特徴』に憧れる気持ちは理解できる。大体十四歳くらいによく罹り患かんする心の病でもある。

「歳もニコルと十五歳差だから、少し離れているけど離れ過ぎってほどじゃない。十年もすれば適齢と言ってもいい、だってさ」

「それはふざけた話ねぇ」

「だよねぇ」

　気のせいか、マリアの言葉遣いも怪しい感じに荒れてきている。これは波乱の予感しかしない。

「俺たちから天使を取り上げようだなんて……国、滅ぼそっかな？」

「それもいいわね」

「いやいや、よくないですから！　正気に戻ってくださいよ、ライエル様!?」

　物騒な事をボソリと呟く二人の間に、慌てて割って入るフィニア。

　がんばれ、この二人は俺の事になると見境がなくなるんだ。君の良心だけが頼りだ。

「でもフィニア。ニコルを取り上げられたら、君もニコルと離れ離れになっちゃうんだよ？」

「うっ、で、でも……」

「確かにニコルは貴族位は継いでいないけど、俺たちの功績が功績だからね。反対する貴族もかなり少なかったらしい」

「ニコルを取り込めば、私たちとのパイプを強固なモノにできるという考えもあるのでしょうね」

　確かに救世の英雄二人の娘を妻に迎えるとなれば、反対する貴族は少ないだろう。

　なにせライエルは元より、マリアですら単独で一軍に匹敵する力を持つ英雄である。

　その娘である俺にかかる期待はもちろん、親である彼等と縁戚関係を結べるという事実が破格の価値を持つ。

「それにそれだけじゃないんだ。他にも問題はあってね」

「というと？」

「ミシェルちゃんだよ。彼女のギフトも嗅ぎつけられてた。つまりニコルの侍女として召し抱えると申し出てきたよ」

「それは……」

　マリアが珍しく口籠る。

　この申し出はミシェルからすれば破格の出世といえる。彼女は優秀なギフトを持っているとはいえ、しょせんは一般市民。それが王妃の侍女に召し抱えられるなど、ありえない話だ。

　無論これは建前で、やがては射撃のギフトに目を付けられ、使い勝手のいい兵士にされるか、王族の護衛にという魂胆は透けて見える。

　それでもこの辺境の村で、村娘として人生を終えるよりは遥かにいい。だがそれは危険と隣り合わせの人生になる。

「このままだとあの子は兵士として召集される。それを考えると、この申し出は悪くない。だけどそれは、ニコルを手放す事に繫つながる」

「宮廷の権力闘争に利用されること請け合いね」

「まず間違いなくそうなるよ」

「私は反対ね」

「俺も反対だね」

　二人の意見が一致したところで、揃そろって眉間に皺を寄せた。本来穏やかなはずの夕食の場が、一気に冷え切った瞬間だった。




　二人共、食事そっちのけでしかめっ面をしている。なかなかいいアイデアが浮かばないというところだろうか。

　当事者である俺にしても、他人事を気取っている場合じゃない。

「そうね。いっそ国外に出しちゃおうかしら」

「国外へ？」

「そう。幸いと言っていいか、ニコルには干渉系魔法の才能があるでしょ？　そして私たちには、魔法の教育に関しては最高な人材が知人にいる」

「マクスウェルとコルティナかい？」

「ええ」

「だがそれも、ニコルが俺たちの元から離れる事には違いないよ」

　マクスウェルは大陸西方にある大森林に囲まれたエルフの住まう国の重鎮だ。しかもそこで魔術学院を運営している。

　確かに世界において最高の魔法教育を受けられる場ではあるが、それはこの地から遥か遠い場所である。

　ここに屋敷を構え、村の警護を一手に引き受けているライエルは、自分の都合で簡単に離れる訳にはいかない。

　そしてそれは、マリアとて同じである。

「それに本人の意思も確認しないといけないわね」

「そうだな。ニコルはどうだい？　魔法を習いにマクスウェルの所に行ってみるかい？」

「それは……」

　俺としても、魔法を使えるようになるというのは理想の一つである。

　俺の第一志望は剣士であり、第二志望は魔法剣士なのだ。

　残念ながら、この身体では剣術一本で一流になるのは難しそうだ。だが魔法で非力さを補えれば、剣士としての立身出世も夢ではない。魔力を剣に纏まとわせる戦法も存在はしている。

　そしてその魔法の最高峰がマクスウェルであり、そこで講師をやっているコルティナだ。彼女は魔術師としては一流半といったところなのだが、その思考速度と術式応用の広さが半端ない。そしてマクスウェルは言わずと知れた世界最高の魔術師。

　この二人に師事できるのなら、いくら出しても構わないとまで言う魔術師も多いだろう。俺は、それが可能なコネを持っているのだ。




　だが即答はできない。

　今の俺は間違いなく五歳児なのだ。そんな俺が親元を離れるという判断を即決してしまっては、怪しまれる事は避けられない。

「んー？」

　という訳で、分からないという風に小首を傾げて悩んでみせた。

　それを見て、ライエルは目にもとまらぬ速さで俺の元に駆け寄り、ヒゲの伸びた頰ほおを擦り付けてくる。

「ぎゃー！」

「ああ、やっぱりニコルを手放すなんて考えられない！　ずっとパパが守ってあげるからね！」

「あなただけずるいですよ？」

　反対側からマリアも俺に抱きついてくる。

　マリアはともかく、ライエルの頰擦りなど気色悪いとしか言いようがない。

　俺は思わず身体を硬直させて、鳥肌を立ててしまった。

「はーなーせー！」

「ははは、いやだね！」

「ふぬうぅぅぅぅ!?」

　全力でライエルを押し返しにかかるが、基礎体力がまさに竜と赤ん坊である。

　俺の抵抗むなしく、思う存分ぞりぞりと頰擦りされてしまったのだ。

「もう！　いく！　まくすうぇるの所に！」

「え、なんで！」

「ほら、あなたが無茶するからニコルが怒っちゃったじゃない」

「俺のせい!?」

　こうして俺は、マクスウェルの元へ魔法修行に行くことが決まったのである。もっとも、ラウムの魔術学院に入学するには早くても七歳から。あと二年の月日が必要である。

　それくらいならば王室の要求を凌しのげると、ライエルは見たのだろう。




　だが、俺の修行が決まっても、ミシェルちゃんの都合もある。

　そこで俺は翌日、ミシェルちゃんの元を訪れ、修行に付き合わないか誘ってみたのだ。

　彼女の両親に関してはライエルとマリアが説得に当たっている。

　そして彼女を説得するのは俺の役割だ。今、俺はミシェルちゃんの部屋で差し向かいで説得工作に勤いそしんでいた。

「ね？　一緒にラウム王国に行かない？」

「ラウムってエルフのいる国だよね？　ニコルちゃんはそこに行くの？」

「うん。魔法を勉強しに行くの」

　無論、俺一人で留学できるはずもない。念のため、保護者としてフィニアがついて来る事になっている。

　そしてラウムには、冒険者を育成する学園もあった。彼女はそこで射撃術に関する基礎を叩たたき込んでもらえばいい。

　彼女も、この国に居続けは、あまりよい事が起きそうにない人材なのだから。

「でもパパとママが一緒に来れないし……」

「ラウムには寮があるよ。そこでわたしやフィニアと一緒に暮らせるし」

「うーん、でも……」

　やはりこれが真っ当な五歳児の反応なのだろう。ミシェルちゃんはかなり渋ってみせた。

　だが俺としてもここは引く訳にはいかない。俺が留学する事はほぼ確定事項。そして留学から帰ってきたら彼女が徴兵されていた、なんて事態も十分に考えられるからだ。

　彼女は今世で初めての友達。そんな最悪の事態は、是が非でも避けたい。

「でも……でもぉ……」

　決断する事ができず、次第に涙目になるミシェルちゃん。彼女は戦闘系のギフトを持っているわりに、非常に気が弱い面がある。

　この性格がある限り、彼女が実戦に出るのは心配でしかないのだ。

「引き受けなさい、ミシェル」

　そこへ男の太い声が割り込んできた。

　子供部屋の入り口から、ミシェルの父親が顔を出していたのだ。

「え、でも……」

「だいじょうぶなんですか？　彼女一人で」

「うむ。ミシェルの留学に関して、ライエル様から強く要請されてね。それに子供一人では無理があるという事なので、私たちも一緒に行くことになったよ」

「ほんと!?」

　パッと顔を綻ばせるミシェルちゃんだが、それは経済的にかなり思い切った決断のはずだ。

　俺が心配そうにしているのに気付いたのか、父親は俺に向かって、ニカリと笑ってみせる。

「ライエル様から経済的な支援を受ける事になってね。ニコルちゃんの面倒も見る事になったよ」

「フランコさんは猟師だから、森があれば生きていけるのよ」

　ミシェルの父親、フランコの背後からマリアが顔を出して補足する。そういえば彼は狩りで生計を立てていたはずだ。森に囲まれたエルフの国ならば、その腕を存分に振えるだろう。

　両親と共に旅立てるとあって、ミシェルちゃんは一気に喜色満面となった。

　無論すぐに旅立つ訳ではない。二年かけてじっくりと基礎を学ばねばならない。

　それでも、彼女は自分の意思で未来を選び取った事に違いはなかったのだ。




　未来への展望はとりあえず整った。

　二年後にラウム王国の魔術学院入学を目指して、勉強する事になったのだ。

　俺は干渉系魔法というギフトを持っている。

　これは武器や道具などの性能に一時的に干渉する事で、その攻撃力や防御力を強化する、いわゆるサポート系の魔法である。

　決して強い攻撃力がある訳でもなく、また強化した魔法の効果も短ければ数分、長くても一日程度のため、永続性はない。

　少し魔法を齧かじった程度の術者でも使える、簡単な取り回しの良い魔法。それが干渉系魔法である。

「だからといって、侮れたモノじゃないわよ。紙一重の戦いになればこの魔法の効果が生死を分ける事もあるし、高レベルになればなるほど、とんでもない効果を生むのがこの魔法のいい所なんだから」

　教壇に立ったマリアが、胸を張ってそう説明した。

　ここは俺の──というかライエルの屋敷の一室で、ここで俺たちは魔法について学んでいくことになった。

　俺と同じように学院入学を目指すミシェルちゃんも、ここで魔法の基礎知識を勉強する事になっている。

　彼女が入学するのは魔術学院ではなく、冒険者基礎技術学院というまた別の系統の学院なのだが、理事長は魔術学院と同じくマクスウェルの爺じいさんである。

「そーなの？」

「ミシェルちゃんは特に恩恵が大きいんじゃないかしらね？　ニコルがミシェルちゃんの弓を強化して、ミシェルちゃんが敵を倒すなんてコンビネーションもできるようになるのよ」

「それ、すごい！　わたし、ニコルちゃんと一緒にやる！」

　ブンと腕を振り上げ、元気よくそう宣言してみせるミシェルちゃんだが、それは俺が干渉系魔法を使いこなせるようになることが大前提である。

　俺は今まで、魔力を感知する事はできているのだが、それを魔法として効果を発揮させられる段階には到っていないのだ。

「でもママ──」

「先生と呼びなさい、ニコル」

　メッと俺の額を指でつついて、呼び方を訂正させる。

　こういう時の彼女の癖だ。妙に威厳を示そうとしたがる。

　後衛の治癒術師という立場もあり、基本的に守られる側である彼女にとって、率先して指導するという事は珍しい事なのだろう。

「せんせー、基礎能力を上げるだけしかできないなら、それほど劇的な効果は見込めないんじゃないですか？」

「いい点を突きますね、ニコルさん。ですが干渉と言っても千差万別。中には存在そのものに干渉する魔法だってあります」

「そんざいそのもの？」

「そう。例えば自分に干渉してモンスターに変身したりする魔法もあるのよ」

「もんすたー!?」

　わりと本気で驚いた。マクスウェルもそういう魔法系統は使っていたが、モンスターに変身する場面など見た事がない。

　だが、マリアはそれからさらに驚くべき言葉を口にした。

「もちろんよく知ってる生物じゃないと変身できないけどね」

「よく知ってる……」

　そうだ、よく知っている生物に変身できる。そして俺がこの世界でもっともよく知っている存在、それは……、

「レイドの姿に……変身できる？」

「レイド……？　ああ、フィニアから聞いたのね。お母さんの昔の仲間のこと」

「え、うん。そうそう」

　うっかり口に出してしまったが、その可能性は十分に存在する。

　女の身体になってしまったが、男の身体に戻るチャンスは残されていたのだ。

「その変身魔法、わたしも使いたい！」

「それは難しいわよー？　なにせ干渉系の最上位魔法だもの」

「でもやる！　あ、効果時間はどれくらいあるの？」

「そうね、変身は肉体にかかる負担が大きいから、逆に効果時間は長めだったらしいわ。一日持ったかしら？」

　一日も！　つまり一度レイドに戻れば、翌日までかけ直す必要がないという事じゃないか。

　実質、元の身体に戻ったも同然になる。

「はいはい。とにかく雑談はここまでよ。まずは体内の魔力を感じ取る訓練から始めましょう」

　パンパンと手を叩たたいて、マリアの話は魔法の基礎理論に戻っていく。

　だが俺はいまだ興奮冷めやらない。この身体では剣を振る事もままならない。だが、この立場を利用してライエルの剣技を学び、元の身体でそれを使えたら……俺は目指す高みに到達できるかもしれないのだ。

　その後、俺は魔力を感知する所まではできていたので、多少手間取った演技をした後、感知に成功したように見せてみた。

　そのコツを摑つかむ速さにマリアは目を瞠みはったが、もっと前からそんな感じがあった的な事を話しておくと、納得したような顔をして次のステップに進む事になった。

　ミシェルちゃんはまだ魔力を感知する事ができなかったので、とりあえずは俺だけ魔法の授業を先に進める事になった。




　翌日、マリアは屋敷の裏庭に出て、ミシェルちゃんに的である立て板に向かって矢を放つように命じてみせた。

　ミシェルちゃんも首を傾げながらも、マリアの指示に従う。

　真剣な表情で矢をつがえ、幼い彼女に合わせた小さめの狩猟弓を引き絞り……放つ。

　力不足ゆえにやや山なりに飛ひ翔しようした矢は、中央からややずれて的の左下に突き刺さった。

「へぇ、この歳でこの距離を当てるなんてすごいわね。さすが射撃のギフト持ちね」

「えへへぇ」

　マリアはミシェルちゃんの頭を一ひと撫なでした後、俺たちを引き連れて的の確認に向かった。

　的の左下に刺さった矢は、鏃やじりの半ばほどまでめり込んだ状態で止まっていた。これでは獣を狩るまではいかない威力だ。

「うー、やっぱり浅いね」

「まだ力がないから仕方ないわよ。むしろしっかり的に当てた事を誇ってもいいわ」

「そーだよ、ミシェルちゃんはすごい！」

　実際、彼女が矢を放った距離は的から十メートルは離れている。彼女のような初心者が、この距離の的に当てるというのは、意外とすごい事である。

　ましてや彼女の手にあるのは簡素な造りの子供用の弓なのだ。

「それじゃさっきの場所まで戻りましょう。ミシェルちゃんにはもう一回射てもらうわね？」

「あ、はい」

　元の場所まで戻り、再びミシェルちゃんが矢を放つ。ただし今度は、マリアが強エン化チヤ付ン与トの魔法を掛けてからだ。

　後衛でサポートを専門にやっていたマリアは、干渉系も多少心得ている。無論、その技量はマクスウェルには遠く及ばないが。

　矢は先程と同じような軌跡を描き、やはり的の左下辺りに命中した。ただし先程と違って、的の左半分が撃ち抜かれた衝撃で割れ飛んだ。

「お、おお!?」

「これは確かめに行く必要もないわね。ね？　干渉系も凄いでしょ？」

「う、うん」

「ニコルも魔法が使えるようになれば、これくらいできるようになるわよ」

　俺はテテテテッと的に駆け寄って、砕けた的を確認する。破片の中には木板を貫いた矢も残されており、その威力の高さが見て取れた。

　幼い彼女が放った矢が、木の板を撃ち抜いたのだ。干渉系魔法による威力強化が侮れない証拠でもある。

「すごい、ね」

　俺も生前は何度も強化付与を受けた事がある。元々熟練者としてパーティを組んだので、その当時の俺はすでに高威力の攻撃方法を持っていた。

　なので、その恩恵を実感する機会というのは、意外と少なかった。

「でしょ？　ニコルも頑張れば、すぐできるようになるわよ」

「うん」

「あ……消えた？」

　そこへミシェルちゃんの声が飛んできた。

　彼女は手に持った狩猟弓をしげしげと眺めている。おそらく強化魔法が切れた感覚を覚えたのだろう。

「強化付与は効果が有効な分、あまり長く持たないのよ。せいぜい数分ってところね。使う時は使いどころを考えないと」

「ふーん」

「威力の上昇も、初級の魔法ではせいぜいこの程度の木板を撃ち抜ける程度。金属製の鎧よろい相手では効果は薄いわ。それでも冒険初期の頃はとても役に立った魔法よ」

「うん、つかいみちありそう」

　木板を貫ける程度と言う事は、人体の皮膚を貫くには十分な威力を発揮できるという事だ。ピンポイントでこの魔法を使えれば、切り札として機能しうるだけのスペックを持っていると言える。

　先に話していた変身の魔法といい、実に俺好みの系統だった。




　結局その日は魔法の発動をこなす事はできなかった。

　どうも俺は魔法を使えなかった前世の記憶が足を引っ張って、発動を阻害している感がある。

　魔力を感じ取るまでは問題なく行けたのだが、その先が壁になっていた。魔力を放出しようとすると、何かにつっかえたように魔力の動きが止まり、霧散してしまう。

　そしてその間、ミシェルちゃんはひたすら矢を的に放つ訓練を積んでいた。その命中率は子供とは思えない位に高く、しかも素早い。

　とはいえ、あくまで初心者。子供にしては、という前提が付く程度だ。いずれ俺が彼女の弓に強化付与を施せるようになれば、実に心強いパートナーになる事だろう。

「ふへぇ……」

　訓練を終えて、俺は風呂で疲れを癒していた。

　屋敷の風呂はそれなりに広く作られており、しかもマッサージ用の寝台まで用意されているくらいだ。

　俺はそこに寝転んで、フィニアに恒例のマッサージをしてもらっている。

　正直言って、年頃の少女に全裸でマッサージさせるというのは、前世ではありえない状況なのだが、今の俺は同性である。

　使用人としてここにいるフィニアに遠慮する必要など欠片もないのだ。

「こうして、バレたらヤバい秘密がドンドン溜たまっていくのであった」

「え？　疲れ溜まってるんですか？　ニコル様はまだ幼いんですから、無茶しちゃダメですよ」

「いやいや、そうではなく」

　しかし詳しく説明する訳にはいかない。

　ぐんにょりと寝台に伸びきって、フィニアの細くしなやかな指で体中を揉もみ解ほぐしてもらう。温かい湯気に包まれて全身を脱力させ、滑らかな指でマッサージを受ける。なんという至福か。

「ですが本当に良かったのですか？」

「んー、なにがぁ？」

「ラウムへ行く事です。ニコル様は二年後でもまだ七歳ですよ」

「でもフィニアも付いてきてくれるんでしょ」

「ご両親と離れて寂しくないんですか？」

「まー、そりゃぁ、ねぇ」

　俺とて、ライエルにライバル心を持ってはいるが、別に嫌っている訳じゃない。マリアに到っては受けた恩の方が多いくらいだ。隠し事があるとはいえ、そんな相手と一緒に暮らして嫌な気がするはずもない。

　その二人と離れるのに、多少なりとも悲しみを感じるのは、仕方ないことだろう。

　だが、元々は道を違えていた仲間だ。別れることに関しては、すでに覚悟ができている。

　問題はそれを七歳児が納得できるかというところではある。その辺りの口実を用意しておかねば、怪しまれるだろう。

「でも行かないとママとパパから引き離されちゃうんでしょ。休みになったら戻ってくればいい訳だし」

「そう、ですね。確かに王宮に行ってしまえば、簡単に会えなくなっちゃいますものね」

「どっちがより会う時間を確保できるかと考えたら、ラウムに行く方がいいじゃない？　だからそっちを選んだの」

「……ニコル様、時折難しい言葉使いますね？」

「そ、そんなことないよぉ？　ママの授業でいっぱい勉強したからかも」

　勉強したばかりの単語を使ったと言い訳すると、渋々ながらも納得してくれたようだ。

「ム……」

「ん、どうかした？」

　俺の背中をマッサージしていたフィニアが、妙に神妙な声を上げた。

　背中を上下に、何度も繰り返し指を這はわせる。

　少々くすぐったい。

「ニコル様、少し筋肉がつきました？」

「ほんと!?」

「私としてはフニフニ感が減って少し残念です」

「フィニア、最近本音がダダ漏れ」

　剣も魔法も、イマイチ進歩がみられなかっただけに、筋肉の増量はかなりうれしい。

　こうして毎日、少しずつ成長しながら、俺の幼児期は過ぎていったのだ。
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　重厚な樫かしの扉を、コルティナは物憂げな仕草でノックした。

　ここは彼女の勤める魔術学院。その理事長室の前。つまりは、彼女の同僚であり盟友でもあるマクスウェルを訪ねてきた。

「来たわよ、マクスウェル」

「おう、コルティナか。入れ」

　鷹おう揚ような、しかし落ち着きのある声が室内から響く。聞く者に畏怖を与えるほど威厳を含んだ声に、しかしコルティナは全く意に介さず、扉を開け入室した。

　だらりとした、ここ数年の彼女特有のやる気のなさそうな表情。俗に言う、死んだ魚のような目。

　レイドがこの世を去ってからの彼女は、まるで自身に何の興味もなくなったかのような生活を送っていた。

　家も住める最低限。掃除すら碌ろくにしていない。服装もどこかだらしなく、それを気にする素振りも見せない。

　そんな仕草が他者を寄せ付けぬ雰囲気を発し、彼女はこの魔術学院でも半ば孤立した状態にあった。

　仲がいいのは、同じく身なりに配慮しない保健医くらいだろうか。

「それで？　今日は何の用？」

「単刀直入だの。ちょっとは前置きとかあるじゃろうに」

「私とアンタとの仲で今更……」

　面倒くさそうな態度で執務机の向かいの椅子に腰掛け、投げやりな声を返す。マクスウェルとしても、コルティナのこの状況を快く思っていなかった。

　だからこそ、ライエルから届いた一報は救いの手にも思えたのだった。

「コルティナ。お主、子供を一人預かってみないか？」

「私が？　正気？」

「正気も正気。それもただの子供ではないぞ。ライエルとマリアの娘じゃ」

「あの二人の？」

　そこでコルティナはかつての仲間の顔を思い出す。

　ライエルとマリアはパーティを解散する原因になった二人であり、彼女の親友でもあった。

　レイドの死の遠因とも言えなくもないが、ガドルスと違い、彼女たちには不思議と思うところが少ない。

「マクスウェル、アンタも私の状態は理解しているでしょうに……こんな無気力な人間に、子供を預けてどうするってのよ」

「無気力だからこそ、提案してみたのじゃよ。〝あの男〟の事はさておき、子供がいると賑にぎやかになって気分も変わるじゃろう」

「そんな無責任な。うっかり放置して死んじゃっても知らないわよ？」

「そこでメイドも一人付けてくれるそうじゃ。名前は確か……フィニアと言ったかの」

「フィニア……？」

　その名前に彼女は心当たりがあった。彼女と同じくレイドの死に立ち会った子供の名前。

　まさか同一人物とは思えないが、何かしら運命のような導きを感じざるを得ない。

　ライエルとマリアの娘にレイドの死に立ち会った、いわば仲間のような娘と同じ名前のメイド。その二人が自分の所に来る……？

「なんだか……うまく嵌はめられた気がしないでもないわね」

「ま、多少はの。どうじゃ、受けてみる気はないか？」

「そうね。時期が来たら、受け入れてもいいわ」

　親友のマリアの娘ならば、自分の娘も同然。大おお雑ざつ把ぱで自堕落な生活を送ってきた自分に親代わりができるとも思えないが、マクスウェルには世話になっているし、ここで借りを返しておいても悪くないだろう。

「ならばその性格から矯正せねばならんの。マリアの娘が無気力になってはかなわん」

「え？　ちょっと、何言ってるのかわかんない」

　ニヤリと人の悪い笑みを浮かべるマクスウェル。その顔はまるで、悪戯いたずらに成功した少年のような気安さを含んでいた。

　ここに来てコルティナは、マクスウェルの生活改善計画に嵌められた事を悟ったのだった。
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　更に二年の月日が経過していた。

　俺は七歳になり、ラウムの魔術学院入学を目指して魔法の勉強に重点を置き、修行の毎日を送っていた。

　髪も盛大に伸びて、腰のあたりまで来ている。少々鬱うつ陶とうしいが、これを切る事はマリアとフィニアが強硬に反対しているので仕方ない。

　無論、身体を鍛える事も忘れない。筋力、持久力ばかりはどうしようもないが、瞬発力だけはかなり付いてきたように実感できる。

　受験まであと一ヵ月という時期に、俺とミシェルちゃんは森の中で息を潜めていた。

　俺はこの二年で悩みに悩んで選んだ曲刀シミターを腰に差している。これは両手剣の道を断念して切れ味を優先した結果だ。後ろに控えるミシェルちゃんは少し大振りな狩猟弓と革かわ鎧よろい。ちなみに俺は非力すぎて、革鎧すら着られない。

　そして俺の視線の先には、突ストラ撃イク猪ボアと呼ばれるモンスターの一種が暢のん気きに餌を食はんでいる。このモンスターは動物系モンスターで、その肉は食用に適している。しかも毛皮は防寒材として使用でき、牙も装飾品として人気だった。

　つまり全身余すところなく利用できる〝美味おいしい獲物〟なのだ。ただし狩れれば、の話ではあるが。




　俺は後ろを振り返り、そばに控えるミシェルちゃんと目配せした。

　この二年、みっちりとコンビネーションを磨いた相手である。これだけでお互い、何をすべきかは把握できる。

「朱の一、群青の一、山吹の三。放たれし弓ゆん勢ぜいに力を与えよ──強エン化チヤ付ン与ト」

　俺の呪文詠唱に呼応して、ミシェルちゃんの弓に光が宿り──消える。

　光は消えたが、これで彼女の弓はかなり威力を増したはずである。朱は強化する度合いを、群青は対象の広さを、山吹は効果時間の長さを表している。この場合、最低レベルの強化を一人に、三分間という意味である。更に色の濃さ等で使う魔力の強さも変わっていく。

　これがマリアほどの実力者になると無詠唱で発動できるのだが、俺にはそれはまだ無理だった。というか、発動できる魔法はこれだけである。朱の二や群青の二、山吹の四にするとあっさりと魔力が霧消してしまう。

　だがこれはこれでメリットはある。仲間も俺の詠唱を聞いて、どの魔法をどの範囲にどれだけの時間掛けるかを判断できるからである。




　俺は呪文を小声で詠唱したため、ストライクボアはまだこちらに気付いていない。直後。キリキリと弦の撓しなる音の後に、ミシェルちゃんの番つがえた矢が放たれる。

　その矢は一直線に飛ひ翔しようし、ストライクボアの首筋に深々と突き刺さった。本来の彼女の膂りよ力りよくならば、今の半分も刺さらない所である。

「ブキィ!?」

　突然の激痛にストライクボアが苦鳴を上げる。そしてこちらを振り返った。その時にはすでにミシェルちゃんは木の陰に隠れていた。

「ニコルちゃん、お願い！」

「まかせて」

　シミターを抜き放ち、猪の突撃に備える。ストライクボアはその名の通り、突撃での攻撃を得意とする。

　逆に言えば、その攻撃さえ往いなしてしまえば、余裕を持って対処できる程度の敵だ。前世では冒険先の非常食としてよく狩っていた。だが今ではこいつも強敵である。

「ブモォォォォ！」

　叫びと共に襲い掛かってくるストライクボアを、サイドステップで躱かわす。後方のミシェルちゃんはすでに木陰に姿を消しているため、気にする必要はない。

　そして擦れ違いざまに、シミターを一いつ閃せん。

　無論、非力な俺では有効なダメージは与えられない。せいぜい皮の表面に浅く傷を付けた程度だ。だがそれでいい。こうして接近してしまえば、得意の突進は使えない。

　そしてストライクボアは小回りが利かない。つまり──、

「ブキィ!?」

　足を止めた一瞬を見逃さず、ミシェルちゃんの第二射が飛んだ。それは過あやまたず、再び首筋に突き刺さる。

　すぐさまストライクボアはミシェルちゃんに注意を向けるが、俺がそうはさせじとシミターで斬り掛かる。

　攻撃に参加するなら、俺にも強化付与を掛けておけばよかったのだが、それをするだけの余裕が、俺にはなかった。

「せやあぁぁぁ！」

　気合のわりに相変わらず刃は深く刺さらない。しかしストライクボアの注意を再びこちらに向ける事には成功している。

　これが頭の良い敵ならば、俺を無視して最大火力を持つミシェルちゃんを狙うのだろうが、ストライクボアはしょせん獣である。直近の攻撃者を優先して攻撃してしまう程度の知性しかない。

　小回りの利かないストライクボアの攻撃は、非常に直線的で躱しやすい。

　頭を下げて攻撃に出るタイミングを見計らって横に飛び、その太股に斬りつけていく。足回りへのダメージを受けて反射的に動きを止める猪。そこへ飛来する矢。

　後はこれを繰り返していけば、倒せる。

　こうやって戦う事三分。俺たちは二人だけの力で、ストライクボアを狩る事に成功したのである。




　ロープを枝に掛け、ストライクボアを吊つり上あげる。子供の腕力で数百キロはあろうかという猪を吊り上げるのは不可能なので、滑車の原理や石の重りなんかを使って、なんとか吊り上げる事に成功した。

　そして後ろ脚の動脈を切り裂き、そして首筋の動脈も切って血抜きをする。

　その間ミシェルちゃんは周囲を警戒していた。抜いた血の臭いを、別のモンスターが嗅ぎつけてくる可能性があるからだ。

　血抜きが一段落すると、俺は皮を剝はぎ取り、腹を裂いて内臓を処理した。食べられる部位と食べられない部位を取り分け、残った部分は穴を掘って埋める。残った大量の肉は木の枝を切り落として簡易の橇そりを作り、村まで運ぶ必要がある。

　そこまでの準備を整えたところで、俺たちに声をかけてきた者がいる。

「はい、そこまで。戦闘は合格ね。その後の処理も、ちょっと時間がかかったけど問題なし。というかニコルは凄く手慣れてるわね？」

「そりゃ、がんばったもの」

　実のところ、前世の経験があるから手慣れているだけで、ここは流れ作業でこなせるくらい繰り返している。ただ筋力がないため、皮を切り剝がす作業や、吊るす行為が手間取ってしまった。

　これまでの戦闘は、いわば卒業試験である。

　二人一組になって、ストライクボア程度のモンスターを狩り、食料や有用な素材を手に入れる。その工程をチェックされていたのだ。

「結果はどう？」

「そーねぇ。ミシェルちゃんはどうして首筋ばかり狙ってたの？」

　確かに、射撃のギフトを持つ彼女ならば、頭部を狙う事も可能だったかもしれない。だが彼女は胴体でも頭部でもなく、首筋を重点的に狙っていた。

「それは頭だと骨に弾き返されるかもしれないし、胴体だと有効打にならないかもしれないから」

「確かに頭だと跳ね返された可能性はあるけど、胴体なら問題なかったと思うけど」

　胴体に矢が刺さると、その痛みで動きが阻害される可能性もある。重要器官に直撃すれば、それだけで致命傷にすらなり得るのだ。動きを阻害すれば俺の回避も楽になったはず。そうマリアは言いたいのだろう。

「首の方が致命傷になる可能性が高いと思って……」

「そう、悪くないけど少し欲張ったわね。ストライクボアの首周りは頑強なのよ。よく考えてみて、あの突撃を支えてる首なのよ？」

「──あ、そっか」

　数百キロの巨体で突撃する事を得意とする猪。その威力を支える首が華きや奢しやなはずはない。むしろ他の部位よりも筋肉が集まっているとも言えた。

「じゃあ……わたしはしっかく？」

「そう言う訳じゃないわ。もちろん合格！　だってきちんとストライクボアを狩れたじゃない。これはむしろ、今後はこうした方がいいっていう忠告ね」

「ほんと！　よかったぁ」

　手を叩たたいて喜びを爆発させるミシェルちゃん。その姿は戦闘時のたくましさとは真逆の愛らしい仕草だった。

　次にマリアは俺の方に向き直る。

「次にニコルだけど……自分の攻撃力を過信して強化付与を掛けなかったのは失敗だったわね」

「うぐ」

　そうだ。あの時俺の気配はストライクボアに捉えられてはいなかった。つまりもう一度魔法を発動させ、自分にもエンチャントをしておけば、俺の攻撃も有用なダメージを与える事ができたはずなのである。

　だが獲物を前にして、俺も気が昂たかぶっていた。早く戦いたいという欲求に負けて、自分への補助魔法を怠ってしまったのだ。つまり、精神的余裕を失っていた。

「ニコルのダメージも有効なら、戦闘はもっと早く済んでいたわ。それはミシェルちゃんの負担にもなっていたはずよ」

「うん」

「今後は気を付けてね。戦闘時間は短ければ短いほどいいのだから。もっともコルティナなら、戦う以前の方法を取っていたかもしれないけど……」

　最後にポソリとかつての仲間の戦い方を回顧するマリア。

　確かに彼女なら、攻撃経路を想定して罠わなを仕掛け、姿を現して敵を釣り出し、毒で仕留めるくらいの事はやりそうだ。

「今後は気を付ける」

「うん。でもここまで要求するのはさすがに無茶だったかもね。あなたたちってば優秀過ぎて、まだ七歳だって忘れちゃうんだもの」

「えへん」

　俺とミシェルちゃんは二人並んで胸を張ってみせた。もっとも俺の場合、少々ズルをしている訳だが。

「それじゃ帰りましょう。お肉はミシェルちゃんちと半分こね」

「やったぁ！」

「やったぁって、これはミシェルちゃんが狩ったんだよ？　半分でも少ないくらい」

「えー？　でもニコルちゃんがいなかったら狩れなかったよ。わたしじゃ、攻撃よけられないもの」

「でもわたしだけじゃ、倒せないし」

「だから半分こなのよ。こういうところでは遠慮しちゃダメよ。かといって過剰に要求するのもダメ」

「はぁい」

　そう注意だけして、マリアは橇のロープを摑つかんで軽々と引っ張っていった。彼女も最高位の冒険者である。いくら華奢とはいえ、最低限は鍛えていて、その身体能力は一般人を超えるのだ。

　まるで深窓の令嬢のようなマリアが、肉塊を積んだ橇を軽々と運んでいく様を見て、俺たちは目を見合わせて言葉を失ったのである。

　なんというか、母の逞たくましさを見せつけられた気分だ。




　その日の夕食は、猪いのしし肉てんこ盛りの豪華な物だった。

　ストライクボアを俺たちが狩ってきたと聞いて、ライエルは誇らしいような悲しいような顔をしていた。

　俺たちがストライクボアを倒したという事は、学院へ向かってもおかしくない力量を持ったという証明である。

　それは同時に、ライエルたち両親との別れの時期が近付いているという証拠でもある。

　食後に家族で暖炉の前で寛くつろぎながら、俺は編み物を始めていた。春先も近いこの季節に、毛糸でちまちまとマフラーを編んでいる。

　これは俺が女性的な面に目覚めたという訳でなく、隠したままのギフト、操糸の訓練の一環だった。

　まぁ、編み終わった物はそのまま両親にポイしている訳だが。

「ニコル、さすがにこの季節にマフラーはきついんじゃないかな？」

「いいの」

「ママはもう少し涼しい服が欲しいかなぁ？」

「じゃあ、サマーカーディガンを編むね」

「あら嬉うれしい」

「パパは？」

「セーター」

　俺の無慈悲な宣告を受け、ライエルは心底悲しそうな顔をした。

　溺愛する愛まな娘むすめからの贈り物となれば、着ない訳にはいかないのだ。たとえ暑い季節にセーターでも。それが英雄たる彼のポリシーである。

　まぁ、これから何年も離れて過ごす事になるのだ。ちょっとしたプレゼントくらい残していってもいいじゃないか。もっとも年に数回は帰省できる訳だが。

　俺の言葉にハァとため息をついたライエルは、そのままソファから立ち上がって部屋へと戻っていった。

「もう。ニコルってば、パパに意地悪し過ぎよ？」

「うぅん……」

　俺としては奴はあくまでライバルなのだ。娘として甘えるなど、ご免被りたいものである。

　その矛盾した距離感を、最近難しいと感じていた。




　しばらくして、ライエルは一振りの剣を持って戻ってきた。

　いや、それは剣と言うにはあまりにも細く、そして反りがあった。いわゆるカタナと呼ばれる剣の一種だ。

「ニコル。この剣ならお前でも扱えるだろう？　本当はもう少し後で渡したかったんだが、まぁ、ストライクボアを狩れるようになったのなら、問題ないだろう」

「え？」

「いつも服とかマフラーを編んでくれるからな。これはパパからのプレゼントだよ」

　手に取ってみて分かる。これはかなりの業物だ。

　その造りは通常の剣よりも遥はるかに軽く、しかししっかりとした重量感がある。スラリと引き抜いてみると、曇り一つない刃がランプの鈍い光を妖しく跳ね返した。

「魔法の剣という訳じゃないが、頑丈さは折り紙付きだ。だけど、このタイプの剣は手入れを怠るとすぐに鈍なまるからな？」

「あ、ありがとう」

「いいかい、ニコル。君の身体的適性は残念ながら前衛向きじゃない。できるならそれを振るのは最後の手段にしてほしい」

「うん、わかった」

　そうは言っても、俺はその忠告を聞くつもりはない。

　俺はあくまで魔法剣士を目指しているのだ。今度こそ、恐れられる暗殺者ではなく、憧れられる勇者になるのだ。その意思だけは、今も変わらなかった。

　それからいくつかの試験を受け、俺たちはついにラウムに向かって旅立つ日がやってきたのである。







　出発の日、俺は村の入り口で皆と別れの言葉を交わしていた。

　村からラウムでの受験に行くのは、俺とミシェルちゃんの二人だけだ。

　そもそもよっぽどのエリートでないと、あの学園には受験する事すら叶かなわない。いわば、選ばれた者のための狭き門なのである。

　村の入り口付近で馬車に荷物を積み込みつつ、俺は両親と別れを惜しんでいた。その間にフィニアがせっせと荷物を積み込んでいる。

　マリアもライエルも、旅慣れているので荷物は最小限に抑えてくれていた。

　むしろフィニアが、あれもこれもと荷物を増やしたくらいだ。

「それじゃ、ニコル……別れは惜しいが……本当に惜しいが……やっぱり行くなぁ！」

「アナタ、そのくらいにしておきなさい」

　滂ぼう沱だの涙を流して、今更のように俺を引き留めに掛かるライエルと、その後頭部を容赦なく張り倒すマリア。

　最近のマリアは、母親のタフさが出てきたように感じられるな。あとライエル……お前は生前のイケメン振りはどこへ行ったよ？

「ニコル、くれぐれも身体には気を付けて。酔い止めのポーションは持った？」

「うん、大丈夫」

「身体が弱いのだから、本当に気を付けてね？　何かあったら遠慮なくコルティナかマクスウェルに言うのよ？」

「うん」

　俺がラウムに行ける理由。その一つが、俺の後見をマクスウェルとコルティナが引き受けてくれる事にある。無論フィニアも付いてきてくれるのだが、彼女はしょせん一般人だ。荒事になれば、彼女の力はあまり当てにならない。

　ミシェルの両親も同行はしているが、彼等も結局のところ普通の狩人かりうどである。主に権力者の子弟が通う学園で起こる問題の解決には役に立たないだろう。

「大丈夫、ちゃんと媚こびを売っておくから」

「二人の恥ずかしい過去は覚えてる？」

「むろん」

「おい、マリア……なんてことを教えてるんだ……」

　揉もめ事ごとが起きた際、マクスウェルたちを強制的に協力させる切り札として、俺はマリアから二人の恥ずかしい過去を教え込まれている。

　マクスウェルの過去はわりと知っていたのだが……そうか、コルティナまで……などと驚く事も多かった。

　むしろ、できれば知りたくはなかった。

　そんな会話をそばで聞いて、ライエルは冷や汗を流していた。思いもかけぬ、妻の知らざれる腹黒さに戦慄したようである。正直、俺もドン引きしたくらいだ。

「ま、まぁ……ニコル、カタナは持っているな？」

「うん、これなら振れる」

「じゃあ、肌身離さず持っておくんだぞ。危なくなったら──躊ちゆう躇ちよなく敵を殺せ」

　ここはライエルも真剣な表情で忠告してきた。

　この村はライエルとマリアの庇ひ護ごにより、治安はかなり安定しているといっていい。時折モンスターが侵入する事もあるが、大きな被害が出る前にライエルによって討伐されていた。




　だが村の外では、話が違う。治安組織に重大な損害を受けた北部三国は、統合されて一国になっている。

　それは国を作るべき人材が一国分しかいないという事でもあるのだ。関連して治安組織の影響力も、国内に行き渡っていない。

　ひっきりなしに襲い掛かってくるモンスターに、喰くい逸はぐれて盗賊にまで身をやつした農民や傭よう兵へい。そういった脅威を追い払うには、殺される前に相手を殺す覚悟が必要になる。

　ミシェルちゃんですら、モンスターを殺すまでに結構な逡しゆん巡じゆんがあったのだから。

　その戸惑いが隙になる。ライエルはそう忠告しているのである。

　無論、俺には無駄な忠告だ。六人の英雄の中で、俺は二番目に容赦のない性格をしているのだ。

　ちなみにトップはコルティナである。最悪、味方すら切り捨てる判断が求められる軍師を務めていただけあって、窮地における冷静さでは彼女に敵う者はいない。

　馬車のそばでは、ミシェルちゃんとその両親が荷物を積み終えていた。

　俺の荷物はフィニアがすでに積み込み終えている。

「それじゃフィニア。ニコルの事、頼みましたよ？」

「任せてください、マリア様。命に代えてもお守りいたします！」

「そこまでは言わないけど……ニコルはしっかりしてるようで抜けてるから、主に生活の面で、ね？」

「はい、必ずや一人前のレディにお育て致しますとも！」

「いや、それはいいから」

　俺はフィニアの後ろで、ボソリと呟つぶやいた。無論、彼女には聞こえていない。

　レディに育てられるのは、さすがに遠慮したいところである。その際は隠おん密みつのギフトを最大限に利用して、とっとと逃げ出すとしよう。

「私とライエルから学んだことは忘れずに。自分の身を最優先に、ね？」

「はい」

「フィニアもよ？」

「え、わたしも、ですか？」

「あなたも私の家族よ？　だから自分の身は絶対に守って」

「ですが……」

　フィニアはそこで口籠る。彼女はいまだ、俺──レイドを死なせてしまったという妄想に囚われている。だからこそ、マリアは彼女にも自分を守る様に忠告している。

　贖しよく罪ざいの意識に駆られて、俺を守るために命を捨てかねないと思っていたから。

「分かりました。マリア様がそうおっしゃるなら」

　戸惑いを残しながらも、彼女はそうマリアに誓ってみせた。それを見て、マリアはフィニアの肩に手を置く。

「いい？　何度も言ったけど、レイドの死はあなたのせいじゃないわ。あれはあのバカが格好をつけただけ」

「そんな！　レイド様は──」

「ぐふっ」

　マリアに格好つけ扱いされた俺は、後ろでこっそり咳せき込こんでいた。しかし、ここは口を挟んでいい場面じゃない。

「あのバカはあなたたちを守るために……そして、コルティナを守るために、命を捨てたの。その判断を下したのはレイド自身。そこにあなたが割り込める余地はないわ」

「それでも、わたしは……」

「彼の死は彼の判断の結果。それを否定するのは、彼の判断に対する冒ぼう瀆とくでもあるのよ」

　この意見に関しては、俺も同意だ。フィニアが自分を責める理由はない。幼い頃に見た衝撃的な死。それがトラウマになって自分を責めているだけだ。

　その影響か、多少美化フィルターがかかっている気がしないでもないが……とにかく、自分を責めるのは間違いだと教えないといけない。

「この旅で、あなたも自分を許せるようになるよう、がんばりなさい」

「そのために私を……雇ったのですか？」

「それもあるわね。でも一番は、あなたが最も真摯にニコルの事を思ってくれたからよ。たとえレイドへの贖罪の意識があったとしても、ね」

　そう告げてフィニアを優しく抱きしめる。涙を流してその抱擁に応え、俺たちは旅に出たのだった。




　馬車に揺られながら、俺たちはラウムへの旅路を急ぐ。

　旅路は順調で、心配された襲撃もなく……なく……うぷっ。

「ふぃにあ、酔った」

「またですか、ニコル様!?」

　本日二度目の馬車酔い宣言にフィニアは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。馬車の旅自体は順調なのだが、俺の体調は順調ではなかった。この状況を想定して酔い止めのポーションを先に渡していた、マリアの慧けい眼がんに恐れ入る。

　しかしそれも、俺の虚弱体質の前には蟷とう螂ろう之の斧おのでしかなかったようだ。全く効いていない。さすがに親友のミシェルちゃんも、俺の醜態に呆あきれたような笑いを浮かべていた。

　とはいえ、俺の体調に合わせて馬車を止めては、旅程に遅れが出てしまう。そこでフィニアは懐からいつも身に着けている匂い袋ポプリを取り出し、俺を膝枕してくれた。

　馬車とはいっても座席がある旅客馬車ではなく、荷台に風雨を避ける幌ほろだけ付けた、荷台に直接座り込む荷馬車だ。乗り心地は最悪に近いが、こういう時に横になって身体を伸ばせるのは利点と言えた。

　フィニアの柔らかな膝の上に頭を乗せ、鼻先に爽やかな香りを放つポプリを持ってきてその香りに浸る。彼女のポプリにはラベンダーの他にミントの葉なども使われているため、清涼感ある香りがする。その爽快な香りが、疲弊した三半規管を癒してくれるのだ。

「んふぅぅぅ」

「クス、ニコル様ってば、まるで子猫みたいですね」

「うん、ニコルちゃん、ネコみたーい」

「これ！」

　フィニアと一緒に俺の醜態を笑うミシェルに、彼女の母親が慌てた様子で叱る。俺はこう見えても英雄の娘なので、下手な貴族よりも敬意を払われていた。母親もマリア達の不興を買ってしまわないか、戦々恐々としているのだろう。

　ラウムでの生活支援もしてもらっているので、ミシェルちゃんの気安さが気が気ではないのだ。

「いいよ、べつに。わたしの身体が弱いのは事実だ──もの」

　いまだに俺は女性的言葉遣いというモノに違和感を覚えていた。自分の事をわたしと呼ぶのにはどうにか慣れたのだが。

　ラウムに向かうこの馬車には、俺たちとミシェル親子以外にも数人の商人などが乗っている。商人が村で稼いだ売り上げを持って、ラウムの町まで戻るためだ。大金を持ち歩いているため、護衛として三人の冒険者が付いている。

　その彼等も、俺という同行者がいる事で少々緊張している様子だった。

「そうだ、冒険者のお兄ちゃん。何かお話して？」

「ニコル様……それは……」

　彼等も護衛の任務中である。子供の要求を聞く必要はないし、そんな暇もないだろう。休みなく周囲を警戒するというのは、必要以上に精神を消耗する。俺も冒険者時代は散々経験していた。

「大丈夫だよ、周囲にはモンスターとかいないし」

「え、分かるのですか？」

「なんとなく」

　これは生前のスキルによる感知能力だが、身体能力に関わらない範囲なので、今の俺にも以前と変わらぬ感知能力を得ている。その感知範囲には、敵の存在は引っ掛かっていない。

　彼等にしても、馬車と一緒に行軍しているのだから、そういった息抜きをする必要もあるだろう。

　交代で警戒すればいいのに、全員で警戒しているのだ。これだけ張りつめていると、いずれは擦り切れてミスを犯しかねない。

「それは……本当でしょうか？」

「確かに私たちの警戒範囲には敵はいないようだけど……」

　俺の言葉に、フィニアが冒険者の一人に尋ねてみた所、同様の答えが返ってきた。当然だ、こんな駆け出しに先んじられる俺ではないのだ。

「ね？　わたし結構耳はいいんだから」

「まぁ、それなら──話してもいいかな？」

　こうして冒険者たちは、俺たちに今までの冒険の話を語ってくれることになった。

　それは小さな村では経験できないような、冒ぼう険けん譚たんだった。皆、それを興味深そうに聞き入っている。ただし俺以外。俺からしてみたら、彼等の冒険譚は、穴の多いずさんな冒険の結果にしか聞こえなかった。

　それでも旅の無ぶ聊りようを晴らす程度には面白い。なにも喋しやべらず、黙々と座っているだけというのも、地味に疲労が溜たまる行為なのだ。

「そこで急に物陰からトロールが飛び出して来て──」

「おおっ!?」

「でもそこ、トロールが出るスペースなかったんじゃない？」

　トロールは身長五メートルにも及ぶ巨人の一種だ。その前の彼等の話では、天井が三メートル程度しかないという話だった。

「うぐっ……そ、それは……」

「もう、話を盛るから……そこで出てきたのはゴブリンだったのよ」

　冒険者三人は、男二人に女一人。その女性冒険者が男の矛盾を解説してくれた。

　まぁ、一般人相手に話を盛りたい気持ちもわからないでもないが、こちらも暇つぶしのために聞いているので、ツッコミを入れるくらいは容赦してもらいたい。それに俺がそうやってツッコミを入れてやると他の乗客たちも声を出して笑う。ある意味、親睦が深まっているとも言える。

　過去の経験から、腕利きすぎる熟練者は、それだけで畏れられる傾向がある。こうしてちょっと抜けてる冒険者を演出してやる事で、一般人から親しみを持たれるのである。

　マリアたちが引退した後の俺たちには、それができなかった。乗客たちと笑顔を交わしあう冒険者を見て、そんな事を思い出しながら旅は続いたのである。







　旅に出て最初の二日は何事もなく、順調に進んでいた。問題があったとすれば、俺の馬車酔いくらいである。

　だがその日は様子が違っていた。

　乗客と護衛の冒険者たちの親睦もはかられ、緊張も解ほぐれてきた時期。ある意味、最も油断しやすい期間である。

　森の中の街道を馬車が進んでいた時、俺の感覚の端になにかが引っ掛かった。だが敵意を感じるという程ではなく、違和感だけが存在している。

「ん？」

「どうかしました、ニコル様？」

「んー？」

　こういう経験は、かつて何度かあった。そういう時は必ずといっていいほど、意思を持たない敵が存在していた。

「なにかいるかも。警戒した方がいい」

「なにかって……なんでしょう？」

「たぶん、人工生命。敵意のない敵」

　俺の言葉を聞き、フィニアは即座に冒険者にそれを伝達しに行く。察しが良くて実に助かる。

　敵意のない敵というのは奇妙に聞こえるかもしれないが、実際に存在する。

　ガーゴイルやブロブ、ゴーレムといった魔法生命体。それに植物系のモンスター。こういった敵は敵意を持たず、本能や命令で反射的に襲ってくるため、擬態されていると検知するのが難しい。

　それを見抜くのも斥候職の仕事と言える。

「敵がいるって、本当か!?」

　フィニアの報告を聞き、冒険者の一人がこちらにやってきた。その目には疑惑と、そして切羽詰まったような表情が浮かんでいる。

　擬態モンスターは、罠わなにはまった時の死亡率が非常に高い。感知できなかったという事は、すでに後手を踏んでしまっていると言っていい。

　だからこそ危機感を持って、こちらに確認しに来たのだ。

「うん。しんこー方向に少し。あと、森の中にも」

　子供っぽい話し方を心掛けている訳ではないが、舌が回りきらないので子供っぽい話し方になってしまう。しかも声質が高く透き通るような響きを持っているので、迫力も何もない。

　だが俺の言葉を受け、冒険者は女性の冒険者に目配せする。それを受けて彼女はすぐさま馬車の前方へと駆け出していった。

「森の中は、こちらから足を踏み入れねば大丈夫だろう。問題は先で待ちかまえているという奴だな」

　本来ならば、子供の戯たわ言ごとと切って捨てられてもおかしくはない報告。だがこの二日で俺がそういう噓うそをつく子供ではないと、充分に認知されている。

　だからこそ冒険者は、真剣に対応してくれているのだ。馬車が足を止めてしばらく、前方に偵察に出ていた冒険者が戻ってきた。

「どうだった？」

「確かにいたわ。ブロブが二匹、街道脇の草の陰に」

「驚いたな。これだけ距離が離れていて感知できるのか……」

「えっへん」

　子供らしく胸を張ってはみたが、実際褒められるという行為は、いつになっても気持ちいい物だ。少々天てん狗ぐになったとしても、致し方あるまい。

「ブロブは動きが鈍い。不意を突かれさえしなければ、そう強敵ではない。ここは俺たちが先行して排除してくるから、待機していてくれ」

「本当に大丈夫なのか？」

　商人の上げた不安の声に対し、冒険者の男は軽く剣の柄を叩き、安心させるように笑って答える。

「ああ。正面から戦うなら、怖い敵じゃないさ」

「武器は溶かすけどね」

「うっ、酒の予備はあるだろ」

　ブロブの特徴が、強力な腐食攻撃である。これは腐食性の毒物を多量に含んだ身体の一部を射出してくる攻撃の為、攻撃を受けた鎧よろいもブロブの身体に触れた武器も腐食毒に侵されてしまうのだ。

　放置しておくと数時間のうちに腐ふ蝕しよくして、使用できなくなってしまう。それがブロブのイヤらしいところである。

　これを防ぐにはアルコール類で殺菌消毒しないといけない。冒険者が酒を持ち歩くのは、それなりに理由が存在する。

「あと打たれ強い敵でもある。だから時間がかかるかもしれないが、様子を見に来たりするなよ？」

「私たちが二時間経っても戻らなかったら、そのまま引き返して」

「あ、ああ」

「大丈夫よ。あくまで、万が一の場合だから」

　心配気な商人にそう声を掛けて、冒険者たちが駆け出していく。その背中を見守りながら、ミシェルちゃんがポツリと呟つぶやいた。

「大丈夫かなぁ？　お話聞いてた限りじゃ、結構ウッカリ屋さんに聞こえたけど」

「だいじょーぶだよ。そういった経験もしてきたって話だから。タフな敵だから時間はかかると思うけど」

　俺の経験から見ても、彼等はブロブ程度に負ける力量ではない。だがそこで、俺は新たな気配を感じ取った。

「あっ」

「どうしたんです？」

「後ろからすごいスピードで何か来る。敵意あり」

「敵だって!?」

　恐らくはこの馬車を狙っていた野生動物だろう。俺の感知範囲の外から襲い掛かってくるとか、よっぽど広い索敵範囲を持つ敵だ。

　俺の言葉を聞き、色めき立つ大人たち。

　子供を守るべく、弓を構えるフランコさん。フィニアも短剣を構えて馬車を降りた。

「わ、わたしも……！」

「ミシェルちゃんは馬車から降りないで。そこから射撃」

「そ、それでいいの？」

「うん」

　短くそれだけ指示して、俺も馬車から飛び降りカタナを抜いた。敵の姿はまだ見えない……いや──。

「荒ヴアル鷲チヤー！」

　現れたのは、大柄なハゲワシみたいなモンスターだ。それが三羽。

　俺の感知範囲に掛からなかったのは当然、遥か上空からこの馬車を狙っていたからだ。

　障害物の多い森の上空を避けて、街道に沿うように飛ひ翔しようし、襲い掛かってくる。

「迎撃して！」

　俺の声に反応してミシェルちゃん親子が矢を放つ。

　しかし、上空から襲い掛かってくるヴァルチャーには、なかなか当たらない。上方への射撃というのは、難易度がいきなり跳ね上がるからだ。ましてやヴァルチャーはモンスターに分類される大型獣。その機動性も野鳥の比ではない。

　見る間に近付いてくる三羽に、俺とフィニアが立ち塞がる。

「ギャアアァァァ！」

　奇声を上げて爪を掛けに来るヴァルチャー。俺はそれに合わせるようにカタナを振り上げる。

　カタナという武器は、通常の剣に比べて遥はるかに刀身が細い。切れ味を集中的に上げる様に鍛えられた刀身は、その殺傷力のわりに非常に軽かった。

　俺の筋力でも、十分に振り回せる重さなのだ。

　擦れ違いざまに撫なでるように羽を斬り落とす……つもりだったが、空振りする。俺の剣速では、捉え切れない。

「くっそ！」

「ニコル様、退がってください！」

「そうもいかない！」

　俺はフィニアにそう返して、続いて襲い来るヴァルチャーに備えた。

　近接戦も想定して鍛えている俺ならばともかく、後ろに控えるミシェルちゃんは至近距離での戦闘能力は鍛えていない。ましてやフランコさんに到っては、戦闘の心得すらない。ここで俺が前に立ち、ヴァルチャーの注意を引かないと、彼女たちが矢面に立ってしまう。

　フィニアも護身程度の心得しかないため、ヴァルチャー三羽は荷が重い。幸いと言うか、ヴァルチャーは直線的な攻撃しかしてこない。待ち構えていれば攻撃を当てる事も可能なはず。

　再び俺を目指して急降下してくるヴァルチャー。俺はその直線上に剣を構えて立ち塞がる。カタナの峰に手を添え、全体重を前に掛けていった。

　立てた刃に一直線に突っ込んでくるヴァルチャーと、その正面に立つ俺。

　ギリギリ爪を躱かわしつつ、あえて切れ味を捨てて体重だけでヴァルチャーを押し切っていく。擦れ違った後、腹を裂かれたヴァルチャーはゆっくりと地に落ちた。

　これで一羽。しかしまだ二羽存在している。

　だが先程の様な手段はもう通用しないだろう。鳥頭とはいえ、直近の攻撃程度は覚えているはず。ならば別の攻撃手段で上書きすればいい。

「朱の一、群青の一、山吹の一。鋼の如き強靭つよさを宿せ！」

　俺の術式により懐に入れていた毛糸が強化される。

　先ほども経験したが、俺の敏びん捷しようさではヴァルチャーは追い切れない。そして全体重をかけてようやく斬り裂けた事をみると、攻撃が当たっても致命打になるとは思えない。

　だからこそ、次の手を今のうちに打っておく必要があった。

「朱の一、群青の一、翡翠の二、山吹の三。放たれし弓ゆん勢ぜいに力を与えよ」

　続いてミシェルちゃんの弓に力を与える。翡翠の文言は距離を表す。距離が離れていた分、余計な魔力を持っていかれた。群青の二が使えるなら、先の魔法で同時に付与できていたのに。こういう時に同時に魔法を掛けられない不器用さが恨めしくなる。

　俺の魔法の動きに触発されたのか、ヴァルチャーが一斉に動き出した。一羽は俺に、もう一羽はフィニアに。

　とっさに俺は上着を脱いで左腕に絡める。これをクッションにして、ヴァルチャーの爪を腕で受け止めた。

　無論、ヴァルチャーの爪が子供服程度で防げるはずもない。あっさり上着を貫き、俺の腕を傷付ける。

「ぐぅっ！」

　激痛に歯を嚙かみ締しめ、武器だけは手放すのを防ぐ。幼い時ならともかく……戦場で武器を放すなんて、新人のする事だ。

　だが問題はそれだけではない。食い込んだ爪が上着に掛かり外れなくなってしまったのだ。

　俺はただでさえ軽い体重なので、ヴァルチャーは俺諸もろ共とも空高くに舞い上がろうとする。

　しかし、ここまでは俺も計算していた。

　ヴァルチャーの目的は餌の確保である。ならば最も体重の軽い俺は格好の餌になるはずだ。こうして持ち上げられる事も、想定できる。

「ニコル様!?」

　空に浮かんだ俺を見て、フィニアが慌てたような声を上げる。

　すぐさま俺を押さえるべくこちらに駆け出そうとするのだが、その前に別のヴァルチャーが襲い掛かり、やむなく足を止めていた。

　それはそれでいい。彼女にこちらに来られては、計算が狂う。

　勢いよく高度を上げようとするヴァルチャー。だがその上昇が急に停止した。

　一本の糸が、俺と馬車を結び付けていた。先ほど強化しておいた毛糸である。これを馬車に結び付け、身体を繫つないでおいたのだ。

　ヴァルチャーは何が起きたのか理解できず、一瞬動きを止めた。

　その隙を利用して、羽の付け根に刃を突き立てる。だが片手の上に踏ん張りの利かない体勢では有効なダメージは与えられない。

　だが、それでもいい。俺の攻撃はしょせん、オマケである。

　その一瞬の隙を突いて、ミシェルちゃんの矢がヴァルチャーの頭蓋を撃ち抜いたからだ。

　強エン化チヤ付ン与トを受けて威力を増した一矢が、易やす々やすとヴァルチャーの頭を射抜いた。

　つまり、俺はそのままヴァルチャーと共に地上へと落ちて行く事になる。

　まだ高度は数メートルしかないとはいえ、俺の身体では落下の衝撃に耐えられるかどうかわからない。
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　そこで、先ほど突き刺したままのカタナを引っ張り、ヴァルチャーを引き寄せる。その死骸に抱き着くようにして、クッションとして利用する。

　先ほどの攻撃だって、無意味ではないのだ。

「ぐはっ」

　地面に叩たたき付けられた衝撃で、思わず息が漏れる。身体──特に右腕が痛いが、それでも動けないほどではない。ヴァルチャーの身体が、落下の衝撃の大半を受け止めてくれたからだ。

　こうして墜落の衝撃を殺し、地上に生還したのだった。だが気は抜けない。最後の一羽が……フィニアの戦いがまだ残っている。

　見るとフィニアの方も、短剣を使う防御に徹した動きでヴァルチャーを引き付け、止めている。

　そこへミシェルちゃんの父が矢を射かけて、着実にダメージを与えていた。あの調子ならば、俺が乱入するまでもなく、討伐できるだろう。

　むしろ俺が介入する事で状況が変わり、悪化する可能性だってある。

　フィニアだって英雄の元へ使用人としてやってくるほどの人材である。専門の教育を受けている俺や、ミシェルちゃんほどではないが、それなりに戦闘の心得はあった。

　結局、最後のヴァルチャーも、そこに割り込んだミシェルちゃんの一撃で頭を撃ち抜かれて、息絶えたのだった。







「ニコル様、無事ですか!?」

「うん、だいじょうぶ」

「な訳ないでしょう！　腕を見せてください、早く！」

　ヴァルチャーが片付いた直後、すごい剣幕でこちらに駆けつけ、傷を見るフィニア。その目には怒りと同時に涙が浮かんでいた。

「ああ、こんなに傷が……ニコル様の肌に……」

　嗚お咽えつを漏らしながらも、常備している薬草を俺の腕に塗り付け包帯を巻いていく。

　彼女はエルフの習性なのか、薬草に関しての知識が深い。元々も傷も深くない事だし、この程度ならば傷跡も残らず治るだろう。

「あのような真似をして、私はどうしようかと……ぐすっ」

「いや、大丈夫だったし」

「もう二度と！　あんな危ない戦い方はやめてくださいね！　でないと泣きますよ!?」

「あぅ、それは困る」

　泣いているのか怒っているのか分からないフィニアを見て、彼女の前で心配をかける行動を取らぬように自重しようと思い直したのだった。




　俺がフィニアに治療されている最中、冒険者たちが戻ってきた。

　そこに散らばるヴァルチャーの死体を見て、驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

「なにがあった!?」

「ああ、レオンさん！　大変だったんですよ、あなた方がブロブを退治しに行った直後にヴァルチャーが！」

「なんだって！」

　更に驚きの声を上げるが、そのヴァルチャーがすでに討伐されていると知って、ようやく疑問符を浮かべる。

「誰が倒したんだ？」

「それより治療でしょ！　ニコルちゃんだっけ、大丈夫？」

「うん」

　レオンと呼ばれた冒険者は、この一団の中でリーダー格のようだったが、それを制して女性冒険者が俺の元へ駆け寄ってくる。

　その間も商人が先ほどの戦闘を興奮気味に語っていた。

「テムルさん、少し落ち着いて。エレン、彼女の様子はどうだ？」

　テムルという商人をひとまず宥なだめ、エレンと呼ばれた女性冒険者に俺の容体を尋ねる。彼女は、俺の傷痕とフィニアの応急処置の具合を見て、小さく頷うなずいた。

「うん、傷は深くないわ。応急処置も完璧。これなら傷も残らないわね」

「それならよかった。ニコルちゃん、君が撃退してくれたのかい？」

「ううん、みんな」

　確かに俺は矢面に立って戦ったが、それはフィニアも同じだ。それに二羽倒したのはミシェルちゃんである。

　非力な身体に転生した俺一人の力では、決して倒せなかっただろう。

「わたしが倒したのは一羽だけだし」

「むしろ、その歳で一羽倒すだけでも大したもんだ」

　ヴァルチャー自体は強いモンスターではない。駆け出しの冒険者が肉や羽毛目当てに狩る事も少なくない。だがそれは肉体的に壮健な冒険者であっての話だ。

　俺のように身体のできていない子供が倒すというのは、かなりの快挙と言える。

「君みたいな子供が……一体どうやって倒したのか、逆に聞かせてくれないか？」

「んー、それはミシェルちゃんから。わたしはつかれ、た……」

「そうですよ！　ニコル様は怪我をなさっているのですから、安静にして頂かないと」

「あ、そうか。すまない、配慮が足りなかったな」

　フィニアの言葉はかなりきつかったが、俺としては正直ありがたかった。

　最初のヴァルチャーを倒した時にカタナを強引に支えて押し斬ったため、右の手首がずきずきと痛んでいる。それに二羽目の敵に吊つり上げられた時、馬車に繫ぎ止めるために使った毛糸も、右手で保持していた。

　今、俺の右手はかなりの負担がかかった影響で、壊れる寸前だった。落下した時に受けた全身への衝撃も見逃しがたい。

「ニコル様、こちらへ」

　フィニアが馬車の幌ほろの中に、衝つい立たてを立てて俺のためのスペースを作ってくれた。

　そこへ俺とエレンが一緒に入り、服を脱いで全身を隈くまなく診察される。

　この馬車は雨風を凌しのぐために幌を付ける事ができ、一部を区切る衝つい立たてを立てる事で視線を遮る事ができるようになっていた。

　男女が一緒に旅をするなら、こういう仕組みは必須になる。

「うわ、右手がボロボロじゃない。なにしたのよ……」

「ちょっと、ヴァルチャーを馬車に繫ぎ止めた。あと、突撃も受け止めた」

「無茶し過ぎよ……目を放しちゃった私たちが言う事じゃないけど……ごめんなさいね？」

「いいよ。ブロブも結局倒さないといけなかっただろうし。それにヴァルチャーも、お姉さんたちがいたから襲ってこなかったわけだし」

「目を離さなければ、安全だったって事じゃない。ブロブの所まで一緒に行けばよかったのよ」

「それは、けっかろん」

　戦場に素人を同行させると何が起きるか分からない。

　あの時レオンが俺たちを置いて先行した判断は、間違いではない。しいて言えば、一人を残しておくべきだったかもしれないという程度の問題だ。

「ああ、ニコル様の身体が痣あざだらけに……申し訳ありません、私が力不足だったばかりに」

「フィニアは充分やってくれてた。おかげでわたしも助かったんだから、あやまっちゃダメ」

　彼女が一羽を引き受けてくれたからこそ、俺は二羽で済んでいた。あと一羽こちらに来ていたら、戦線を支えきれなかったところだ。

　そもそも、フィニアは護身程度の体術しか心得がないのにヴァルチャーと戦ったのだから、ここは褒めるべきなんだ。

「フィニアが一羽引き受けてくれたから、わたしは戦えたんだよ。ありがとう」

「そ、そんな……」

　感極まったように目を潤ませるフィニア。その長い耳が萎しおれた様に垂れるのを見ていると、少し面白い。俺はつい、その垂れ下がった耳に触れる。湿布を貼り、包帯でぐるぐる巻きになっている左腕で。

　フィニアはそんな俺の手を握り締め、いきなりとんでもない事を口にした。

「決めました！　私も戦う術を身に付けます！」

「ハァ!?」

　唐突に飛び出した、フィニアの宣言に、俺は思わず素っ頓狂な声を上げてしまったのだった。

　確かにフィニアは、戦闘の心得が多少はある。それは俺という重要人物を守るための最小限のものでしかない。本格的に戦う術は、彼女は手にしていなかった。

「私はライエル様たちに仕えるべく家政婦としての勉強しか、してきませんでした。あの方々に仕えるにあたって、戦闘力は必要ないと考えていましたから。半端な技量を身につけても、足手まといになるだけですので」

　それはそうだ。俺やライエルたちのレベルで戦闘をこなすなんて、それこそ世界を救える強者になるという事である。彼女にそこまで求めるのは酷というモノだ。

「ですが、ニコル様の足手まといにならないようにするくらいなら、私にもできるはずです！」

「それ、わたしが弱いって言ってる？」

「い、いえ、決してそのような事は……」

　まぁ、確かに今の俺は貧弱極まりない。

　多少、本格的な剣術を学んでいて、過去の経験を持っているので、駆け出しよりは戦える、という程度だ。

「でもこの先の事を考えると、強くなっておくのも悪くないね」

「そうですよね！」

　ラウムにはライエルもマリアもいないのだ。代わりにマクスウェルとコルティナがいるが、問題は二人共、後衛職であると言う事である。

　獣人のコルティナは種族的に身体能力は高いが、それでも本職には程遠い。

　年老いたエルフのマクスウェルに到っては、一般人にすら勝てるかどうか怪しいところだろう。いや、エルフなら二十年弱なら誤差の範囲か？

「なら私がレオンに話を付けてあげるわ！　残念だけど、私は剣の心得がないから、教えられないし」

「えー」

　俺が不満気な表情を浮かべると、エレンは少しばかり頰ほおを膨らませた。

「彼は剣術のギフトを持ってないけど、その分充分苦労してきてるわ。その経験はバカにできないわよ？」

「むぅ、それもそうか」

　考えてみたら、俺やライエルの経験は次元が違いすぎて、一般人のフィニアの参考にはならない。

　むしろ、ギフト持ちの師匠というのは、一足飛びに成長しすぎていて、人に教えるのに向いてない人間が多い。俺もかつて、コルティナに隠おん密みつ術の教えを乞われた事があったが、うまく教える事ができなかった。

「じゃあ、フィニアに基礎を教えてあげてくれる？」

「ニコルちゃんは必要ないの？」

「わたしはラ──パパに教えてもらってたから」

「パパ……ああ、ライエル様！　羨ましいわ、英雄に教えを乞えるなんて」

「そこだけは利点」

　不本意だが、ライエルは戦闘系のギフト持ちにしては、人に教えるのがうまかった。

　それは奴が、根気よく教える事に向いている……基本的に穏やかな性格だったからかもしれない。

　俺にはそういう、根気がなかったのだ。だからこそ前世では剣を捨てて、鋼糸術に走ったとも言える。

「それに、今のわたしは休みが必要だし」

　右手がこの有様では、剣を振るなんてしばらくはできそうにない。しばらくは休養に費やさねばならないだろう。

　まぁ、闇雲に鍛えていい事はあまりない。それは前世から今世にかけての経験で、嫌というほど思い知っている。

　休む時は休む。これが上達のコツである。

「あ、そうだったわね。ふむ……特にひどいのは左腕よりも右手首ね。そこ以外は大体打ち身くらいで、骨折はなし」

「私の所見もそうですね」

「なら間違いないわね。危険な傷はないし、休息を取ればすぐ治るわ。右手は固定しておくわね」

「おねがい」

　フィニアが俺の右手首に湿布を貼り、エレンが添え木を使って俺の右手を固定していく。そうやって支えを付けてもらうと、痛みがジワリと引いていくのを感じ取れた。

「ふあぁぁぁ」

　ひんやりした湿布の感触が気持ちよくて、思わずそんな鳴き声が漏れた。

　それを聞いて、フィニアがクスクスと笑い声を出す。

「くす……ニコル様って、気持ちいいとネコみたいな鳴き声出すからすぐわかりますね」

「む……？」

　昔から、暗殺者にしては顔に出やすいと言われる事がある。

　仕事中はまるで感情が麻ま痺ひしたように冷たくなるのだが……。

「はい、ニコル様。毛布を敷いておきましたから、ここでお休みください」

「はーい」

　フィニアが作った寝床に横になる俺。

　エレンとフィニアはヴァルチャーの後始末があるので、馬車から出ていった。

　羽毛も肉も売り物になるヴァルチャーは、それらを剝はぎ取るためにそれなりの手間がかかるのだ。




　その日の夕食から、俺の試練は始まった。

　右手をがっちり固定されてしまったため、食事に手間取ってしまうのだ。これを見てフィニアとミシェルちゃんが俺に『あーん』してくるので、辟へき易えきしてしまった。

　しかも調子に乗ってエレンまで便乗してきたので、事態は混迷を極めた。

「はい、お口を開けてください。ニコル様」

「あーんして、ニコルちゃん」

「あ、私も私も！　ほらニコルちゃん、お口開けてー」

「むぐぅ！　うぐぅ!?」

　休みなく口にねじ込まれ続ける干し野菜を戻したスープに、俺は悶もだえる。

　特にミシェルちゃんのスープは冷ましていないので、やや猫舌気味の俺にとっては拷問に等しかった。

「も、もーお腹いっぱい」

「えー、まだ全然食べてないじゃない！」

「いえ、ミシェルちゃん。ニコル様は大変食が細いので……今日はよくお食べになられた方ですよ？」

　フィニアの擁護にミシェルちゃんとエレンさんが意外そうな顔をする。

「そーなの？」

「子供にしても食べな過ぎじゃない？」

「いえ、これでもマシになった方なんですよ。赤ん坊の頃はマリア様の乳すら吸わなかったくらいで、私も心配していましたから」

「それ危ないじゃない！」

　フィニアの報告にエレンさんは目を剝むいた。赤ん坊が母親の乳を吸わないという事は、それくらい危機的な状況なのだ。

　牛の乳を代用するまで、マリアは生きた心地がしなかっただろう。オマケでライエルも。その点に関しては、俺も彼女たちに頭が上がらない。俺の我わが儘ままで心配をかけたのだから。

「牛の乳なら口にしてくれたので事なきを得ましたが、本当に肝を冷やしましたよ」

「それじゃ体も大きくならない訳だわ……」

「ニコルちゃんはかわいーからいいの！」

　横合いからミシェルちゃんが俺にぎゅーっと抱きついてくる。その愛情表現は嫌じゃないが、右手首が挟まってて結構痛い。

「いたたたた!?」

「ミシェルさん。右腕、挟んでますよ？」

「あ、ごめんなさい！」

　フィニアに指摘されて、ミシェルちゃんはばっと離れた。とっさに謝罪の言葉も出てくるところに、素直な性格が垣かい間ま見みえる。

　多少不便な状況ではあったが、そんなサポートもあって生活には苦労しなかった。

　さすがにトイレは多少の苦痛も我慢して自力で処理したが、それ以外は必ずフィニアとミシェルちゃんが手伝ってくれたのだ。




　そして右手の痛みが引き、左腕の傷が完治する頃──森とエルフの国ラウムに到着したのだった。
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　ラウムの都に近付くにつれ、その威容が次第に目に入ってくる。

　以前も訪れた事はあったが、王城よりも巨大な魔術学院の尖せん塔とうが特徴的な街である。っていうか、以前よりも高くなってないか、あの塔？

「ニコルちゃん、ニコルちゃん！　すっごい大きな塔！」

「う、うん、そうだね。おっきいね。でも馬車が揺れるから、あまり飛び跳ねるのは……うぷ」

「あ、ごめんね？　ニコルちゃん〝また〟酔ってたんだ？」

「または余計だよぅ」

　怪我をしてから食っちゃ寝の生活が続いている俺だが、寝ているという事は床から馬車の振動を直接受けるという事になる。

　身体能力同様、虚弱極まりない三半規管を持つ俺にとって、その生活は乗り物酔いを容よう易いに招く事になった。

「うーん、その寝床でもダメですか、ニコル様？」

「ううん、少しはマシになったよ。ありがとうフィニア」

　今俺は馬車の荷物の間にロープを渡し、そこに毛布を張って作った簡易ハンモックの上にいた。

　これで多少細かな振動をカットしてくれるのだが、その分大きな揺れが長く続く難点もある。

　俺は気分転換に馬車を降りて冒険者たちと一緒に歩くことにした。

　脱臼間際までいっていた右手首に多少響くが、酔ったままよりは遥はるかにマシな気分だ。

「ニコル様、またそんな……安静にしておりませんと」

「寝たままだと、せっかく鍛えた筋肉が落ちちゃうじゃない。フィニアも修練を怠ったら不安になるでしょ？」

「それは、まぁ……」

　この旅の途中、フィニアも冒険者のレオンから剣の稽古をつけてもらっていた。

　学ぶならばライエルからの方が良かったのだろうが、村を離れた今では遅すぎたのだ。

　それでも彼女は、並々ならぬ熱意で剣を学び続け、メキメキとその腕を上達させていた。剣術関連のギフトでもあるのじゃないかと思ったくらいだ。

　仮にも主である俺が外を歩いているのに、フィニアが馬車にいる訳にはいかない。

　彼女も修練と俺の世話で疲れているはずなのに、俺の横について歩いてくれた。

　俺は片手が使えないため、歩くバランスが悪くなっていて、いつ転ぶか分からないからだ。

「ゴメンね？」

「いえ、職務ですし。それに元は私の──」

「それはダメ。フィニアは少し自虐的過ぎるよ？」

「そうでしょうか？」

　彼女は過去の経験から、すべてを自分のせいだと背負い込んでしまう性格になってしまっている。

　この性格の矯正も、今回の旅の課題の一つだ。

　これからどうやって直したものかと、首をひねっていると、街の門の前に一人の女性が立っている事に気が付いた。

　普通は門番が来訪者のチェックに当たる物なのだが、遠目には、その門番が彼女に委縮しているようにも見えた。

「あれ？」

「どうかしましたか？」

「あそこの……もしかして──」

　俺がそこまで言ったところで、向こうもこちらに気付いたようだ。

　頭に大きな猫耳を持つその女性は、すさまじい速度で駆け寄ってきた。




　獣人族の恵まれた身体能力を活かして、土煙を上げながら怒ど涛とうの勢いで接近してくる。

　その様子を見て、レオンたち冒険者が警戒態勢を取るが、その人影は迎撃の態勢が整う前に彼等の間をすり抜けてきた。

　突如として目の前に現れた人間に、馬車馬が驚いて竿さお立だちになる。

　それと同時に彼女は魔法を発動させた。

「朱の一、群青の二、翡ひ翠すいの一。彼の者に平穏を──平静サニテイ」

　本来、マリア以外は結構な準備時間を必要とする魔法を、到着と同時に発動させる。これはつまり、冒険者が警戒する事も、馬が驚く事も、前もって想定した動きという事だ。

　その猫耳美少女……いや、美女は俺を見て、両手を広げて抱きついてきた。

「いらっしゃい！　あなたがニコルね？　聞いていた通り、お人形みたい」

　戦闘時は冷徹な判断を下すわりに、平時は天てん真しん爛らん漫まんなこの態度が実に懐かしい。

　かつての俺の仲間……彼女の一言で大軍が動き、幾千の犠牲者が生み出されたという軍師、コルティナだった。

　だがこの身体では初対面となる。俺はできるだけ、彼女の事を知らないようにしないといけない。前もってマリアから話は聞いているのだが、その加減が難しそうだ。
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「コルティナさん、ですか？」

「そうよ、よく分かったわね。マリアに聞いたのかな？　ライエルにそんな気配りはできそうにないし」

「はい」

「えっ、コルティナ様!?　六英雄の？」

　俺の言葉に、ミシェルちゃんが驚きよう愕がくの声を上げる。

　考えてみると、マリアとライエルの娘である俺が訪れるのだから、彼女かマクスウェルが出迎えるのは当然の帰結といえた。

　突然現れた伝説の存在に、冒険者たちも、ミシェルちゃんの両親も驚愕していた。

　それにしてもコルティナも、俺の一言で両親のどちらから話を聞いたのか推測するのだから、実にやりにくい。下手な事を言ってボロを出さないように気を付けないと。

　だがまぁ、抱きすくめられて頰ほおに感じる柔らかさは……実に悪くない。この感触も、前世では禁忌とされる領域だ。

　かつて俺は、彼女に告白した事すらあった。まぁ、あっさり断られたが。その一件が、前世の死因に関係して来るとは、当時の俺もさすがに思わなかったよ。

　あの時はマリアとライエルが結婚して、焦ってたんだなぁ。俺の黒歴史の一つである。あの秘密だけは絶対に死守せねばならない。

「ん、右手、怪我してるの？　途中でモンスターとの戦闘に巻き込まれた？」

「あ、はい。ヴァルチャーに」

　俺の言葉にジトリとした視線を冒険者に向ける。

　確かに護衛対象を戦闘に巻き込んだのは彼等の不注意だが、あの状況は不可抗力に近いため、それだけで責められるのは可哀想だ。

　仮にも英雄と呼ばれる存在からの追及の視線に辟へき易えきする冒険者に代わり、俺が取り成しておく。

「あれはブロブが正面に待ち受けてたところを逆方向からヴァルチャーに襲撃されたから。レオンさんたちのせいじゃないよ」

「そうなの？　まぁ、当人がそう言うなら私が口を出す事じゃないけど……」

　コルティナはちらりとフィニアに視線を向け、フィニアが俺の言葉を肯定するように小さく頷うなずく。

　幼い俺の擁護だけでは正当性を判断できないので、保護者たるフィニアの様子も含め判断をしたらしい。そのフィニアも状況的に不可抗力である事を認めたので、ここは矛を収めることにしたようだ。

「まぁ、それなら仕方ないわね。待ってて、臙えん脂じの二、群青の一、翡翠の一。癒しの風で包め──治癒ヒール」

　臙脂は朱の一段上を表す色、つまりより強い魔力を込めた証明である。俺の状態を見て、それだけの魔力が必要と判断したのだろう。

　コルティナは身体能力こそ高いが、戦闘能力が高い訳ではない。魔法の能力も、マクスウェルはおろかマリアにすら及ばない。能力的には広く浅く。まさに器用貧乏を体現したような能力を持っている。

　だが彼女の真価は、そういう直接的な能力ではなかった。状況を見抜く能力こそが彼女の真価といえる。

　コルティナの癒しの魔法で、俺の右手の痛みは見る間に引いていった。

「はい、これで大丈夫でしょ？　私だってこれくらいはできるんだから」

「ありがとう」

「ちゃんとお礼言えるのね。偉い偉い」

「これくらいは……」

「自称育ちのいい連中には言えない子も多いのよ？　そういう連中の鼻っ柱をへし折るのが、教師の最初の仕事だし」

　そういえば彼女は学院で教師をしているのだった。英才教育を受けて送り込まれる貴族の子弟も多いので、苦労しているのだろう。

　ましてや彼女の能力は、それほど突出した物ではないのだから。

　俺の傷を即座に癒したコルティナに、フィニアが一礼する。

「申し訳ありません、コルティナ様」

「これくらいならね。それにマリアの娘だもの、私の娘も同然よ」

　六英雄の中で二人だけの女性。そういう意味でもマリアとコルティナの仲は悪くない。

　マリアの結婚を誰よりも祝福し、そして引退を誰よりも悲しんだのは、彼女だ。

「だからこうして、ここまで出迎えたんだから」

「そういえば、私たちが来るのを前もってご存じだったようですが……」

「マリアのいる村との距離から、馬車の移動速度と襲い掛かるトラブルによる遅れを想定して、更に天候による街道の悪化も加味──」

「い、いえ、もう結構です」

　自慢げに滔とう々とうと自身の計算を披露し始めたコルティナを、フィニアが慌てて止める。

　彼女には説明しだすと止まらない癖がある。ナイスカットだ。

「む、そう？　じゃあお家で歓迎の用意してるから、早く行こう」

「お家、ですか？」

「そう。ニコルちゃんは娘も同然って言ったでしょ？　だから私の家で暮らすの」

「へ……」

　これは俺も想定外だ。

　察しの悪いマリアとライエルだからこそ、誤魔化すことができていたのに、神算鬼謀のギフトを持つコルティナと一緒となると、いつバレるかわかったものじゃない。

　できるなら遠慮したい待遇なのだが……。

「マクスウェルもそれなら安心だって納得してくれてね！　補助金まで出してくれたんだよ？」

「えっと、寮とか借家でも別に……」

「ダメよ。いくら使用人が一緒にいてくれるからと言っても、あなたはまだ子供なんだから。きちんと保護者の元で暮らす必要があるの。そしてマリアが来られない以上、保護者の役は私が引き継いだから、私の所で暮らすの」

「ぐへぇ」

　ダメだ、すでに補助金まで受け取っているとなれば、俺が断るとコルティナに迷惑がかかる可能性がある。

　もちろん、コルティナとマクスウェルによる独断なのだから、断る事もできるだろう。しかし強硬に反対すると、逆に怪しまれる可能性が高い。

　なにせコルティナは六英雄の一人。しかも能力ではなく策謀で貢献した一般人の希望の星だ。その彼女との同居の要請を断るなど、普通ならばありえない。

　恐らくこの待遇を売るといいだしたら、ちょっとした町の運営予算に匹敵する額が付くだろう。

「あうぅ……お世話になりますぅ」

「え、わたしもいいの!?」

「これ、ミシェル！」

　ミシェルちゃんがそう主張すると、さすがに彼女の母親が窘たしなめる。それにコルティナも珍しく困った顔をしていた。

「うーん、ごめんねぇ。貴女あなただけならともかく、ご家族を迎え入れられるほど私の家は大きくないし」

「そんなぁ」

「ミシェルー!?」

　少々厚かましいとも言える彼女の態度に、母親は顔面蒼そう白はくになっていく。

　だが俺は、コルティナがその程度で機嫌を損ねるような人物ではない事は知っている。

「大丈夫よ。代わりに近くに一軒家を用意してあるから、そこを使ってね？　ご近所さんよ」

「コルティナ様とご近所ー！」

　バンザイして喜びを表明するミシェルちゃんに、ペコペコと頭を下げて恐縮してみせる母親。

　彼女の天真爛漫さは、貴族も集まるこの町では少々危ないかもしれないのは確かだ。

　そこには今後も注意せねばなるまい。

　だがその明るさは、むしろ微笑ほほえましい雰囲気を作ってくれる。この長所は伸ばすべきだ。そこのところは兼ね合いという事になるだろう。

　そんなやり取りを経て、俺たちはラウムの街に足を踏み入れた。

　冒険者としての資格もなく、後ろ盾のない俺たちが街に入るには本来ならば厳格な審査が必要になるのだが、今回はコルティナの知人という事と、俺が英雄の娘である事が効いていて、ほとんどノーチェックで入る事ができた。







　俺が通う予定の魔術学院は街の外縁近くにある。

　これは授業で危険な魔法を使う関係上、街の中心部に置けないことが原因でもあるらしい。

　その外縁部にある巨大な学院のそばに、コルティナの家は存在した。

　英雄の住居にしては極端に小さく、質素な家。裏庭の広さも、馬が二頭入ればいっぱいになりそうなほど狭い。それはライエルの家よりもさらに質素な暮らしぶりが見て取れた。

　その隣には同じくらいの大きさの家が並び建っている。

「ここが私の家。ちょっと狭いけど我慢してね。隣がミシェルちゃんの家だよ」

「ここが……その、ライエル様のお屋敷もかなり……その……」

「言いにくいのは分かるけどね。まぁ私も贅ぜい沢たくしたくない心境というのがあってね。その代わりマクスウェルのお屋敷はすっごいのよ！」

　それにしても……コルティナの性格ってこんなだったか？　妙に優し気というか、無理矢理明るく振る舞っているような……まあ、フィニアが俺の事をまだ引き摺ずっているくらいなのだから、彼女もどこかそういう面を残しているのかもしれない。

　とにかく、マクスウェルはこの国の王族なのだから、豪勢な屋敷に住んでいて当然だろう。現在は魔術学院の理事長に収まっている。

　かつてはこの国の王だったわけだから、政治との繫つながりも切れていない。頻繁に国の重鎮が相談しに来る事がある為、彼の屋敷は見すぼらしい物であってはならないらしい。

「ま、住めば都のなんとやらってね。荷物を下ろしたら、マクスウェルの所に行くよ？　面倒な事はさっさと済ましちゃお」

　俺を家の中に押し込みながら、コルティナは愛らしくウィンクしてみせたのだった。




　その後、コルティナに連れられ、俺たちはマクスウェルの屋敷に向かった。残念ながらミシェルちゃんの両親は、荷下ろしの作業があるので、ついてきていない。

　ここにいるのはコルティナと俺とミシェルちゃん、それにフィニアの四人だ。

　マクスウェルは元国王だったのだが、冒険者として出立する際、この国の王族の立場を捨てている。

　それでも重鎮であったことには変わりない。邪竜退治を終わらせた後、この国に戻った際にそれなりの立場に復職していた。

　だが、邪竜討伐という大義名分があったとはいえ、形式上は一度放逐した人物を再び要職に迎え入れると言うのは、色々と法的な問題が存在した。そこで権威はある、だが公職ではない。そんな立場を勘案して魔術学院の理事長という立場に就任したのである。




　かつての国王であり、竜殺しの英雄。そして希代の魔術師。

　そんなマクスウェルをあばら家に押し込める訳にはいかないので、彼には結構な豪邸が用意されていた。しかし豪ごう奢しやな門に臆することなく、コルティナは屋敷の敷地内に踏み込んでいく。

　俺以外の面子はこういった屋敷には縁がない生活を送っていたので、すでに腰が引けている。俺だってこんな屋敷に住んでいた訳ではないが、仕事の都合上、忍び込む事が多かったので慣れている。

「マクスウェル、連れてきたわよ！　ほらさっさと開けなさい！」

　腰の引けた俺たちと違って、コルティナは遠慮なく扉を連打した。

　その傍若無人な態度に、フィニアは顔面蒼白になっている。

　ミシェルちゃんも、今までの『優しいお姉さん』風だったコルティナが粗雑な態度を取り出したので、目を丸くしている。

「まったく騒々しいのぅ。ワシャ先が短いんじゃ……たまにはゆっくりさせてくれぃ」

　騒々しいコルティナをまったく気にした風もなく、マイペースに扉を開ける老人。ドワーフもかくやという美び髯ぜんに尖とがった耳は十七年前からまったく変わっていない。

　そういえば、コルティナも短めに刈り込んだ髪の艶がまったく衰えを見せていないな。

　エルフ族ほどではないが、猫人族もそれなりに寿命が長い。確か彼女もすでに三十歳をとうに超えているが、種族全体で見れば、まだ若輩な歳のはずだ。

「やっと出てきた。先が短いんなら残された時間を有効に使いなさいよ」

「それくらい構わんじゃろうに。ぽっくり逝ったら後はお主に任せるわい」

「いやよ、メンドくさい」

　マクスウェルの主張をバッサリと一刀両断しておいて、コルティナは唐突に俺を抱え上げた。

「それより見てよ。マリアの娘、ニコルちゃんよ！　かっわいーでしょう？」

　抱き上げた後、さらに抱きしめ、後ろから頰ほお摺ずりしてくる。

　薄い頰肉が上下に擦られ、変形し、結構痛い。

　俺が迷惑そうな表情をしているのに気付いて、フィニアが手をあたふたと動かしながら、だが何もできずにいた。

　相手は彼女の雇い主ライエルのかつての同僚なのだ。上下関係を厳しく仕込まれた彼女では、口出しできる存在ではない。

「ほほぅ、色違いの瞳とは珍しいの。そういう目をした者は魔術的な素養を開花させやすいと聞くぞ」

「干渉系魔法のギフト持ちだって」

「聞いておったよ。じゃが瞳の事は聞いておらなんだ。先が楽しみじゃ！　ほら、中に入れ。茶くらいは振る舞ってやるでな」

　俺たちを招き入れ屋敷を案内するマクスウェル。無論俺たちはその後ろをついて歩く訳だが、その屋敷の中を見て絶句した。

　汚いのだ。廊下のそこかしこに埃ほこりが積もり、紙くずを始めとしたゴミが山積している。

「こ、これは……」

「相変わらずきったないわね。使用人くらい雇いなさいよ」

「一応機密の書類とかあるでな。迂う闊かつに人を入れる訳にはいかんのじゃ」

「だったら掃除くらいしなさい」

「面倒じゃ。お主がやってくれんか？」

「なんで私が……」

　絶句するフィニアを他所よそに二人はポンポンと口くち喧げん嘩かを展開する。その光景を見て、俺は少し懐かしい感傷に駆られた。彼等は魔術師と軍師。彼等は昔からこうして口論して、場を賑にぎやかしていたものだ。

　俺たちを迎えた時の態度でコルティナも落ち着いたかと思っていたのだが、その性格は簡単には変わらないらしい。

　居間らしい一室に俺たちを案内し、マクスウェルは再び部屋から出ようとした。

「ほれ、ここで待ってなさい。ワシは茶を淹いれてくるで、寛くつろいで──」

「そうじゃないでしょ！　私がわざわざここに来た理由を思い出しなさい、ボケ老人！」

「ん？　おお、そうじゃったな。魔力値の測定か。では測定盤も持ってくるとするか」

　まるで堪こたえた風もなく、マクスウェルは部屋から出ていった。

　その間に俺たちはソファの埃を払って、ようやく腰を落ち着ける事にした。

「驚いたでしょ？　最近特にボケが進行しちゃって」

「いや、あれは単に飄ひよう々ひようとしてるだけなのでは……？」

「人から見るとそう見えるみたいなんだけどねぇ。おかげで私も、最近は気が短くなっちゃって」

「それは前から」

　思わずボソリと呟つぶやいて、俺は口を押さえた。

　過去のコルティナについて今の俺は何も知らないはずなのだ。だがコルティナは俺の呟き声を聞き逃す事はなかった。

「んー？　なんで昔の私を知って……ああ、そっか。マリアに入れ知恵されてきたのね！　アンニャロ、女の友情を裏切る気か」

「え、へへ……えっと、そう？」

　そのマリアはコルティナより年上なためすでに四十を超えている。だがその外見は、今なお二十代と言っても十分通用するほど若々しかった。

　ライエルは相応に老け顔に変異しているというのに……あいつもまるで妖怪みたいだ。

　エルフのフィニアや、そこまでとはいかないが長命な猫人族のコルティナに引けを取らない人間というのも、恐ろしい。

「待たせたの。いい茶葉があったので淹れてきた」

　しばらくして、マクスウェルがトレイにティーセットを一式乗せて戻ってきた。それをソファの前のテーブルにいそいそと並べる姿は、英雄の威厳など一切感じさせない。

　だが俺は知っている。奴は邪竜コルキスにトドメを刺すほどの大魔法を放てる超絶の達人なのだ。

　しかしコルティナはそれを知っていても怯ひるむ事はなかった。そそくさと茶道具を並べるマクスウェルに、またしても食って掛かったのである。

「ちょっと、お茶じゃなくてまずは魔力測定でしょ！　測定盤はどうしたのよ？」

「ワシだってまだボケておらんと言っておろうに。忘れておらんわ。ホレ、ここに」

　そう言ってマクスウェルはトレイをひっくり返してみせた。

　いや、トレイに見えたそれは、魔力値測定盤そのものだったのだ。

「あんたね……仮にも高額なマジックアイテムを、茶道具代わりに使うんじゃないわよ！」

　あまりの扱いにコルティナがすかさずツッコミを入れている。マクスウェル……悪いが俺も、こればっかりはコルティナに同意せざるを得ないぞ。

　コルティナにツッコミを入れられても、マクスウェルはどこ吹く風の様相だった。まったく堪えた風もなく、飄々と言葉を返す。

「あるモンを使って何が悪いか。お主が常々言っておる事じゃろうに」

「一応初見の人間もいるんだから、少しは取り繕いなさいって話よ」

　茶の用意を整えたマクスウェルは、コルティナの小言を聞き流しながら俺の方に手を伸ばした。

「ほれ、ニコルじゃったかの？　この盤に手を乗っけるといい」

「もう！　少しは言葉遣いってものをね──」

「うるさいの、コルティナ。お主はそんな有様じゃからレイドに振られたんじゃ」

「ち、ちょっと！　それとこれとは関係ないでしょ!?」

「千載一遇のチャンスをあっさり棒に振ったくせに。見てみぃ、見事に行き遅れておる」

　いや、待て。俺の記憶では、間違いなく俺の方が振られたはずである。なぜコルティナが振られた的な話になっているんだ？

「あの……」

「ん？　ああ、この話かの？　コヤツは照れ隠しでレイドを振っておいて、その実は未練たらたらでなぁ」

「子供になに教えてんのよぉ！」

　ついに実力行使に出て、ポカポカとマクスウェルを叩たたきだすコルティナ。だが背の高いマクスウェルと、小柄な者が多い猫人族のコルティナでは、その抗議もあまり効果がない。

　というか、俺も続きが聞きたいぞ、それは。

「レイドはあれで朴念仁な男じゃったからな。自分が振られたと勘違いして、できるだけいつも通り振る舞っていたら、コヤツも切り出す機会をなくしよったのじゃ。軍師が聞いてあきれるわ。わはは！」

「マクスウェル！　あんた、覚えてなさいよ!?」

　なんという事だ。つまりあれか？　俺が諦めずに再アタックしていたら、了承してもらえてたのか!?

　俺は諦めが悪い方だが空気の読める男だと自認していた。しかし、どうやらそれも撤回しないといけないらしい。

　思いもかけず、コルティナの可愛かわいい所を目にして、俺はニヤニヤと笑みを零していた。それを彼女に見み咎とがめられる。

「あ、ちょっとニコルちゃん？　なんかイヤらしい顔してるわよ、あなた？」

「え？　え、そんな事……ある、かも？」

「もう、大人をからかっちゃダメなんだからね？　こういう失敗は、誰でも人生に一度や二度はあるものなんだから！」

「お主の場合、それが致命的だったの。死神の異名を持つ軍師に告白する者など、あの偏屈者の物好きくらいだったろうに」

「あれはレイドが根性なしだっただけで……ううん、違うわね……」

　威勢の良かったコルティナが、急にしおらしくなった。その様子を見て、俺は原因に思い到る。彼女も俺の死によって、人生を変えられた一人だ。

　俺の指示に従い、魔神の前から逃げた。それがトラウマになっているのだろう。

「あーもう、いいわ。この話はなし！　ほら、さっさと測定しちゃいなさい」

　何かを振り切るように頭を振り、俺に測定を促してくる。だがその顔には無理をしている様子が有り有りと浮かんでいた。

　自分では勝ち筋を見つけられなかった敵。それを前にして、逃げざるを得なかった過去。彼女も重荷を背負ったまま生きてきたのだ。

「……うん」

　だからといって、今更俺が名乗り出る訳にもいくまい。

　前世の俺からあまりにもかけ離れた姿を見れば、それはそれで彼女は重荷に感じてしまうだろうから。

　せめて男に生まれ変わったのなら、名乗り出る事もできただろうに……女だしな、今の俺。

　散々抱きしめられたり頰摺りされたりもしたし。

　無言で測定盤に手を乗せると、俺の今の魔法適性が石盤に表示されていく。それを読み取って、マクスウェルは小さく頷うなずいた。

「ほう。魔力値はトンデモなく高いな。これならば、戦闘中に魔力が枯れるという事はなかろうよ」

「え、でも……魔法、あまり使えないし」

「それは制御力が極めて低いからじゃ。しかも解放力も低い。正直持て余してる状態と言える」




　魔法の実力を測る上で重要になる三つの数値。潜在力、解放力、制御力だ。

　潜在力とは体内に保持できる魔力の総合値で、言うなればタンクみたいなものだろう。

　そして解放力はそこから一度に汲くみ出だせる力の大きさ。いわば蛇口と言っていい。

　制御力は汲み出した魔力を魔法に変化させる能力。

　潜在力がなければすぐに魔力切れを引き起こし、解放力がなければ魔力を汲み出せない。

　制御力がなければ、魔力を複数の対象に誘導したり、離れた場所に飛ばす事すらできない。

　この三つの力は、どれをとっても重要な要素になる。




　俺はそのうち、解放力と制御力に問題があるタイプらしい。

「なに、安心せい。解放力は成長とともに大きくなるし、修行次第でいくらでも成長できる。制御力も同じじゃ。むしろ最も重要な素質である潜在力が高い分、他の誰よりも将来性があると言えるぞ」

「そうなのかな？」

「太鼓判を押してやろうとも。レイドやガドルスなど、欠片も潜在力を持っておらんかったからの。それに比べれば、よっぽどマシな弟子じゃ」

　俺を励ますように、頭を撫なでるマクスウェル。

　なんだか、前世の俺の時と態度が違い過ぎやしないか？　潜在力がゼロと知った時、指差して笑ったのは忘れてないからな。

「これだけの魔力があれば、入学しても支障はあるまいよ」

「それじゃあ！」

「うむ、合格じゃ。ようこそ、ラウム魔術学院へ」

　英雄の娘である俺は、ある意味誰よりも強力なコネを持っている。最低限の魔力さえあれば、入学するのに問題はないのだ。

　こうして俺は、魔術学院への入学資格を手にしたのである。




　俺の魔力測定が終わったので、ふんだんに砂糖を使った甘いお菓子をミシェルちゃんとごちそうになった。

　どうやらマクスウェルにしては珍しい行動だったらしく、コルティナが目を丸くしていた。俺に気遣って奮発したのだろう。

　なんだか、昔の仲間たちから親戚の子供扱いされてないか、俺？

　甘いお菓子は、前世から俺の隠れた好物だったので、ここはありがたく頂戴しておいた。フィニアとミシェルちゃんの幸せそうな顔も見れた事だし、悪戯ばかりしていたマクスウェルにしてはよくやったと褒めてやろう。

　特にフィニアのそういった顔は、ある意味希少である。彼女も不愛想と言う訳ではないが、表情が硬いんだ。せっかく元はかわいいのに。

　ひとしきり俺の育成方針や生活について、コルティナとマクスウェルが話し合った後で、その日は一度解散する事になった。

　俺たちがマクスウェルの屋敷から出る時、そのマクスウェル本人から声がかかる。

「コルティナ、悪いがお主には別の話がある。少し残ってくれんか？」

「なによ？　この子たちだけで先に帰せって言うの？」

「そうではなく、〝あの件〟でな」

「──それならしかたないけど……なら余計にこの子たちだけでは危ないんじゃない？」

「お主の家までなら大丈夫じゃろ。まだ日も落ちておらんし、人通りもある」

　神妙な表情でそう告げるマクスウェルには、先ほどまでの好こう々こう爺や然とした雰囲気はない。

　それを受けて、コルティナは俺たちに振り返って言った。

「悪いけど、先に帰っててくれる？　これが家の鍵」

「え、あ……ハイ？」

「ちょっと今、この街で問題が起きていてね、その相談なの。だから部外者には話せなくって……」

「あ、そうだったんですか。わかりました！」

　仮にも二人はこの国の重鎮。いや、世界の重鎮だ。コルティナも立場的には一教師に過ぎないが、それでも彼女個人の名声は高い。

　その二人が部外者をシャットアウトして話し合うのだから、かなり不穏な話になるはずだろう。

　俺とフィニアはそれほど荷物を持ち込んでいなかったが、ミシェルちゃんは引っ越しにふさわしいほどの荷物を持ち込んでいる。

　旅慣れた俺と違って、一から住環境を作らないといけないのだから、当然だ。




　家までの帰路、フィニアとミシェルちゃんは間近で触れ合った英雄たちの素顔に、興奮気味に感想を述べあっている。

　俺たちの村の人間はライエルとマリアの存在がある為、英雄の憧れへ耐性を持っているが……先程の状況は、一般人だったら卒倒していてもおかしくない状況だった。

　無論この街の住人も、二人の英雄を抱えている以上、そういう耐性を持っているのかもしれない。

「でもマクスウェル様もコルティナ様も、思ったより優しくてよかった！」

「そうですね。お二人共、実に親しみやすくて。もっと謹厳な方々かと思っていました」

「これからコルティナ様にも、色んなこと教えてもらえるんだ。わくわくするね！」

「はい。私も昔の事を色々お尋ねしてみたいですよ」

　フィニア、お前が聞きたいのは主に俺の事だな？

「それにしてもコルティナ様とレイド様がー。んふふ、二人とも好きあっていたのね！」

「そうですか？　私としては少し──」

　能天気に英えい雄ゆう譚たんを楽しみにしているミシェルちゃんと違い、想い人に好意を寄せていた人がいたという事実に、衝撃を隠せない様子のフィニア。

　まぁ、俺としてもコルティナの事は、今でも憎からず想っている。

　だがそれと同じくらい、俺にとってフィニアやミシェルちゃんは大事な存在になっていた。

　生まれてから七年。フィニアも付き合いの長さだけならば、コルティナにも匹敵する──家族同然なのだ。

「……あら？」

　そんな浮かれた気分を切り替えたのは、そのフィニアだった。

「ん、どうかしたの、フィニア？」

「ええ、先ほど……いえ、きっと気のせいですね」

「なに？」

　少し気になったという風で、フィニアは小さく首を傾げている。

　夕刻。人通りも多くなり、ひっきりなしに荷馬車が往来していた。中には太い材木を運んでいる馬車もあって、気を付けないとはねられてしまいそうな程の喧けん噪そうだ。

「いえ、先ほど通り過ぎた馬車ですけど……なにか音が響いていたな、と」

「音が響く？」

「ええ、なんだか楽器みたいな」

　そう言って長い耳をピクピクさせる。その仕草が小動物染みていてカワイイ。

　エルフ族は耳が大きいだけあって音に敏感だ。その能力を活かして、音楽の道に進む者も多い。いわゆる吟遊詩人である。

「それは……何か気になる、かな？」

　先ほど、俺たちのそばを通り過ぎた荷馬車は、太い木材を運ぶための物だ。

　森に囲まれたこのラウムの王都は、頻繁にこういう木材を運ぶ馬車が往来する。林業は、この国の主要産業でもある。

　だがそれはそれとして、楽器のような音ね……それはつまり木の中がくり抜かれているとか、そういうことだろうか？

　だとすれば、なぜそんな事をするのか、俺も少し気になった。

「少し様子を見に行ってくる。フィニアはミシェルちゃんを送ってあげて？」

「え、ちょっとニコル様!?　ダメですよ、ちゃんと荷に解ほどきしないと！」

　駆け出そうとする俺の手を、フィニアは素早く摑つかんだ。こうされると、非力な俺では振り解ほどく事ができない。

「うぬぅ、フィニア、放して」

「ダメです。お片付けしてからじゃないと。それにもう日も傾いて来てますので、明日にしましょう？」

　この街に入ったのは昼過ぎだった。そこから荷物を下ろして、マクスウェルに歓待されたのだから、結構な時間になっている。

　フィニアのいう事も、実にもっともだった。

「む……了解。じゃあ、明日ね？」

「はい、明日。ニコル様は良い子ですね」

　大人しく言う事を聞いた俺を見て、フィニアは花のような笑顔を溢こぼしたのだった。




　完全に日が落ちてから、ようやくコルティナが戻ってきた。

　少し荒れた感じの厨ちゆう房ぼうを使い、フィニアは夕食の準備を整えて待っていたが、コルティナは完全に食事の用意ができたというのに、帰ってこない。

　さすがに心配になって、マクスウェル邸に様子を見に行こうかと悩んだ頃になって、ようやく帰宅したのだ。

「いやぁ、おまたせぇ。ちょっと立て込んじゃってね」

「何かあったの？」

　コルティナはそれなりに分別のある人物である。マクスウェルのように飄ひよう々ひようとしていないので、客人を放置するなど珍しい事だった。

　それでも用事を優先したという事は、それなりの重大事だったはず。機密事項を話すとは思えないが、俺は尋ねずにはいられなかった。

「うーん、ニコルちゃんもこの街に住むんだし、私の保護下っていう事はそれなりに重要人物になるわけだから、話しちゃってもいいかな？」

「え、聞いておいてなんだけど、いいの？」

「事が起きてからじゃ大変だしね。実はこの街では今、人ひと攫さらいが頻発していてね……その捜査に私とマクスウェルも駆り出されてるのよ」

「それ、大変なんじゃ……」

「そう。しかもついさっき侯爵の娘も行方不明になったとかで、大騒動よ。マクスウェルは物品探査サーチの魔法で対象を探り出せないか、今向かっているところ」

　物品探査の魔法は、その者が身に付けているアイテムを探知する事で居場所を突き止める魔法である。

　侯爵令嬢ともなれば、捜索の優先度も最上位になる。近いうちに発見されるだろうが……それでも間に合わない時はある。それを俺は身をもって知っている。

「しんぱいだね」

「私としてはニコルちゃんの方も心配だけどね。見かけによらず、ヤンチャだってマリアから聞いてるわよ？」

「え、いつ!?」

　マリアがいるのは北部三ヵ国連合の辺境の村。コルティナがいるのはそこから二週間かかるラウム森王国の首都。この二人がいつ連絡を取ったというのか。

「遠距離でも通話できる魔法はあるのよ。それを使えば簡単……マクスウェルが」

「……自分じゃ使えないんだ？」

「意外と高度な魔法でね。広く浅くのわたしじゃ、ちょっと」

　おどけてみせるコルティナに愛想笑いを返してから、その日は夕食と相成ったのだった。
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　レティーナは確かに浮かれていた。

　念願の魔術学院。その入学審査の一つである、魔力測定にパスしたからだ。

　だからこそ、浮かれた足取りで街を歩き──気が付けば母親とはぐれてしまった。

「あれ、ここ、どこですの？」

　気が付けばすでに母親の姿はない。

　その姿を探してさらに街の中を彷徨さまよい、人通りのない路地へと迷い込んでいく。

　この王都はエルフの街と呼ばれているが、エルフの比率が他の町より多いというだけで、それ以外は他の街と大して変わらない。

　人通りのない路地が、子供の恐怖心を煽あおる事も変わりなかった。

「お母さまー？　どこですぅ？」

　涙を流しながら、路地裏を彷徨い歩いていく。

　エルフ族の中でも国政に関わる一族に生まれ、物心がつく前から英才教育を受けてきた。

　その成果の一端が実った事で、舞い上がっていた事は否定できない。

　舞い上がった結果、幼い彼女が母親とはぐれてしまったとしても、それは責められる事ではないだろう。

「まま──ままぁ！」

　ついには号泣しだした彼女に、声を掛ける存在が現れた。

　そこにはアルコールの臭いを漂わせた、ガラの悪そうな一人の男。

「どうしたんだい、お嬢ちゃん。そんなに泣いてちゃ、可愛かわいい顔が台無しだぜぇ？」

「ひぅ！」

　あからさまに胡う散さん臭くさい言動。

　すぐにでもその場を逃げ出したかったレティーナだが、足が竦すくんで一歩も動く事ができなかった。

「出荷分はもう揃そろってるんだが、もう一人くらい追加があっても悪くねぇよな？」

　そう言って懐に手を突っ込み、汚い皮袋を引っ張り出し、その中から更に汚い布切れを取り出す。そこから漂ってくる刺激臭に、彼女はようやく呪縛を解かれたように動きだした。

　だがそれより一歩早く、男が彼女に襲い掛かった。

　口元に取り出した布を押し付けられ、その刺激臭に吐き気を覚えた。

　悲鳴を上げようともがくが、全身の力が急速に抜けていき、それも叶かなわない。

　やがて意識すら保っている事もできず、レティーナは闇の中に沈んでいったのだった。

「さて、〝棺かん桶おけ〟の予備はあったかな？」

　男は羽織っていたマントで彼女を包み、そのまま路地の奥に姿を消したのだった。
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　旅の疲れが出たのか、フィニアは早々に床に就くことになった。

　コルティナは再びマクスウェルと侯爵家に出向いている。俺も旅の疲れを口実に、与えられた個室で眠る事になっていた。

　しかしそんな話を聞いて、俺が大人しくしていられるはずがない。

　こう見えても俺は、俺の正義に何よりも重きを置いている。子供の誘拐など見過ごせる話題ではない。

　夜も更けてから街に出るとなると、俺のような子供だと目立って仕方ない。人目は避けないといけないだろう。

　しかもカタナは隠せるほどの大きさではないので、さすがに持ち出せない。万が一帯刀した姿を見み咎とがめられたら、不審人物一直線になってしまう。

　とにかく誘拐犯を見つけ出せれば、後はマクスウェルとコルティナがカタを付けてくれるはずだ。

　脱ぎ捨てた旅装を再び身に纏まといい、夜の街に繰り出したのだった。その俺を見つめる視線に、気付くことなく。




　箝かん口こう令れいが敷かれていると言っても、やはり噂うわさくらいは広がっているのか、夜の街に人通りは少なかった。

　人目に触れないように表通りを避け、裏通りの寂さびれた住宅街を探索する。

　誘拐を行う連中が人目の多い場所にアジトを構えるとは思えなかったからだ。

　それに、俺は気になる点があった。夕刻、フィニアが言っていた『中をくり抜いた木材』を積んだ馬車だ。

　もしかしたら、あの木材の中に子供を隠して、街を出ようとしているのかもしれない。

　この世界では奴隷は禁止されているが、その需要がなくなったわけではない。ましてや今は、邪竜騒動の後で一部の世代がごっそり減っている。

　ラウムには直接的な被害はなかったが、それでも影響が皆無とは言えないだろう。




　そして十七年前の邪竜討伐に関係する世代となると、ちょうど今頃は俺くらいの子供を持つ親の世代に近い。

　その世代が抜け落ちてしまって、子や孫のいない老人も増えているそうだ。そういった相手に養子を提供するビジネスも後を絶たないのだとか。

「それに、エルフ……か」

　コルティナの話では、エルフの少女が誘拐犯の好みらしい。侯爵の娘も、例に漏れずエルフで、その影響で目を付けられた可能性もある。

　エルフの奴隷売買となると、この街では行えない。おそらくは街の外での取引。ならば門に近い場所にアジトを構えている可能性が高い。

「そして昼に聞いた怪しい木材が運ばれていった方角と重ねると……ここが怪しいって事になるんだよな」

　俺がやってきたのは、門のそばにある木材集積場。端的に貯木場と呼ばれている場所だった。

　街中だというのに結構な広さの土地を使い、そこに大小さまざまな木材を保管し、乾燥させ、加工する場所。

　ただだだっ広いだけの場所ではなく、三階建ての巨大な棚のような建物に木材を保管している。そしてそこに、木材を管理する職員の詰所も存在していた。

「アタリ……かな？」

　すでに日も落ちてかなりの時間が経っているというのに、詰所には明かりが灯ったままだった。

　無論、これが貴重な品を管理している場所なら、監視の目が付いていてもおかしくはない。しかしここは森王国。周囲を森に囲まれた場所にある貯木場。木材の供給量は限りなく多い。その大量の木材を見張るなど、この街に関してはあり得ないと言っていい。多少盗まれても、それ以上の数が流入してくるのだから。

　夕刻に見かけた馬車も、荷下ろしせずに停車したままになっている。通常、こういう場所に運び込まれた木材は、乾燥させるために所定の場所で放置され、時間をかけて水気を抜くはずだった。

　俺は馬車に近付き、ざっと調べてみた。しかし馬車本体には怪しい所はなかった。だが積み荷の木材にやはり違和感を覚えた。

　積み荷の木材は通常使用される木材よりも一回り以上大きく、太さが五十センチ以上ある物が積み込まれていた。普通建築に使用される物の倍近い太さだ。

　さらによく調べてみると、木材は全て中央部に切り込みのような物が刻まれていて──いや、これは二つの木材をくっつけているのか？　やはり中はくり抜かれていたらしい。

　俺は中を見るために隙間をこじ開けようと頑張ってはみたが……、

「ふんっぬぬぬうううぅぅぅぅ！」

　うん。まぁ、知ってた。

　この貧弱極まりない俺の腕力で、通常よりも一回り以上大きな木材をこじ開けられるはずもなかった。仕方ないのでコンコンと表面を叩たたいてみると、確かに空洞のような反響音が響く。

　恐らく馬車の振動で木材同士がぶつかり合い、それがこの反響音を響かせていたのだろう。音に鋭いエルフのフィニアは、その音を聞き逃さず、違和感を覚えたというわけだ。

「うーん……？」

　取りあえず中を調べられない事には仕方ない。そんな怪しい木材を運んでいた連中を調べるため詰所に向かうか、それとも帰ってマクスウェルに報告するか。詰所からは人が出てくる気配はまだない。報告するなら今のうちかもしれないが……。

　俺は数瞬黙考したのち、詰所を調べる方を選択していた。決して家を抜け出した言い訳を考えるのが面倒だったわけではない。それに俺が目を離した隙に木材を移動されたら、元も子もない。

　俺は気配を消したまま詰所に近付き、窓から中を窺う。夏場の作業の事も考えて、こういう詰所には窓の設置が必須になっていた。

　といっても、高価な板ガラスで区切られたものではなく、木板の倒し窓だ。まだ春先の肌寒さが残る季節なので、倒し窓は閉められている。

　しかし中の音を聞き取る隙間を開く程度ならば、音も立てずにできるだろう。

「よう、酒はそれくらいにしておけよ。もうすぐ出発するんだからな」

「わぁかってるよ！　それにしても夜中に街を出るとかぞっとしかしねぇな」

「ハッ、街の周囲のモンスターは冒険者様が討伐なさってくれているさ！」

　詰所の中に人の気配は三人。全て男の声だ。

　ラウムの門は夜には閉じられている。これは森王国全体でそういう傾向があった。

　森の中に街を拓くことが多いラウムでは、害獣の侵入を避けるため、夜間は門を閉じるのが通例になっているのだ。

　それなのに、連中は街を出ると言っている。強行突破ということも考えられるが、何度も犯行を繰り返している連中が『狩場』を荒らす真似をするとは考えにくい。これまで同様に、街を出る手段を持っていると考えるべきだ。これは門番が懐柔されているという証拠でもある。

「しかたねーだろ。早く棺桶を運び出さねぇと衰弱死しちまうだろうが」

「構やしねぇ。足りなくなったらまた補充すりゃいいじゃねぇか」

「ハッ、そうもいかねぇんだよ。最近は〝英雄様〟が捜査に乗り出しているらしいからな」

「へっ、身内に裏切られてる英雄様かよ。怖かねぇ」

　中から聞こえてきた言葉に、俺は背筋に冷や水を浴びせられた気分になった。

『棺桶』と言うのは、おそらく中をくり抜いて偽装したあの大木の事だろう。

　しかも後のセリフから、街を守る衛え士じ隊の身内に裏切り者がいると推測できる。捜査しているマクスウェルのそばに偽の情報を流す輩が存在していたとしたら、いつまで経っても彼はここに到達できない。

　そして下手をすれば、不意打ちを食らって命を落とす危険だってある。

「コイツら……衛兵の一部を抱き込んでやがるのか」

　声が響かないように、口の中だけで呟つぶやく。

　すぐにでもその事を知らせないと……そう考えた俺の行動を、中から聞こえてきた声が遮った。

「連中を甘く見ると痛い目を見るぞ」

「なんだよ、怖気付いたのか？」

「真実だよ。俺は北に行った時、連中の一人と害獣討伐の仕事に出た事があってな」

「マジかよ。すげーな！」

　その言葉に俺は身体を固めて、動きを止めた。

　北にいる英雄は三人。その中で害獣討伐に出るとなれば、それはライエルしかいない。

「信じられるか？　あのバケモノ、昼食時に襲い掛かってきた狂マツド乱グリズ熊リーを片手で引き摺ずり倒し、押し固め、動きを封じたところで食事用のナイフを使って頸けい椎ついを刺しやがった」

「は？」

「食事用のナイフだよ！　それ一本であのマッドグリズリーを退治したんだ。それも怪我一つなく、息一つ乱さずに！」

「冗談だろ。マッドグリズリーっていや、冒険者が五、六人は必要になるぞ」

「そんなレベルじゃねぇってのを実際目にしちまったんだよ。あれを見て以来、俺は事は慎重に運ぶことに決めたんだ。世の中見掛け通りじゃいかねぇ化け物がいるって思い知ったからな」

　男はそう吐き捨て、椅子に寄り掛かった……ような音がした。どうやらその男が三人の中のリーダーらしい。

「まぁいい。そろそろ待ち合わせの時間だ。その酒を飲み終えたら出発するぞ。最後まで油断はするな」

「へいへい。奴隷商人どもも、外で待ちくたびれているだろうしな」

　俺の想像通り、やはり街の外で子供の受け渡しを行うつもりだったようだ。奴隷の存在自体がグレーを通り越して真っ黒なので、街中で取り扱えないのもむべなるかな。

　深夜を狙って出発するのは、その時刻だと人目がないのと、門を守る兵士の数も減っているからだろう。その兵士を抱き込んでしまえば、街の出入りは自由になる。

「くっそ、見捨てる訳にもいかないじゃないか──」

　ここでこいつらを見逃したら、街の外に逃げられて子供たちが奴隷商に渡され、足取りを見失うだろう。

　子供が売られそうになっているのに、英雄を目標とする俺が、それを見逃す訳にはいかなかった。




　とりあえず馬車の停めてある場所まで戻ってきて、俺は頭を悩ませた。

　本来ならば衛兵に知らせ、捕縛してもらう。もしくはコルティナかマクスウェルに知らせれば、問題なく捕縛してもらえるだろう。

　だが、その時間的余裕はなさそうだ。そもそも奴らは衛兵を抱き込んでおり、門の守りを擦り抜けて街を出ると言っていた。

　こっそり子供を助け出すにしても、俺の腕力では〝棺桶〟を開ける事ができない。自力で助け出す事は不可能に近いだろう。

　では、俺が奴らを倒す？

　それもかなり難しい。詰所の中の連中は三人いた。一人なら不意を突けば倒せなくもないだろうが、今の俺の身体能力では、それ以上はかなり難しい。

「なら、できる事は一つか……」

　奴等がもうすぐ街を出るのは、門番を抱き込んでいるからだ。

　だがそれならば人目を気にする必要などはない。つまり、この時間を選んで出発するのは、抱き込んだ衛兵が少数もしくは一人だから。

　ならば門番が交代する時間まで引き留める事ができれば、奴等の出発は延期せざるを得なくなり、マクスウェルたちを呼びにいく時間を稼げるという事になる。

「──馬車を壊す。そうすれば、時間を稼げる」

　これだけの大木──中はくり抜いてあるが──重量はかなりある。

　今積んである馬車が壊れれば、積み替えを行う必要があり、それを三人でするとなると結構な時間がかかるはず。そして門番の交代の時間になれば、連中は街を出る事が不可能になる。

　つまり今さえ凌しのげば、少なくとも明日の朝方まで時間を稼げる。

　無論、馬車を乗っ取ってこの場を離れれば、楽に事を収める事ができるのだが、実は俺は馬車の操作ができない。

　馬に乗る程度ならできるのだが、二頭立ての大型荷馬車となると、まったく自信がなかった。

　それに馬車を奪うだけでは男たちが逃げてしまう。




　俺は周囲を見回し、そこで放置されたままの吊つる切きり鉈なたを発見した。別名鰻うなぎ鉈なたとも呼ばれる、先端がＬ字に曲がった刃物である。

　恐らくは正規の業務を行う上で必要な道具だ。これで固定してるロープを切ったり、木材に引っ掛けて引っ張ったりするのだろう。

「これしかないか。せめてカタナを持ってきてたらな──」

　今になってそう思うが、元々アジトを探し出すのが目的で、戦闘は想定していなかった。それにカタナを持った幼女が夜道を歩いていたら、まず間違いなく衛兵に通報される。この時間ならマクスウェルかコルティナに直接連絡が行く可能性もある。

　着いた初日なのに、そんな目に遭うのは御免被りたい。

　ともかく、この鉈でも妨害は可能だ。まず『棺桶』を固定しているロープを切るだけでも、固定し直すために時間がかかる。

　しかし、それだけでは不充分だ。もっと時間を稼ぐには馬車本体にダメージを与えないといけない。

　そこで俺は馬車の下に潜り込み、車軸を固定する金具を外しにかかった。車軸が外れれば、長く走れず、目に見えて故障が判明する。

　すぐにでも積み換え作業に入る必要があり、時間を大きく浪費するはず。運よく大通りまで行って、そこで荷崩れでも起こせば、事件の発覚につながる可能性もある。

　吊切鉈の先端を金具に引っ掛け、抉えぐる様にして引き剝はがしにかかる。

　力ない俺ではあるが、Ｌ字に曲がった先端はテコの原理を利用でき、時間はかかったが一つを外す事に成功した。

　車軸を固定する片方が外れたのなら、街の外までは走る事ができないはずだ。




　そして俺は馬車から這い出し──そこで詰所から出てきた男たちと目が合ってしまった。

　どうやら俺が思っている以上に、時間をかけてしまったようだ。いや、隠おん密みつのギフトを発動させていなかった俺のミスか。長らく斥候という実戦の場から遠ざかっているせいで、かなり鈍なまっていたらしい。

「なんだ、どこから入ってきた、このガキ！」

「おっ、わ、わたしは……その──」

　俺がうまい言い訳を模索している短い時間に、男たちは別の判断を下したようだ。

「まぁ待て。イタズラするつもりだったのかは知らねぇが、コイツぁいいカモが迷い込んできたってモンだろ？」

「あ？」

「よく見ろよ。ちぃっと薄汚れてはいるが、上玉じゃねぇか」

「あん……？　ふむ、確かに色違いの目は金になりそうだな」

　今の俺は、旅装の埃ほこりを落としただけの、短めのスカートと腿ももまでのハイソックスで足を守っている。馬車の下に潜り込んで作業したせいで、頑丈な木綿のシャツも、青銀の髪も土で汚れていた。

　だが赤あか碧あおの色違いの瞳や、その優美な顔の造作は隠しようもなく見て取れる。それを見てこの人ひと攫さらい共は、俺も拉ら致ちする事を決断したようだった。

　品定めするような、粘つく視線を俺に送る男たち。その視線を受け俺は背筋に怖おぞ気けが走る感覚を覚えた。どうせなら、この感覚を有効活用させてもらうとしよう。

「──ひぁっ」

　小さく悲鳴のような嗚お咽えつを漏らし、一歩後ろに下がろうとする。もちろん馬車から這はい出たばかりの俺の後ろには、馬車があるため、これ以上下がれない。

　トンと、小さく音を立てて身体が跳ね返され、ふらりと揺れる。その仕草が男たちには怯おびえたように見えるはず。それは俺の計算の内である。この仕草はフィニアのそれを参考にさせてもらった。

　俺の周囲で恐怖に怯える少女なんてのは彼女しか思い浮かばなかったからだ。マリアやコルティナはもちろん、ミシェルちゃんですら、怯えるより嚙かみつくタイプの性格に成長している。

「や、こないで……」

　震える声でそう言い、わざと動揺して下がれない後ろに下がろうとした。その行動を見て、俺が完全に怯えていると判断したのだろう。二人の男が無防備にこちらに近付いてくる。だが一人の男は、こちらから距離を取っていた。

　それはそれで、俺にとっては都合がいい。一度に三人を相手にするのは、今の俺には無理だ。少しでも時間差があるのは、こちらの利になる。

　自分の声にさすがに鳥肌が立ち、全身がガクガクと震える。演技とはいえ自分の女性丸出しの態度に悪寒が走ったのだが、その震えが外から見れば怯える仕草に見えるはず。

　それにしても、目撃者が無力な子供とわかるや否や、早速拉致しようとするとは実に判断が早い。

「わたしをどうするつもりなんですか……？」

「あん？　そりゃ……お前を可愛かわいがってもらえる人に紹介してやるのさ。大抵は奴隷商だがな」

「別の意味で可愛がってくれるかもしんねぇぞ？　最近は生いけ贄にえにガキを欲しがる連中もいるからな！」

「そのくらいにして、さっさと拘束しろ。不測の事態は即座に収束させるのが長生きの秘ひ訣けつだぞ」

　二人の男が大口を開けて、馬鹿笑いをしている。完全に油断をしているが……そうか、奴隷に生贄。どちらにしろ、こいつらを見逃す理由はなくなったというわけだ。

　どうせならその取引相手の居場所も聞き出したいところだったが、後ろに控えていた男が警告を発して無駄口を止めさせた。

　意図的に震えてみせる俺の肩を摑つかもうと、近付いてきた男が手を伸ばす。肩に手が届くという事は、俺の剣が届く間合いでもある。

「ほら、大人しくしていたら痛い目には遭わせねぇよ」

「悪いが……断固として断る！」

　こいつらが誘拐犯である事はすでに明白。ならば先手必勝、手加減してやる義理もない。油断しきっている今のうちに、一人でも多く無力化させてもらおう。

　俺は怯える少女の振りを唐突にやめて、本来の男へと思考を変化させ、その手が俺の肩に触れようとした瞬間、吊切鉈を横よこ薙なぎに振るった。

　ただの剣ならば、俺の力ではそれほどダメージを与えられないかもしれないが、Ｌ字に曲がった先端を当てればそれなりの手傷を追わせる事ができるはず。

「うおっ!?」

　だが男は腰を引かせるどころか、前に一歩踏み出してその斬撃を防ぐ。

　反射的に前に出るだけ、この男はそれなりに経験を積んでいると見て取れた。もっとも、俺の剣速が非力さの影響でかなり落ちているというのもあるだろう。

　別の男も、いきなり俺が斬りかかるとは思っていなかったのか、慌てて腰に下げた剣を引き抜いていた。

　そして、男の一人に到っては、咄とつ嗟さに詰所に駆け込んだくらいだ。いや、あれが慎重に事を運ぶと言っていたリーダーだったのだろう。

「このガキ、大人しくしろ！」

「いきなり斬りかかるとか、なに考えてやがる!?」

「お前らが言うな、この人攫いが！」

　まさかコイツ等にツッコミを入れられるとは思わず、俺は反射的に言い返してしまった。できるなら戦闘は避けたかったのだが、俺が発見されてしまった段階でその目はなくなった。

　一人が詰所に引いたとはいえ、俺は二人の男に囲まれている。さっきの反論で、俺が奴等を人攫いと見抜いている事はバレただろう。

　ならばここはどうにかコイツ等を追い払うか、即座に逃げだして助けを呼んでくれば、少なくとも攫われた子供は保護できるはずだ。

「だれかあああぁぁぁぁぁぁぁ！　人攫いでぇぇぇぇぇぇす！」

　俺は男たちを追い払うべく、大声で助けを呼んだ。これで男共が怖気付いて逃げ出せばよし。そうでなくとも人が集まれば、コイツ等にとっても状況は悪化するはず。

　だが俺のその目論見は、あっさりと瓦解する事になる。

　大声で叫んだわりには、周囲の反応がない。男たちも、ニヤニヤとした笑いを浮かべ、余裕の表情をしていた。

　状況を訝いぶかしむ俺に、男の一人が得意げに状況を語り始める。

「残念だったな。俺たちの仕事をなんだと思ってやがる？　人目につかない場所に、防サイレ音ンスの魔導具。こういう場所だからあっさりと設置できたぜ」

　そこで俺は、コイツ等の余裕の理由を悟った。先ほどの俺の声は、全く外に届いていなかったのだ。

　ここがわざわざ街門から外れた奥まった位置にあるのも、貯木場を選んだのも、コイツ等の想定通りだった。

　街中で木材を加工するなら、騒音問題がついてまわる。だからこそ、防サイレ音ンスの魔導具という自動で防音効果を発動させるマジックアイテムを用意するのは、自然な成り行きだったはずだ。

　一般人が購入すれば怪しまれる防音の魔道具も、鍛冶場や加工場であるここなんかだと、特に怪しまれる事なく設置できる。この装置がある限り、攫った子供が目を覚まして泣き叫んだとしても、その声は外に伝わらない。




　──つまり外部からの助けは期待できないってことかよ。




　ここに助けが来る可能性は、せいぜい二つ。

　俺の不在に気付いたフィニアが俺を探しに来てくれるか、マクスウェルのサーチの魔法でこの場所を突き止め、駆け付けてくれるか。

　しかし、どちらも期待薄だ。フィニアは俺がいなければ確実に俺を探しに来るだろうが、彼女は一般人に毛が生えた程度の戦力でしかない。そもそも、今は旅の疲れからか完全に寝入っている。

　万が一この場に駆け付けても、最悪、彼女も捕まって無体な真似をされる可能性が高い。というか、彼女ほどの美少女ならば、まず確実だろう。

　マクスウェルの方も、裏切り者を抱え込んだ状態で、ここを突き止められるとは思えない。

「おとなしくしろ、このガキ！」

「んなろっ！」

　手足を狙って斬りかかる男と、それを受け止め、斬り返す俺。

　結局俺が逃げる隙は、俺自身が作らねばならない。幸い、俺には手段を選ばなければ、打つ手は多彩にある。

　常に懐に持ち歩くようにしている毛糸玉を取り出し、糸を垂らした。

　こんな毛糸程度では、男たちの脅威にはならない。それはコイツ等にも理解できたのか、毛糸を取り出した俺を鼻で笑うような態度を示す。

　だがこの操糸のギフトで、俺は生前の苦境を切り抜けてきたのだ。伸ばした糸を振って目潰しを仕掛け、一気に懐へ潜り込もうとした。

　吊つる切きり鉈なたは刃渡りが短いため、今の俺でも片手で保持する事ができる。

　だが、俺の鉈は男の剣にあっさりと受け止められた。しかし俺の持っているのは先端がＬ字に曲がった鉈である。そのまま剣を引っ掛けて引っ張る事で体勢を崩しにかかる。

　突如普段ではありえない方向に力を掛けられ、前のめりにたたらを踏む男。

　そのまま俺は鉈で足を払うように薙いだ。懐に入られ、体勢を崩した男にとって、俺の取り回しについて来る事はできない。

　先端部分を太股に引っ掛けられ、深々と肉を抉る。

「ぎゃああああぁぁぁぁ!?」

　切れ味の悪い鉈では、剣のように綺き麗れいに斬り裂く事ができない。肉はまるで牙で嚙かみ付つかれたかのように抉えぐられ、派手に血ち飛沫しぶきが飛び散った。

　俺はその返り血を浴びないように、左方向に大きく飛び退のいて距離を取る。このまま反転して逃げ出す事も考慮しての行動だ。

　しかし、もう一人がそれを妨げた。鉈の攻撃範囲を回り込むように俺に近付き、着地して体勢を崩していた俺の腕を摑みあげる。

　そしてそのまま、鉈を取り上げようと捻り上げた。

「いたっ、放──せ！」

　貧弱な腕はあっさりと捻り上げられ、鉈を落とす。剣士にとって握力は生命線だ。武器を落としてしまえば、その段階で勝率は大きく下がる。

　しかしそれも状況次第の話である。

　俺が鉈を落としたのを見て、男は剣を捨て懐に手を突っ込んだ。

　何を取り出そうとしているのかは分からないが、相手の殺傷力が落ちたのは事実。そして俺はまだ、戦闘力を失っていない。これは相手の判断ミス。

　反対側に持った毛糸を操り、小さな石に巻き付け、それを投げ飛ばす。操糸のギフトで操れる糸の力は、一本につき俺の筋力分程度。小石程度ならばともかく、男を無力化させる程の力は発揮できない。

　だがここには俺と男たち以外にも存在する者がいた。残念ながら人ではないが。

　それは馬車に繫つながれたままの馬である。

　二頭立ての馬車だが、すでに馬車の車軸を壊してあるし、片方の馬だけが走り出したらバランスを崩すのも当たり前。せいぜい数メートル進むのがやっとだろう。

　そして、その数メートルの範囲内に、俺たちはいる。




　繫がれた馬は、俺がぶつけた石に驚き、嘶いななきを上げて進みだした。それも勢いよく。しかし片方の馬はその場に留まったまま。

　これがただでさえ不安定になっている馬車の崩壊を加速させた。

　男は馬車に轢ひかれるのを避けるために飛び退すさろうとした。その拍子に俺の腕も解放される。俺は貯木場の建物に糸を絡め、引き摺られるようにしてその場を離れた。毛糸でも引き摺れる軽い身体が、今はありがたい。

　そして馬車は男と擦れ違いざまに車軸が限界に達し、音を立てて馬ごと横転する──男に向かって。

「うわ!?　ぎゃあああぁぁぁぁぁ！」

　空洞になっているとはいえ、大木を四本も積み込んだ荷馬車である。

　その下敷きになって、無事で済むはずがなかった。

　かろうじてその崩落から逃れた俺の元に、馬車の下から流れ出た血ち溜だまりが見えた。この出血量ならば、おそらくは即死だろう。

「こ、このガキ……ぶっ殺してやる……」

　そのタイミングで、ようやく足を斬られた男が立ち上がっていた。

　だがすでに勝負はついている。

　片足を深く抉られ、リズミカルに血を吹き出すさまを見ると、かなり大きな血管を傷付けた可能性がある。放置しておけば、おそらく男は息絶える。

　もっともそれを見逃してやるほど、俺も優しくはない。

　片足で立っている男は、非常に不安定な状況にある。ならばそれをひっくり返してやれば、こちらの勝利だ。

　毛糸を地面に沿って走らせ、男の軸足に絡め引っ張る。そしてさらにその糸を、横転してもがている馬に絡めておいた。

　馬の脚がじたばたと動き、毛糸を絡め捕っていく。それはやがて、男の足を引っ張る形になって、引き摺ずり倒す結果となった。

「なんだ──ぐおっ!?」

　俺はその隙に吊切鉈を拾い上げ、毛糸を切り離した。

　切れ味が悪いのでスッパリとは行かないが、それでも毛糸を切る程度の事はできる。このままでは俺も巻き込まれてしまうからだ。

　そして倒れてもがいている男に近付き、吊切鉈の背を使って頭部を強打した。

「ぐふぉっ!?」

　男はくぐもった声を出して、気を失った。これで目の前の敵は無力化できた。

「ふぅ……どうにかなったか」

　相手が男三人だったら、おそらく危なかっただろう。

　だが一人が詰所に逃げ戻った事で、俺に余裕ができた。おかげで命拾いしたと言える。

　それに男二人もこちらを完全に舐なめていた。当たり前の話ではあるが、おかげでその油断を突いて速攻で倒す事ができた。

「さて、さっさとトンズラして……」

「おっと、そう簡単に逃がすと思ったかい？」

　俺が逃げ出そうとしたその時、詰所から最後の一人が顔を出した。

　胸甲に大盾を装備してきた男は、どうやら他の二人とは違い、油断はなさそうだ。

　しかし状況は変わらない。男と俺の距離は大きく開いている。俺の逃亡を妨げる事はできないはずだ。

「無論逃げさせてもらうさ。この距離なら俺が防音の範囲外に出る方が早いからな」

「俺……？　口が悪いガキだな。まぁいい。なら俺は、この〝棺かん桶おけ〟に火をつけて逃げさせてもらうかな」

「なっ!?」

　倒した男の一人から刺激臭が漂っている。睡眠薬か何かの臭いだろうか？

　恐らく攫さらわれた子供たちは、薬によって昏こん睡すいさせられ、あの木に閉じ込められている。そこへ火を放ったりしたら……。

「殺す気か!?」

「無論。顔も見られているからな。生かしておく理由はないだろう。だが、お前がこの場に残るなら話は別だ」

「つまり……戦えって事かよ」

「別に〝大人しく降参する〟でもいいんだぜ？」

「断固拒否する！」

　一言そう叫んで、俺は男に向かって踏み出していった。




　まずは様子見に大上段からの斬撃。

　無論、俺の筋力では一刀両断とはいかない。それでもＬ字に屈曲した刃を頭部に受ければ、深手を負うことは間違いない。

　その一撃を男は盾であっさりと受け止めてみせる。腰を落とした、どっしりとしたストロングスタイル。防御重視のカウンター戦法。

　恐らくは、それが彼の戦い方。

　こちらの攻撃をしっかりと受け止めた後、反撃に足元を狙ってくる。

　俺はそれをジャンプして躱かわしたが、更に着地を狙った突きを放ってきた。むしろこちらこそが本命なのだろう。

　相手の攻撃を受け止め、躱し、斬り結ぶ。

　男の防御に秀でたスタイルとこちらの非力も相まって、戦況が拮きつ抗こうしていく。俺の攻撃も操糸によるフェイントもすでに男に見切られていて、なかなか不意を突く事もできない。

　それはこちらにとって、不利な状況でもあった。

　いくら訓練を積んでいると言っても、しょせん今の俺は幼い身体だ。元々持久力には難がある。持久戦を強いられてはこちらの身が持たない。

　今回の戦いは、いかに早く相手を無力化するかがポイントになるのだ。

　それなのに相手は防御主体。積極性がないなら、距離を取って逃げてやろうかと考えてしまうのだが、視界の隅に見える木材が俺の足を止めさせる。ここで逃げては、あの中にいるという子供たちの命がない。

「どうした、もう疲れたのか？　勢いがなくなって来たぞ！」

「まったく、イヤらしいったらありゃしない！」

　こちらの事情を察しているのか、ことさら挑発してくる男。ここで挑発に乗って、ペースを崩すと相手の思惑に嵌はまる。

　状況を打開すべく、糸を放って足を掬すくおうと狙ってもヒョイとそれを躱される。

　やはりこちらの能力は把握されている。おそらくは先の二人を捨て駒にこちらの能力を計っていたのだろう。

「そっちこそ、子供相手に随分と慎重じゃないか」

「装備を整えた事か？　貴様が衛兵を呼んだ可能性も考えて、念を入れただけなんだがな。どうやらそうしてないようで一安心だ」

「今度から先に呼ぶようにしておくよ！」

　まさに男の言う通りではあるのだが、時間がなかったのだから仕方ない。男の攻撃を吊つる切きり鉈なたの鉤かぎで引っ掛け、受け流しながら足を止めて一息入れる。

　だが男もその程度で体勢を崩すほど甘くはなかった。腰を低く落とした姿勢は地面を滑るように動き、体勢を立て直す。

　こちらが足を止めた瞬間を狙って、小刻みな突きを放ってきた。

「クッソ、しつこい！」

「それが自慢でな」

　まったく油断を見せない男に、俺は舌を巻く。決して大きな攻撃は仕掛けず、防御主体でこちらを疲れさせに掛かる。

　これほど堅実な戦いをする戦士は、そうは見かけない。ライエルが害獣退治の同行者に選んだのも頷うなずけた。

「そこまでの技量があって、なぜ人ひと攫さらいなんかしてるんだ！」

「そりゃ、金になるからだよ。特にエルフは美形が多いからな。奴隷以外にも使い道は多い。生いけ贄にえとかな」

「ゲス野郎が──」

「お前もエルフじゃねぇがとびっきりだ。良い値を付けてもらえるだろうぜ！」

　妙にこちらの手足を狙ってくると思ったら、まだ俺を商品にする気でいやがる。仲間を二人倒されたというのに、なんて余裕だ。

　だがその余裕も、根拠のない事じゃない。現に俺の膝はそろそろ揺れ始めている。いよいよスタミナが危ないのかもしれない。




　そこへさらに事態を混乱させることが起こった。




「ニコルちゃん!?」

「ミシェルちゃん？　なぜここに！」

　唐突にミシェルちゃんがこの貯木場に乗り込んできたのだ。

　手には自前の狩猟弓を持って矢筒を背負っているが、いつもの革かわ鎧よろいは着ていない。

　おそらくは気休め程度の護身装備だ。

「寝る前に窓から通りを眺めてたら、ニコルちゃんが走っていったから……これは？」

「人攫い！　フィニアに知らせて来て！」

「う、うん！」

　俺がフィニアの名前を出したのは、ミシェルちゃんはコルティナやマクスウェルの居場所を知らないからだ。

　だがフィニアに伝われば、彼女を経由してコルティナたちに伝わる。

「おおっと、逃げたらこのガキの命はないぞ」

「えっ!?」

　男の言葉にミシェルちゃんが足を止める。

　余裕を見せる男と、切羽詰まった俺。その状況を見れば、彼女が足を止めてしまうのもわからなくはない。

　しかしここに彼女が留まってしまうと、それはそれで困る。ここはコルティナを呼びに行ってもらって、向こうの時間を制限してもらった方が楽になる。

　だが男もその状況は察していた。

　唐突に横倒しになった馬車に近付き、手にした剣を一いつ閃せんする。

　すると荷台から転がり落ちた木材の一つが二つに割れ、中から昏睡した少女が一人転がり出てきた。

　尖とがった耳からして見るからにエルフ。しかも金糸のように艶やかな髪をロールさせた、美少女──いや、美幼女だ。

「そっちのガキを殺すのは手間取るだろうが、コイツにトドメを刺してトンズラするくらいなら、いつでもできるんだぜ」

「そんな──」

「ヤメろ！」

　マズイ、人質は完全に向こうに掌握されている。

　俺が逃げてもミシェルちゃんが逃げても、男の顔を見た事のある人質の少女は助からないだろう。つまるところ、コイツを倒さないと死者なしでは切り抜けられないという事か。

「なら、倒すまでだ。ミシェルちゃん、やるよ！」

「う、うん」

　俺の叱しつ咤た激げき励れいを受けてミシェルちゃんも弓を構えて牽けん制せいを始める。だが彼女の弓勢をもってしても、男の防御を貫く事はできなかった。

　飛来する矢は尽ことごとく構えた盾に弾き返される。鋼鉄製の盾は、おそらく俺が強エン化チヤ付ン与トした程度では貫けない。

　それでも一打当たるだけで形勢を変えられるので、できるなら掛けておきたいのだが──

「朱の一、群青の……」

「させるか！」

「クッ──！」

　構えた盾の陰から牽制され、やむなく呪文の詠唱を中断し回避する。せっかく練り上げた魔力が霧散し、宙に消えていく。

　男は常にミシェルちゃんを正面にとらえるように移動し、そして昏睡している少女から離れようとしない。

　その位置取りをキープされている限り、俺は逃げ出す選択肢を取れない。

　馬車に積まれていた木材は四本。そのすべてに攫われた子供が詰められているのだとしたら、あいつの人質のストックは四人という事になる。

　そもそも俺に彼女を見捨てるという選択肢はない。子供を見捨てたりしたら、英雄を目指す俺の矜きよう持じが砕け散ってしまうからだ。

　ミシェルちゃんとの共闘が始まったとはいえ、状況は好転しない。

　俺の身体が急速に疲弊していったからだ。剣速は元より、回避すらギリギリになっていく。

　息が乱れ、視界が暗くなる。もはや限界は──近い。

　歯を食いしばって攻防を維持するが、突破口が見つからない。こういう時、コルティナならば最適な位置取りや策を授けてくれるのだが──。




　そして、ついに限界は訪れた。

　俺ができると認識していた回避。そのテンポに一瞬、ほんの僅かなタイミングのずれが発生する。

　それだけで男の剣を躱し損ねた。

　左の二の腕を男の剣先が掠かすめ、血が飛沫しぶく。

「くうっ！」

「ニコルちゃん!?」

　本来ならばかすり傷程度だ。だが、出血は疲労を加速させるし、痛みは集中を妨げる。

　せめて少女が目を覚ましてくれれば、状況が変化するのに。

「ま、だ……まだぁ！」

　自分を奮い起こすべく、俺は声を張り上げ、男に斬り掛かる。

　それは絶望的な攻防の開始だった。
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　目の前で親友が怪我を負った。

　見知らぬ少女とはいえ、それを見捨てられないほど優しい友である事は、ミシェルも承知していた。




　初めてニコルの姿を見たとき、ミシェルは生まれて初めての衝撃を受けた。

　丈夫さを優先した、麻でできた服を着ていたが、その細くたおやかな手足は真っ白で、日の光を浴びた事がないのではないかと疑ったくらいだ。

　容貌も愛らしく、まるでお伽とぎ噺ばなしの中から抜け出してきたお姫様のよう。

　よく見ると手足は傷もシミもなく、自分の草の汁に染まった指先が恥ずかしくなったほどである。

　辺境の農村だ。このくらいの歳でも親の手伝いはする。かくいうミシェルも野草摘みくらいは手伝っていた。

　しかしニコルにはその気配が全くない。それは彼女が、大事に育てられてきた証拠でもある。

　それなのに彼女は頓着する事なく、自分と付き合ってくれた。男の子たちと野原を駆け回り、何かと同性の自分を気に掛けてくれた。

　ニコルが草原に転がった時、ちらりとスカートの中を覗のぞけたのだが、その時彼女が身に着けていた下着はどう見ても庶民が買えるものではない素材でできていた。

　それもそのはずだ。彼女は世界を救った英雄の娘。自分とは生まれが違う。

　ニコルがその気になれば、そこらの王侯貴族よりも贅ぜい沢たくができるはず。それなのに彼女は、自分たちと共に野原を駆け巡り、粗末な服を纏まとってこちらに気を遣わせないように配慮していたのだ。

　とても気配りのできる、優しい子。それがミシェルの第一印象であった。




　だが彼女は優しげなその容貌からは想像もつかないくらい、気が強かった。いや、しっかりしていたというべきだろう。

　村の外に出たがる男の子たちを諫いさめ、それを聞き入れず飛び出していった子たちを心配して、ついて行った。自分なら村に戻って、大人に言いつけて知らんぷりをしていたはずだ。

　事実その直後にコボルドの群れを発見し、自分も死の縁を経験する羽目になった。

　それでも彼女は、歩みを止めない。自身の力不足を痛感し、今は戦う術を覚えようと奮闘している。

　責任感の強い子。そして優しく気配りのできる子。自分と同じ歳なのに、信じられないくらいしっかりしている。

　しかし彼女は身体が弱い。マリアから聞いていた通り、いやそれ以上に虚弱だった。

　彼女の高潔で強固な精神に身体がついて行っていない。だからこそ自分が守らなければならない。幼いながらに、自分はそう決意した。




　だからこそミシェルも、その場に留まり、無頼漢と戦う道を選んだ。

　だが、しょせんは大人と子供。体力の違いはいかんともしがたい。弓を引く手も次第に痺しびれ始め、わずかながら狙いがずれ始めていた。

　時折、好機と見極め放つ矢も、男の鉄壁の防御とその大盾によって弾き返される。

「なんとかしなきゃ……わたしが──ちゃんと当てなきゃ！」

　歯を食いしばって矢を番つがえるが、その力も徐々に不足していく。幼い彼女に合わせた小さめの狩猟弓とはいえ、それを引き続ける体力がまだ備わっていない。

　そもそも矢筒に残る矢の数が心許ない。

「あと、三本……どうしよう」

　敵に有効なダメージを与えるのは、ミシェルのいつもの役目だ。その役割が果たせない事に、彼女はかつてない苛いら立だちを感じていた。

　しかしがむしゃらに射ち込んでも、男の盾が防いでしまう。

　焦りだけが募っていき、その狙いが荒くなるのを自覚する。このままではニコルに当たってしまうかもしれない。

「どうしよう……どうにか……私がどうにかしなきゃ！」




「へーい、力が欲しいかー？」




　そこへ気楽な、底抜けに明るい声が掛けられる。

　まるで歌うように響く幼さを残した美声。だがそれを覆い隠して余りある愛あい嬌きようと親しみを感じさせる。

　ミシェルが振り向くと、そこに一人の少女がいた。

　年の頃なら彼女よりも少し上くらいだろう。だが圧倒的に目を引くのはその白さ。輝くような銀髪と抜けるような白い肌。手に持った大弓も、あつらえた様に白銀に輝いている。

「あの、誰？」

「わたしゃ神様だよー。ところでミシェルちゃんや。力が欲しくないです？」

「え？　えっと……」

「早くしないと、あの子が危ないかも、ですよ？」

「ほ、欲しいです！」

　あまりにも怪しい存在だが、ニコルを助けるために力を貸してくれると言うならば、悪魔にだって魂を売ってもいい。

　この時、ミシェルは心の底からそう思っていた。

「では、これを君に貸してあげるです」

　少女は手に持った巨大な弓をミシェルに差し出す。

　それを恐る恐る手にしたミシェルだが、その表情はすぐに絶望に染まった。弦が硬過ぎて、まったく引けない。

「これじゃダメだよ、わたしじゃ使えない」

「だからわたしがここにいるんですよ。力を貸してあげます。特例ですよ？」

　そう言った直後、ミシェルにかつてないほどの力が満みち溢あふれた。

　これはマリアが掛けた強化の魔法と同じ、いやそれなど足元にも及ばないほど強い身体強化の魔法だった。

「それなら引けるでしょう？　ただし威力が半端ないですから決して外さないように。後、普通の矢じゃ弾け飛んじゃいますんで、こちらの矢を使ってください」

「え？」

　矢が弾けるという意味が分からなかったが、とにかくこれだけ巨大な弓なら専用の矢もあるのだろう。

　そう考えて、疑うことなくミシェルは矢を受け取った。

　渡された矢は鋼鉄製で、鏃やじりが螺ら旋せん状じように削られていた。

「その弓はサードアイという名がついてます。大事に使ってくださいね？」

「う、うん」

　掛けられた魔法がいつ切れるか分からない。

　ミシェルはすぐさま、鋼鉄の矢を白サー銀ドのア弓イに番え、構える。




　巨大な弓は彼女の身長に匹敵するほど──いや、それ以上に巨大だ。

　水晶板に白い謎の物質を挟み込んだ合成弓で、しかも弦は銀糸──ではなく聖銀ミスリルを糸状に紡いだ物を使用していた。こんな弓引けなくて当たり前である。

　しかし、強化された筋力は鋼の如き弦を易やす々やすと引き絞る。白銀の大弓が軋きしみを上げて撓たわんだ。

「全力で引いちゃうと、衝撃波であの子もミシェルちゃんも巻き添えになっちゃいます。程々で」

「は、はい！」

　少女の言葉に、反射的に返事をする。確かにそれ程の力を、この弓からは感じ取れた。

　それが誤射したらと思うと、緊張で狙いが定まらない。

「大丈夫、適当な強さでもあの盾くらいなら、紙のように引き裂けます。だから落ち着いて」

　そっと背中に手を当てて、こちらの緊張をほぐしてくれる。その感触に身体の疲れすら消え去った気がした。

　ふっと肩の重さが消えた気分すらして、ミシェルは再度狙いを付ける。




　今度はぴたりと狙いが定まった。




　それどころか二人がどのように動くかすら、予測できる気がする。

「それが射撃のギフトの効果です。自分の力を信じて」

　囁ささやく少女。

　その言葉に押されるように、ミシェルは矢を解き放った。
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　左腕の傷自体は大したことがない。

　ただ出血が止まらないために、急速に身体が疲弊し、体温が下がっていく。目の前の闇は次第に視界の隅を侵食し、俺の動きを制限させていった。

　受け止める動きにも影響は出ている。

　左手が使えないため、受け流しの動作に支障が出ているのだ。

　峰に手を当てて刃を支えられないので、敵の攻撃を受けるという行動が取れない。

　そして受け流すにしても、先端がＬ字に曲がっているため、下手をすればこちらの鉈なたを持っていかれかねない。

　結果、俺は回避に専念するしかなくなってしまった。

　大きな動きが体力を余計に消耗させ、ついに俺はその場に膝をついてしまう。

「ケホッ、ハァッ──コホッ……」

　敵を前に膝をつくなど、自殺行為にも等しい。だが俺の体力はすでに限界に達していた。

　その状況に、男もニタリとした嗤わらいを浮かべ、嘲りの声を上げる。

「どうした、もう限界かぁ？　なぁに、貴様のツラなら、売った先でもいい扱いしてもらえるだろうよ！」

「ゲホ、ふざけ、んな……」

「奴隷商共は治癒術師も雇ってるからな。逃げられねぇように、手足の一本でも砕いておくか。なぁに、傷一つなく元通りにしてもらえるさ」

「クッソ……ぉ！」

　屈辱に歯を嚙かみ締しめ、よたよたと立ち上がり、震える手で吊つり切きり鉈なたを構える。

　その時、背後の戦慄を感じ取ったのは、俺の方が早かった。

　これは戦闘経験の差なのだろう。一瞬遅れで目の前の男も気付く。目を見開く男に、背後を振り返るまでもなく、迫りくる脅威を感じ取れた。

　俺はとっさに自分の髪を一束引き千切る。マリアとフィニアに切ることを強硬に反対され、否いや応おうなく長く伸ばしていた髪。

　しかし今は、その髪が生死を分けた。

　俺の持つ操糸のギフトは、糸状の物ならば基本的に何でも操れる。この引き千切った毛髪だって例外ではない。操れる最大数。五本の髪を絡め合い糸のように寄り添わせて、男の足に絡みつけた。

　背後を窺う余裕がないので詳細はわからないが、きっとミシェルちゃんが何かやろうとしているのだろう。それもかなり危険な何かを。

　だからこそ、俺は彼女を全力でサポートしなければならない。

　髪を男の足に絡め、後は本能のままに飛び退すさる。男も俺と同じように飛び退のこうとしたが、足に絡んだ髪がその動きを阻害した。

　無論、髪を五本縒よったところで、大の大人の行動を押し留められるはずもない。

　しかし、一瞬──ほんの僅かな時間の行動を阻害する役には立っていた。




　その一瞬で、充分だった。




　直後、男に向かって、暴風が吹き抜ける。

　いや、暴風と思ったのは間違いだ。それと見み紛まがうばかりの、強力な威力を纏まとった矢が空気を吹き飛ばしつつ通過したのだ。

　そもそも矢は俺には直撃しないコースだったので、俺は安全だっただろう。だが、男は違う。

　轟ごう音おんを立てて、突風のように吹き抜ける鋼鉄矢。

　その風圧に俺は吹き飛ばされ、無様に地面を転がりまくる。昏こん睡すいしていた少女をかろうじて抱きかかえ、その身を守ったのは俺にしては上出来だ。

　しかし男は違った。足に縒り合わせた髪を絡められ、動きを封じられた。避けられないと判断してとっさに盾を構え防ごうとした。おそらく長年染みついたその反射的防御が、彼の命を奪っていた。

　鋼鉄矢は構えた盾を紙のように容易たやすく引き裂き、その向こうにあった男の身体をも貫通する。

「──え？」

　腹に大穴が開いた男は、自分の状況を見て、そんな間の抜けた声を出した。鋼鉄の矢は背骨も内臓も、彼の腹部をまとめて吹き飛ばしていた。

　そして自重を支える事ができず、縦に潰れてから二つに裂けたのだった。




　俺が抱えたままの少女が無事なのを確認して、俺はミシェルちゃんを振り返った。彼女は自分が巻き起こした破壊の嵐に、呆ぼう然ぜんとしたまま立ち尽くしている。

　一瞬彼女のそばに、白い人影が見えたような気がしないでもなかったが、気のせいだったようだ。
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　だがそれより、俺は気になった事がある。

　それは、ミシェルちゃんが手にしている白銀の大弓だった。

　明らかに魔法の掛かった巨大な弓。おそらく市場で手に入れようと思えば、城が買えるほどの金貨を積み上げねばなるまい。

　そんな高価そうな弓を彼女が手にしていたのだ。

「ミシェルちゃん──？」

「え……あ、うん。大丈夫だった？　ニコルちゃん！」

「う、うん。こっちは腕の怪我だけだし。少し疲れたけど。それよりその弓は？」

　俺に指摘され、初めて彼女は手にした大弓の事を思いだしたようだった。

　各所に優美な装飾と魔法文字が刻まれたその弓は、近くで見れば見るほどに美しい。

「これ？　白いお姉さんが使いなさいって」

「白いお姉さん？　どこ？」

　俺に言われ、キョロキョロと周囲を見回して確認するミシェルちゃん。だが周囲には俺たちと攫さらわれた少女しかいない。

　他には死体と気絶した男、馬車に繫つながれたまま転がって、もがいてる馬くらいだ。

「いなくなっちゃった」

「そっか……」

　さっき見た白い人影。おそらくそれがミシェルちゃんに加勢してくれた者だろう。

　こんな高価そうなマジックアイテムまで惜し気もなく渡すなんて、剛ごう毅きな話だ。

「どうしよう、これ返さないと」

　途端にオロオロと慌てふためきだしたミシェルちゃんだが、回収しないうちに姿を消したって事は、返してもらう気がないのかもしれない。

　そんな事を考えていると俺の足元に一枚の紙切れが張り付いてきた。

　恐らく風で飛ばされてきたのだろう。何気なく拾い上げ、そこに書かれた文面に目を通す。そこにはこんな内容が残されていた。

『その弓はさしあげます。彼女の力にするといいです。それと、あなたは自分のギフトを使いこなせてませんよ？　その力は使いこなせれば最強にもなれるので、もっと精進する事。とってもやさしい神様より』

　神様……俺をわざわざ幼女に転生させたアイツか。

　女にしたのは許しがたいが、転生の道筋をつけてくれたり、ギフトをオマケしてくれたり、ミシェルちゃんに加勢してくれたりと、意外と協力的ではあるかもしれない。

　今回は本気で危なかったから、そこは感謝しておこう。

「これにくれるって書いてあるよ。遠慮なくもらっておけば？」

「え、ニコルちゃん文字読めるの？」

「おっと……」

　そういえば学校にすら行っていない身で文字が読めるというのは、珍しい事だった。

　無論俺は前世の知識を引き継いでいるから読めるのだが、この歳で読み書きができるのは珍しいはずだ。

「えっと、ライ──パパとママに教えてもらったの」

「あ、そっか。ライエル様とマリア様なら教えてくれるよね！」

　実際貴族の子弟ならば、入学前に家庭教師などを雇って予習させておくことも多い。

　特にマリアの見識の広さは、そこらの賢者すら凌しのぐ。ここはその評判を口実に使わせてもらう事にしよう。

「それにしても、その弓凄いね」

「うん。白いお姉さんが威力が強すぎるから気を付けなさいって言ってた」

「そうでしょうとも」

　あの衝撃波を撒まき散ちらす矢は、正直シャレにならない。うっかり巻き込まれたら、こちらまで肉片になるところだ。おそらく、射撃のギフトを持つミシェルちゃんでしか使いこなせないだろう。

　だが、その目論見も、彼女の次の一言で崩壊した。

「あ、もう引けないや」

「え？」

「あのね、わたしの力だと、この弓引けなかったの。だから白いお姉さんが強化の魔法をかけてくれて、鉄の矢を使ってようやく使えたの」

「そ、そっか……」

　考えてみれば、そこまで強力な弓ならば普通の矢は使えないし、子供では引く力も足りないか。

「朱の一、群青の一、山吹の三。彼の者に更なる力を──どう？　これで引ける？」

「んー、ぐぐぐ……ダメ、みたい。ゴメンね」

「ううん、謝る事じゃないよ」

　使えない弓を渡した神が悪いのだ。

　俺は自分の使える強化の魔法をミシェルちゃんに施してみたが、俺の強化力では弓を使いこなせるほどにはならなかった。

　どの程度の強化を施したのか知らないが、そこは『さすが神』というところだろうか。それだけの力があるのなら、直接男を倒してくれればよかったのに。




　とにかく、後始末をしなければならない。

　いつまでもこのエルフの子を放置してはおけないし、他の木材の中にもまだ三人隠されているはずだ。

「そうだ、家に行ってコルティナを呼んできてくれる？　わたしはもう足腰ががくがくで」

「あっ、そうだ。その子たちは？」

「人ひと攫さらいに攫われてた子。この子たちも見ていないといけないから」

「え、じゃああの人は人攫いだったんだ……」

「なんだと思ってたの」

「なんだかよくわからないけど、ニコルちゃんをいじめる悪い人だって思ったから」

『なんだかよくわからない』で、そんな最終兵器を人に向けるんじゃないよ!?

　俺はある意味無慈悲なミシェルちゃんの行動に、こっそりと戦慄した。

「と、とにかく、そんな訳だから人を呼んできてくれると嬉うれしいな」

「うん、衛え士じの人と、あとフィニアお姉ちゃんと……コルティナ様にも教えてくる！」

「え、ちょっと……!?」

　待って、この怪我した状態でフィニアに知らされたら、また泣かれてしまうじゃないか。

　俺はミシェルちゃんを止めるべく、立ち上がろうとしたが、力の抜けた俺の足は言う事を聞いてくれなかった。

　そして彼女は、瞬く間に俺の視界から走り去っていったのである。その元気さがウラヤマシイ……。







　その後、街の衛士とマクスウェルがやってきて、俺たちを保護してくれた。

　俺は事情を話した直後に疲労で眠り込んでしまったのだが、次に目を覚ました時はコルティナの家だった。

　どうやらマクスウェルの知人で、ライエルの娘という立場が、俺をしつこい聞き取り調査から解放してくれたらしい。

　後でマクスウェルから聞いた事だが、彼も内部に共犯者がいる可能性を考慮して、ごく少数で動いていたそうだ。その人手の足りなさが、誘拐犯の跳ちよう梁りようを許してしまったらしい。

　今後は綱紀粛正を図るらしいので、期待しておこう。




　それよりも俺の問題は別にあった。

「ホントにもう！　ニコル様は目を離すとすぐに危ない事に首を突っ込むんですから！」

「いや、ゴメンなさい。でもそこまで危険だとは思わなかったし」

「そもそもなぜ戦うなんて事になったんです？　逃げればよかったじゃないですか」

「いや、人質取られて、逃げるに逃げれなかったので」

「そこらの有象無象よりも、ニコル様の方が大事です！」

「いやいや、フィニアちゃん？　攫われてた子には結構な有力貴族の娘もいたから、そこは穏便にね？」

　怒り心頭で俺に雷を落とすフィニアを、コルティナが取り成してくれる。しかしその救いの神も、興味深げに俺を眺めて冷やかしにかかった。

「それにしても単身で誘拐犯相手に大立ち回りなんて、ニコルちゃんってば、本当に見かけによらず結構ヤンチャなのね？」

「それはもう。目を離すといつもどこかへ消えちゃうんですよ」

「わたしは自由を貴ぶ精神せーしんを持っているの」

　正座させられたまま、胸を張って宣言してみせるが、さすがに威厳はない。

　それに悪を前に短絡的に事態を解決しようとするのは、前世からの俺の悪い癖かもしれない。この短絡さで悪人を排除しまくっていたら、いつの間にか暗殺者として名を馳はせてしまっていたのだ。

「たしかに打つ手は他にもあったかもしれない。そこは反省」

「危険な真似は本当に……本っ当に勘弁してくださいね？」

「うん、極力前向きに善処したい所存でございます」

「なんですか、その役人みたいな言葉遣いは……」

「アハハ、この子は頭が回るねぇ。マリアに似たのかな？」

　コルティナが俺の背中をパンパン叩たたいて、喜んでいる。こいつは猫人族特有のお気楽さを持っているので、あまり尾を引くような思考はしない……はずだった。

　まあ、俺の一件のような例外もあるのだろうけど。

「よし、ここはみんなでお風呂にでも入って、ニコルちゃんの武勇伝を聞かせてもらうとしましょうか」

「コルティナ様、わたしとしても今回の事は気が気ではないのですけど……」

「じゃあ、過去の武勇伝でもいいよ？」

「では、マリア様のお気に入りのカップを割った時にこっそり庭に埋めて隠した話を──」

「ど、どうしてそれを!?」

　あの時俺はマリアの怒りを畏れて、慎重に慎重を期して行動したはず。その俺の痕跡を、素人のフィニアが見抜いただと？

「お庭の手入れをしていたら、不自然に土が掘り返されていた痕跡を見つけまして」

「うぐぅ」

「アッハハハハ、本当にニコルちゃんはヤンチャなんだ。これから楽しくなりそう！」

　それにしてもコルティナは本当によく笑うようになっている。実は俺の事はあまり後を引いていなかったりするのか？　だとすれば、結構ショックかもしれない。

　ともかく、俺としては幼少時は静かに修行に専念したい所存。余計なトラブルに関わるのは極力避けたい。

　それでもきっと、悪事を耳にしたら、率先して飛び込んでいくのだろう。その性質だけは、生まれ変わっても変わらない。

　コルティナに抱えられて、風呂場に連行されていく俺。

　しょっぱなから波乱含みのラウムでの生活は、こうして始まったのである。




　それから俺たちは生活の基盤を整えるために、東奔西走する事になった。

　俺は元より、フィニアも最小限の荷物しか持ってきていない。彼女は大量の荷物を持ってこようとしていたのだが、マリアによって極限まで減らされていた。

　そうやって減らされた荷物の補充を、ここでしなければならない。

　コルティナも部屋とベッドくらいは用意してくれていたが、シーツやカーテンまでは個人の趣味がある為、用意していなかった。

　そういった備品の買い出しが必要になるのだ。

「見てください、ニコル様。これ可愛かわいいと思いませんか？」

「え、そのハート模様のカーテンは何？　それに色もピンクとか──」

「ニコル様は全体的に色が白いので、こういう赤系統が似合うと思いますよ」

「いや、普通に白でいいじゃない？」

「保護色で見えなくなります」

「わたし、カメレオンじゃないし」

　一緒にお買い物とあって、フィニアのテンションが少しばかりおかしい。

　買い物にはフィニアと、あと家主のコルティナの三人で来ていた。当のコルティナはそんなフィニアを微笑ほほえましそうに見ている。

　考えてみれば、コルティナもフィニアの幼い頃は目にしている。あの時の幼い少女が成長した姿を見て、感慨深い思いなのだろう。

　だがそれはそれとして、このカーテンの模様は……ない。俺は断固として拒否すべく、別の商品を手に取り、フィニアに売り込んだ。

「こっちの薄い黄色はどうかな」

「黄色は日を浴びると眩まぶしく見えますよ？」

「じゃあ、こっちの緑で。これなら目にやさしい」

「遮光性高すぎて、ニコル様が寝坊するんじゃないですか？」

「わたし、寝坊しない」

「そんな事ないですよ。意外とお寝坊さんです」

　毎日体力の限界まで身体を動かし、夜は夜で魔力が尽きるまで魔力操作に励む。そんな日常を送っている俺は、意外と朝が遅い。

　子供特有の睡眠時間の長さと極度の疲労で、朝は寝過ごす頻度がかなり高かった。

「二人とも、これはどうかな？」

　そこにコルティナが、猫マークの入ったカーテンを持ってきた。

　少々子供っぽいが、色はベージュで落ち着いた感じのものだ。

　俺とフィニアは顔を見合わせ、この辺りで妥協する事をアイコンタクトで確認したのだった。




　更に数日後、続いて入学の準備も行わねばならなかった。

　魔術学院も制服というモノが存在する。

　一応フリーサイズの制服をコルティナが用意してくれていたのだが、そのサイズでは俺には大きすぎた。

　更にブーツなどは直接足に合わせないと、丁度いい物を選べない。結局は俺が出向いて、直接フィッティングする必要があった。

　制服といっても濃紺のプリーツスカートに白い指定の紋章の入ったシャツ。スカートと同色のジャケットにブーツと羽飾りのついたベレー帽くらいである。

　……意外と多いな。

　まぁ、子供なのにブーツを履かせるのは、ここが森に近いためで、実習で森に入る事もあるからだ。

　その際、足を守る頑丈なブーツは必須になる。

　しかし指定されているのは大まかな形だけで、細かな規定はないらしい。

　そういった細部でオシャレを主張するのが、女子生徒の楽しみなんだとか。俺には関係ないけど。いや、関係はあるか。できるなら頑丈な物が欲しい。

「ん、これは……」

　実用性を重視してブーツを物色している俺の目に留まったのは、一つだけ展示されていたロングブーツだった。

　学院指定の紋章入りで、ベースも指定のこげ茶色。だが爪先や踵かかとにはしっかりと皮を重ねて防御している実用性の高そうな物だ。

　コルティナの持ってきたカーテンと同じネコ模様がワンポイントで入っているのは、まぁこの際どうでもいい。

　俺がそのブーツに手を伸ばすと、そこに別の女の子が手を出してきた。

「あ、ごめん」

「あら、あなたもこの靴を？」

　お互い顔を見合わせて、俺は初めて気が付いた。

　その少女は先日、木材に詰め込まれていた金髪巻き毛のエルフの女の子だった。

「あ、君は……無事だったんだ？」

　あの時俺は意識を失う寸前で、彼女が衛士に保護されてから確認する余裕がなかった。

　人ひと伝づてに彼女は無事家族の元に戻されたと聞いただけで、それ以降は俺の興味の対象から消えていたのだ。

　しかし少女も俺の事は覚えていない。それも当然の事で、彼女はずっと昏こん睡すいしていたのだから仕方ない。

「無事……？　ああ、あなたも人ひと攫さらいに攫われたのかしら？」

「え、いや違うけど」

　俺の漏らした言葉から、彼女は直近にあった危機を関連付け、拉ら致ちの事を言っていると判断した。

　なかなかに頭の回転の速い子だ。

「そうなの？　じゃあ、誰かから聞いたのかしら？」

「えっと、うん……」

　彼女が無事だった事は間接的に聞いていたので、人から聞いたと言うのは噓うそにはならない。

　少女も、その答えに満足したようだった。

「そう。すごいでしょ！」

「え、なにが？」

　子供が攫われて自慢するなんて、俺としては理解できない。だが彼女は胸を張って、自慢してみせた。

「なにって、わたし、マクスウェル様に助けられたのよ！」

「へ……？　え、なんで？」

「なんで、って当然じゃない？　国民を守るために、英雄たるマクスウェル様が自ら動いてくれたんだから。その対象がわ・た・し！」

「へ、へぇ、すごいね」

　子供の俺が前面に出るといろいろ問題があるという事で、マクスウェルとコルティナが解決したことになっている。

　彼女もその情報操作を信じているのだろう。

「あのマクスウェル様よ、マクスウェル様！　ああ、ぜひ直接お会いしたかったわ」

「助けられたのに、会った事ないの？」

「……残念ながら、わたしは気絶してましたの」

　言葉遣いから育ちのいい子だと思うが、かなりマクスウェルに傾倒しているようだ。

　あの爺じいさん、有事以外は単なるボケ老人なんだがな。それと魔法オタク。

「ところで……」

「ん、なに？」

「そのブーツ、先に私が目を付けましたの。譲っていただけません？」

「む……それはちがう。わたしが先に目を付けた」

　靴というのは一つ一つ手作業で作られるだけあって、同じデザインであっても同じ程度の仕立ての物はなかなか存在しない。

　つまり何が言いたいかというと……俺もこの靴を手放したくはないのだ。

　だが少女もまったく引かず、俺が手にしたブーツに摑つかみかかった。

「いいじゃない。他にも靴はたくさんあるんだから！」

「ダメ、この靴が気に入った」

「譲りなさいよ！」

「断固として断る」

　少女は俺より少しばかり年上だろうか？　俺よりもかなり背が高い。

　いや、今この靴を買いに来ているという事はおそらく同い年だ。この歳にしてここまで成長速度に差があるとは……。

　背の高い少女にブーツを持ち上げられ、俺がそれに摑まったままぶらさがる。
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　そうやってしばらくの間、争奪戦に明け暮れたのだった。

　結局、俺と少女は靴を取り合った挙句、俺が敗北する事となった。

　少女は靴を持ったまま、母親の元に駆け戻っていったのだ。

「ママ！　わたし、このブーツがいい！」

「レティーナ、一人でうろうろしないでって言ったでしょう！」

　母親はなかば金切り声を上げながら少女を咎とがめる。

　それはそうだろう。先日拉ら致ちされたばかりなのだ。心配して当然である。

「はぁい。でもいいブーツを見つけたのよ！　見て、ここ。コルティナ様と同じネコが入ってるの！」

「それはいいけど、そこの子も付属品なのかしら？」

「そこの子？」

　レティーナと呼ばれた少女が手にした靴に目をやると、そこにはぶら下がる様にしがみついたままの俺の姿があった。

　戦場で武器を手放すと命に関わる。そんな関係から、俺の握力は歳のわりに結構強い。そして、それを支える俺の身体は、歳のわりにかなり軽い。

　その結果、俺はレティーナに引き摺ずられるようにブーツごと拉致されたのである。

「ちょっと、まだつかまってたの!?」

「しんでも、わたさん。お前にだけは」

「お前呼ばわりされる筋合いはないわよ！」

「あらあら。お友達かしら」

「ママ、違うわよ！　こんな変な子とお友達にしないで」

　断固たる決意を込めて、俺を否定するレティーナ。

　さすがにまだ子供とはいえ、ここまではっきり拒絶されると、少しばかり傷付く。俺が衝撃の表情を浮かべている所へ、フィニアが追いかけてきた。

「ニコル様、またいなくなったと思ったら、こんなところに！」

「〝また〟って失礼な」

「あら。様付けで呼ばれるって事は、あなたもどこかのお嬢様なのかしら？」

「あなた〝も〟？」

　エルフの少女の母親が、フィニアの俺への敬称を聞いてそう口を挟んできた。しかし、という事はレティーナという少女も貴族の子女って事になるのか？

　この我わが儘ままさは、確かに納得ができる。

「ええ。私はウィネ領のヨーウィ侯爵の妻で、エリザベート・ウィネ＝ヨーウィよ。よろしくね。エリザおばさんって呼んでくれていいわ」

　おっとりとした仕草で微笑ほほえむ母親。そこには先ほどまでの張りつめていた雰囲気はない。

　余程レティーナを心配していたのだろう。

「そしてわたしは、娘のレティーナ・ウィネ＝ヨーウィよ！」

　ババーンと効果音が聞こえてきそうなほど胸を張って、レティーナが名乗った。

　名乗られたからには名乗り返すのが礼儀だろう。

「わたしはニコル。平民だから姓はない」

　ライエルもマリアも、国を出るまでは高位の立場にいたので姓を持っていた。

　だが邪竜退治で祖国を出奔する際、国とのかかわりを避けるために姓を捨てているのだ。俺たち六人の中で姓を持っているのは、国に戻ったマクスウェルしかいない。

「なんだ、平民かぁ」

「これ、レティーナ。はしたないですよ」

　そんな事情を知らないレティーナは、俺の名乗りを聞いて少しばかり侮るような顔をした。

　すぐさまそれを嗜たしなめるエリザさん。貴族制は敷かれているが、同じ学院に通う身だ。今後は身分差のない生活になる。

　学院内に通う生徒は、その身分の高低によって差別をしてはならないという決まりがある。これは古いにしえより決められた原則であり、マクスウェルもこれを何よりも重視していた。

　そんな親子のやり取りを無視して、フィニアも礼を返す。

「これはご丁寧に。私はニコル様にお仕えするフィニアと申します」

「まぁ、綺き麗れいなお辞儀ですね。よっぽどよく教育されていると見えますわ」

「恐縮です。主もお喜びになるでしょう」

　エリザさんはそう気にした風ではないが、レティーナの態度にフィニアはカチンと来たようだ。ことさら丁寧に一礼する仕草に、少し怖さを感じる。

　そこへさらに混乱を巻き起こす存在が現れた。英雄その人、コルティナである。

「おー、いたいた。ほんとニコルちゃんはお転てん婆ばだ。目を離すと本当に消えちゃうんだね」

「コ、コルティナ様!?」

　突如現れた伝説上の生物に、さすがのエリザさんも緊張を隠せないようだ。背筋がピンと伸びて、表情がこわばっている。

　おなじく、レティーナも固まっていた。

「あ、あなた……コルティナ様のご親族？」

　かすれた声で、かろうじてそう尋ねてきた。

「ん？　違う。あれは大家さん」

「大家って……コルティナ様の家に住んでるのですか？」

　怪しい敬語交じりの言葉遣いになるレティーナ。余程コルティナの存在がショックだったのだろう。

「うん。親がお友達だからね」

「コルティナ様とご友人って一体──」

「ライエルとマリアだよ。わたしのパパとママ」

「ええっ!?」

　俺の衝撃の告白に、ついにエリザさんが卒倒しそうにぐらつく。それをフィニアが、慌てて支える。俺では下敷きになるだけだ。

　そんなこそこそ話をしている俺とレティーナを交互に眺めて、コルティナはぽつりと尋ねてきた。

「お友達？」

「違うし」

「そうですわ！　さっきお友達になりましたの！」

「へ、ええ!?」

　コルティナの勘違いに、鮮やかなほどに華麗な手の平返しを決めるレティーナ。

　どうやら俺は、ラウムで初めての友達をゲットした……らしい。

「ニコルちゃんの友達？　じゃあこの後一緒にお昼とかどうかな？」

「えっ、も、もちろんお受けしますわ！」

「ちょ、コルティナ!?」

　レティーナの主張をコルティナがあっさりと受け入れ、昼食を申し出た。六英雄のファンであるレティーナがこれを断るはずがない。

　友好の証として握手を求めたコルティナの手を両手で握りしめ、上下に振りたくるレティーナ。

　なんだろう？　当事者である俺の意見を無視して、とんとん拍子に話が進んでいく。気が付けば、俺たちは少し離れた場所にあるカフェの一席に座っていた。

「あ、ブーツ買うの忘れてた……」

　そこで俺がようやく気付いた。目を付けていたブーツは、呆ぼう然ぜんとしている間にレティーナの手に渡っていたのだった。
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　険しい山脈の中腹に開かれた洞窟。そこに俺たちはいた。

　ほとんど一枚岩と言ってもいい峻しゆん険けんな岩壁。そこに大穴をあけて住み着いたのは、邪竜コルキス。

　奴はこの岩壁をその炎の吐息で溶かし、洞窟を掘り抜いて巣にしたのだ。

「いい？　手順は覚えてるわよね。特にレイド」

「お、おう」

「今回の戦闘、一人でも欠けたら勝ち目はゼロなんだから……ごめんなさい、もう少しマシな策を出せればよかったのだけれど」

「なに言ってんだ。コルキス相手に勝ち目を見みい出だせるだけでもスゲェっての」

　コルティナの自信なさ気な表情を見て、そう言いながら俺は肩を叩たたく。

　今回の戦闘、俺のやることは非常に多く、煩雑だ。そしてそれらの行動がどこか一つでも失敗すれば、全滅すらあり得る。

　だがそれでいい。邪竜を討滅する事こそが、俺たちに課せられた使命なのだ。ガラス質になるまで焼き溶かされ、固められた岩の陰で、そう決意する。

　ここから先は生存の保証はない。

　それでも倒さねば……数万、いやそれ以上の人間が死んでいくことになる。

「それじゃ……行くわよ」

　コルティナの指示に従い、俺たちは洞窟の奥へと足を進めたのだった。




　山の内部に数十メートルという空間を作り出し、その中央で邪竜は眠りについていた。

　奴の眠りは浅い。ここで大きな音を立てれば、即座に俺は餌にされるだろう。

　ただ一人先行し、巣を這はい回って罠わなを仕掛ける。それが俺の役目だ。

　そしてその最中に鎧よろいの金属音を鳴り響かせ、ライエルたちが踏み込んできた。

　その音に即座に目を覚ます邪竜。これは俺の安全を考えての事だ。

　いくら隠おん密みつのギフトがあるからといって、いつまでも鋭敏なドラゴンの目と鼻の先で、罠を仕掛け続けられるものではない。

　ある程度の段階で意図的に踏み込み、邪竜の注意を引くのが目的なのだ。

「グルルルルルルゥアアアアアアァァァァァァ!!」

　眠りを邪魔された邪竜は、煩わしそうに怒りの声を上げ、威嚇を始めた。

　滑りやすい壁の凹凸で出来た陰を這い回っている俺には、気付いた風はない。

「マリア、ガドルス！」

　戦場に響く、コルティナの声。

　同時にガドルスが盾を掲げてライエルを庇かばい、マリアが魔法の障壁を張る。

　それらの準備が終わった直後に、邪竜は灼しやく熱ねつのブレスを吐き掛けた。岩をも溶かすブレスをガドルスの盾とマリアの障壁が防ぐ。

　ガドルスの盾は神話時代の伝説の盾で、魔竜ファーブニルの鱗うろこでできているとも言われる逸品だ。

　しかも恐ろしいほどの密度で魔法が付与されているため、邪竜のブレスでも、これを突破する事はできない。

　しかし、しょせんは盾である。守れるのは一人に過ぎない。

　対してマリアの魔法も最上級の防御魔法を使用していた。

　これも邪竜のブレスを防ぐほどの防御力を発揮するが、その代わり内側から外に向けての攻撃もシャットアウトしてしまう難点がある。

　そんな性質があるので、ピンポイントなタイミングで使用せねばならない。

　そのシビアなタイミングを司つかさどるのが、コルティナだ。

　ブレスの吐き終わりを見極め、ライエルが斬り込んでいく。

　奴の持つ聖剣もガドルスと同じく、魔竜ファーブニルの骨より削り出されたとも伝えられていて、奴の剛腕と合わせれば邪竜の鱗すら切り裂く事ができる。

　しかし圧倒的に刃渡りが足りていない。ライエルの剣では、邪竜の内臓まで刃が届かないのだ。

　それでも邪竜は、自慢の鱗を切り裂かれる不快感は感じているらしい。狙いをライエルに絞り、爪や尻尾を振るって攻撃を仕掛けていく。

　その攻撃も、前に立ちはだかるガドルスの盾で妨害され、ライエルには届かない。

　戦闘開始から数分。早くも戦いは膠こう着ちやくの様相を見せ始めていた。

　たった数分だが、命懸けの数分でもある。特に疲弊しているのが、戦況を一手に支配しているコルティナだ。

「レイド!?」

　苛いら立だちを多分に含んだ彼女の叫びが、洞窟内に響く。

　俺は糸を彼女の手元まで這はわせて、それを振動させることで俺の声を彼女にだけ伝えた。

『まだだ、あと少し』

「もう持たないわよ。どれくらい？」

『ざっと四十秒』

「二十秒で終わらせて！」

　いつもなら『無茶を言うな』と返すところだが、今はその理由も理解できる。

　爪の一撃、牙の一嚙かみ、尻尾の一振り、ブレスの一息。どれを取っても、俺たちを掠かすめるだけで肉片に変える威力がある。

　それをコルティナは完全に見切り、防御と攻撃のタイミングを支配しているのだ。精神的負担は、他のメンバーの比ではない。

　だからこそ、俺は作業を急ピッチで進めていく。内壁の全てに聖銀ミスリルの糸を絡め、勝利への伏線を組み上げ、コルティナに告げた。

「よし、いけるぞ！」

「待ってた！　レイド──やっちゃいなさい！」

　待ちに待ったその一言。

　ガドルスとマリアが守りに入り、邪竜が攻撃の態勢に移った。

　その一瞬の隙を逃さず、俺は天井付近から振り子の要領で飛び掛かっていく。

　俺の気配を察知し、こちらを振り仰ぐ邪竜。だが落下の勢いを乗せた、俺の攻撃の方が早い。

　両の手指十本の先から伸びたミスリルの糸。それが雪崩のように邪竜の鱗を打ち据えていく。

　しかし落下の勢いを乗せてなお、鱗は俺の攻撃を弾き返していた。俺の腕力やミスリル糸という武器では、鱗を貫く事はできない。

　そのまま邪竜の鼻先を擦り抜け、反対側に着地する俺。不意を打った俺に不快感を示し、攻撃を加えるべく巨腕を振り上げる邪竜。

　俺は着地の勢いを殺さぬよう、転がりながら岩陰に潜り込み、身を隠した。

　その岩ごと破壊せんと振り下ろされる爪──しかしその爪は俺に届く事はなかった。




　突如として邪竜の左翼が切り裂かれ、地に落ちる。邪竜の右側に着地した俺とは反対側に位置する翼だ。




　無論これには理由があった。

　俺の攻撃はあくまでも目くらましにすぎず、真の目的は腕と翼に糸を絡める事にあった。

　こうすれば、右側を攻撃する時、糸に引っ張られ邪竜自身の力で翼が切り落とされるという訳だ。

「ギャアアアルルアァァァァァァ!?」

　驚きよう愕がくと、かつて受けた事のない激痛に、邪竜が身み悶もだえして絶叫を上げる。そしてその罠を仕掛けた俺に、憎悪の視線を向けてきた。

　周囲の地形ごと叩たたき潰つぶさんと、今度は尻尾を振り上げて、叩き付けてくる。

　攻撃を受けた頭部や腕を使用してこない辺り、こいつも頭はいい。

　尻尾は地面スレスレにあったため、俺の攻撃を受けていない。つまり糸を絡められている可能性はない。

　そこで俺は、さらに罠の一つを発動させた。

　用意してあった糸を引っ張り、天井から蜘蛛くもの糸の如き網を邪竜の前面に展開させる。そしてその一端を近くの岩塊に絡め、固定した。

　お構いなしに振り下ろされる邪竜の尾。その威力は俺どころか岩すらも撃ち砕く威力があっただろう。

　しかしその一撃を、展開した網が受け止める。

　無論、岩に固定された網が、岩をも砕く一撃を受け止められるはずもない。

　網を固定していた岩は砕かれ、剝はぎ落とされ……天井もろとも崩落していった。

　この罠もコルティナの指示によるものだ。

　どこに設置するかは俺に任されているが、ここまでは彼女の予測通りに事態は運んでいる。

　進んではいるが……決して安全ではない。

　俺は崩落する岩塊をかろうじて躱かわし、マリアのそばまで駆け戻ってきた。ここで俺が死ぬ訳にはいかない。俺にはまだ一仕事残っているからだ。




　自身による破壊の猛威を自ら受け、邪竜は崩落した岩に押し倒されていた。

　それは邪竜の急所の一つ、心臓部が最も地面に近付いた瞬間でもある。

「ライエル、レイド！　今！」

「応！」

　すかさず飛ぶコルティナの指示。間髪入れず、突撃を敢行するライエル。その姿はまさに、絵物語の英雄そのものだ。

　だがそれに見み惚とれている余裕はない。俺もすかさず糸を飛ばす。飛ばす先はライエル──いや、奴の持つ聖剣に。

　ライエルの動きを受けて、邪竜は大きく息を吸い込んだ。

　岩が邪魔で、手足も尻尾も使えないと判断したのだろう。ブレスで迎撃する、その判断は実に正しい。

　だが──コルティナの手の平の上だ。

「マクスウェル、風！　マリアも！」

「承知！」

　続いて飛んだ指示にマクスウェルが応える。

　強力な風をガドルスに向けて放ち、ライエルを追う彼が加速する。ドワーフであるガドルスは足が遅い。それを補うための措置だ。

　間一髪でガドルスがライエルを追い抜き、盾を掲げて防御の体勢を取った。

　そこへ吹きかけられる灼熱の吐息。盾ガドルスはその熱波を搔かき分わけながら、前に進む。

　後ろにいる俺たちもマリアの障壁によって守られていた。

　マクスウェルの風が封じられてしまうが、このブレスさえ凌しのげれば問題はない。現にマクスウェルは次の魔法の詠唱に入っている。




　ブレスとは吐息だ。

　つまり息を吐くという行動による付加効果に過ぎない。

　そして生物は、息を吐き続ける事は、決してできない。




　時間にして三十秒程度か。ついに邪竜のブレスは止まった。

　その間隙を縫って再度突撃するライエル。

「うおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおああああああああ!!」

　絶叫と共に、構えた剣を身体ごと突き立てる。鋭利な切っ先が鋼鉄よりも硬い鱗を絶ち割り、肉に食い込む。

　しかし、それでも浅い。

　奴の剣も刃渡りは短い方ではない。むしろ一メートル以上の刀身を持つのだが、巨体を支える邪竜の筋肉を貫き切るほどの長さではない。

　肉を裂き、骨を削り、そして刃は止まる。致命傷には程遠い。

　だがそこへ、コルティナの最後の指示が飛ばされる。

「マクスウェル！」

「これで仕舞いじゃ──深こき緋ひの九、常盤ときわの九、紺こん碧ぺきの九！　轟サンダ雷ースト嵐ーム！」

　普段ではありえないほどの高位の魔力を籠こめ、マクスウェルの雷撃魔法が解き放たれる。

　本来指向性を持たせ敵にぶつける雷撃の魔法だが、これは威力だけに全てを注力し、周辺に雷撃による破壊を撒まき散ちらす魔法だ。

　各魔力を限界まで注ぎ込み、究極の強化を施している。この魔法に触れるだけで、人の身体はシャボン玉のように弾け飛んでしまうだろう。

　しかしこの魔法でも、絶大な防御力を持つ邪竜の鱗は貫けない──本来ならば。

　だが今は、奴の身体にはライエルの聖剣が突き刺さっている。

　そしてその聖剣には俺の糸が絡みついていた。

　とっさに糸を放す俺と、剣を捨てて身を伏せるライエル。

　マクスウェルの雷撃魔法は周囲に拡散し、壁際に張り巡らされた俺のミスリル糸に流れ込む。

　そして糸を辿たどり、ライエルの剣へと殺到していく。鱗を絶ち割り、心臓の真上に突き刺さった聖剣へ。




　世界最強の幻獣とはいえ、生物である事には変わりない。

　その内臓は電気信号によって動かされる。そこへ超高圧の雷の嵐が殺到すればどうなるか？

「……たとえ邪竜でも──耐えられはしない」

　小さく呟つぶやくコルティナ。

　その呟き通り、生物である以上、体内に直接電気を流されて無事で済むはずがない。全身を硬直させ、岩塊の下で痙けい攣れんする邪竜。

　やがてボンと低い炸さく裂れつ音おんを発し、その身体が一回り膨れ上がる。恐らく体内の可燃物に引火したのだろう。

　あれだけ高温のブレスを吐くのだから、それなりの『燃料』を抱え込んでいたはずだ。そこへ雷を流し込まれれば、爆発もする。

　目と口から火炎放射のように炎を吐き出し、やがて邪竜はその動きを止めたのだった。




「勝った、のか？」

　邪竜のそばで身を伏せていたライエルが起き上がり、そう呟いた。誰もが自分たちが成した事が信じられないでいた。

　国すら滅ぼす邪竜を、たった六人で討ち滅ぼしたのだ。

「勝ったの？」

　作戦を立てたコルティナすら、その事実をいまだ信じられずにいる。だが、目の前で邪竜が倒れている。

　内臓を焼き尽くされ、翼を切り取られ、岩に押し倒されたまま──息絶えていた。

「は、はは……やった……やったぞ、コラァ！」

　俺は歓喜を抑えられず、拳を振り上げた。その俺に珍しくコルティナが抱きついてくる。

「やった！　やったよレイド！　私たち、コルキスを倒したんだ！」

「ああ、やったぜ！　よくやってくれたな、ティナ！」

　愛称を呼んで、俺たちは抱き合い、お互いを振り回しあう。

　そんな中、マリアはライエルとガドルスの元に駆け寄り、その傷を癒していた。実に気の利く神官である。さすが聖女様だ。

　こうして、邪竜コルキスは討伐され、俺たちは伝説になったのだ。







　邪竜コルキスを倒した事で、俺たちは一生遊んで暮らせるほどの賞金や素材を手にする事ができた。

　しかしそれは、同時に王侯貴族すら凌しのぐ名声を得た事でもある。元々王族だったマクスウェルを除くと、そんな俺たちは特権階級にとって邪魔者でしかない。

　結局俺たちは、世間からだと権力者の思惑によって故郷を放逐されたように見えるが、その実、権力闘争への巻き添えを倦けん厭えんし、自ら北部三国の統一と復興を志したのだ。

　幸い、生まれたばかりの王族の生き残りが発見され、その子を中心に複数の国の重鎮たちが集まって、どうにか国家の体裁を作る事はできている。

　俺たちはそういう連中の要請に基づき、モンスターや野盗を討伐して回る日々を送っていた。




　そんな東奔西走する日々が終わったのは、北部に来て一年ほど経った頃だろうか。

　比較的気候の安定している大陸だが、それでも北部は雪で足止めを食らう日々が多い。そういう状況で室内に押し込められた俺たちは、それぞれ思い思いの方法で余暇を過ごしていた。

　最前線に立つライエルと、その傷を癒すマリアはお互いにコミュニケーションを取る事が多いため、よく一緒にいた。

　それが、いつの間にか日常になり──ある日、二人の結婚を知らされる事になったのだ。

　無論、俺は朴念仁ではないので、二人の間にそういう雰囲気が流れていた事は理解していた。

　そしてコルティナも、その察しの良さで理解していた。改めて知らされた時、誰よりも二人を祝福したのは彼女だ。




　だが問題はその後に起こった。

　最前線の攻アタ撃ツカ手ーであるライエルと治癒の要のマリア。その二人が新婚となっては、無理に冒険に引っ張り出すわけにもいかない。

　俺たちもそこまで非常識じゃないし、そんな二人をパーティに入れてはどうしても気を遣ってしまう。

　結果的に俺たちは解散し、それぞれ新たな道を歩む事になった。

　王族だったマクスウェルは、故郷の王家に力を貸すため、国元へ戻っていった。

　ガドルスは後進のために、冒険者を育成する宿を経営し始めた。

　マリアは近場の村の教会を手伝い、ライエルはその村の衛え士じとして赴任していく。

　そんな中、俺とコルティナだけは、行き場を失っていた。

「俺もそろそろ、引退時かなぁ」

「なに言っとるんだ、お前は。まだ若いだろ」

「いや、歳とか関係なかろ？」

　ガドルスの宿で俺は時間を潰しながら、そんなクダを巻いていた。

　確かに俺はまだ二十代半ばである。

　しかしこの間、新人の引率として付き添ってみたのだが、これが思ったよりもうまくいかなかった。

　新人冒険者のパーティに入り、後進の育成を担当してくれとガドルスに頼まれたのだが、モンスターとの戦闘を含め、すべて俺一人で片付けてしまったからだ。

「そりゃ、斥候に出れば、出た先でトロールの首を刎はねて来るんだから、新人の教育にならんだろう」

「でも連中にトロールは荷が重かったぜ？」

「それでも一度当たらせて、勝てない相手との経験を積ませるべきだったかもな。死者が出ないように立ちまわってくれるのがベストじゃが」

　ガドルスは俺の杯にワインを注ぎ、ついでにもう一つグラスを取り出して、こちらにはウィスキーを注いだ。

　俺はその杯に手を伸ばそうとするが、ガドルスに妨害された。さすが防御の達人である。

「これはワシの分じゃ」

「店の酒じゃないのかよ」

「店の酒じゃ。そして店の酒はワシの酒じゃ」

「なんかズルくねーか？」

　俺の苦情は無視して、酒杯を呷あおるガドルス。ダンと、勢いよくグラスを叩たたき付け、三白眼で俺をにらんできた。

「まったくお前たちは……なまじ腕が立ちすぎるというのも問題じゃな」

「お前──たち？」

「コルティナもじゃ」

　あいつも何かやらかしたのか。とはいえコルティナは実力的には一流冒険者と同程度で、俺たちのような伝説級の技量がある訳じゃない。

　それでもトラブルを起こすとは……アイツらしくないな。

「なにやったんだ？」

「指示がな……」

「ティナの指示なら、間違いはないだろう？」

「限界ギリギリの要求を続けられて、それに応えられるのはお前とライエルくらいじゃよ」

「あー、そりゃ、なぁ……」

　敵の力量とこちらの限界。それを見極めた上で策を立てるコルティナの指示は、かなりハードな物が多い。

　ルーキーにとって、限界ギリギリの要求を満たすのは、確かに厳しかろう。

「あいつも上手く行ってなかったのか」

「下手に腕が立ちすぎるから、他の者がついて来れんのだな」

　元々、俺は人に物を教えるのは苦手だ。かつてコルティナに隠おん密みつ術を教えようとした時も、見事に失敗した。

　それを考えると、やはり俺もここらが潮時かもしれない。

　幸いにして、今引退しても死ぬまで遊んで暮らせるだけの資産はある。半魔人族の俺の寿命がどのくらいあるのか、わからないが。

　金だけでなく、邪竜の鱗うろこも仲間内で分け合っている。あれを処分すれば国が傾くほどの金が手に入るだろう。

　邪竜の死体は言うなれば宝の山だ。特に心臓などは不老不死の妙薬とまで言われている。

　だが、邪竜の身体は内側から自らの炎で焼き尽くされてしまった。残されたのは皮に爪や牙、鱗といった部位だけである。

　それだけでもとんでもないお宝だ。俺たちに供出するよう、要求してきたお偉方も多い。

　邪竜は、たかが鱗一つとってもとんでもない力を持っている。聖剣以外のあらゆる攻撃を退けた鱗だ。

　これを考えなしに流通させるのは、さすがに恐ろしかった。

　そこで俺たちはその素材を各人で分け、保管する事にしていた。これが奪われたとしても、他の者がその竜の力を使って抑えられるように、だ。

　この素材で装備を作れば、かなりの戦力増強が望めるだろう。

　それを持ってモンスターを倒して日銭を稼いで過ごしてもいい。

　ただし一人というのも味気ない。俺もライエルのように、誰か寄り添ってくれる人がいてくれれば……そこまで思い到ったところで、なぜかコルティナの顔が脳裏によぎった。

　誰よりも俺に厳しい要求をし、そして俺を信頼して命を預けてくれた相手だ。

　ライエルやガドルス、マクスウェルならば、自力で身を守ることもできるだろう。

　しかしコルティナにはその力がない。

　いや、彼女とて一般的に見れば、かなりの腕利き冒険者なのだ。

　それでも、俺たちレベルの戦場になると、力不足は否めない。彼女はその知識で貢献し、身を守る事すら難しい修羅場を潜くぐり抜ぬけてきた。

　それは俺たちに……いや、俺を信頼し、命を預けてくれた証でもある。

　かつて彼女ほど、俺を信頼してくれた女は他にいただろうか──。

「それも……悪くないかもな」

「ん、どうかしたのか？」

「いや……」

　俺はある決意を秘め、その日は部屋に引き込んだのである。




　翌朝、俺は花束と指輪を購入し、昼頃にガドルスの宿に戻った。

　そう、コルティナに結婚を申し込むためだ。こういう事は早い方がいい。

　ガドルスの宿は一階が食堂になっているオーソドックスな造りで、この時間、コルティナもその食堂で食事を摂っているはずだ。

　宿に入って中を一望すると、案の定、壁際のテーブルでパスタを啜すすり込む彼女を見つけた。

　フサフサの猫耳をピンと立て、端正な顔をリスのように膨らませて食事を摂る姿は、ある意味子供っぽくて愛らしい。

　俺は決心が鈍らないように、あえてズカズカとした足取りで彼女のテーブルに歩み寄る。

　花束をもって神妙な顔つきでコルティナに近付く俺を見て、ガドルスは驚きよう愕がくの顔をしていた。そりゃそうだろう。俺だって思い立ったのは昨日なのだから。

　コルティナも、硬直したようにこちらを見ている。

　彼女なら、俺が何を目的にここへ来たのかは、花束を見た段階で察しているはず。







　俺はコルティナの前に跪ひざまずき、花束を差し出した。

「ティナ。俺と結婚してくれ」

　回りくどい口説き文句は、俺らしくない。ここはあえて、単刀直入に要件を述べた方が、好感度は高いと判断した。

　そんな俺を見て、目を見開くコルティナ。

　俺の行動に、他の客も困惑した表情を浮かべていた。これが他の冒険者だったら、口笛を吹いて囃はやし立てただろう。

　だがここで跪いているのは俺なのだ。暗殺者、黒羽根のレイド。

　闇の中から舞い降り、致命の鋼糸の雨を降らせる、最強の暗殺者。そんな相手をおちょくれば、どうなるか……推して知るべしである。

　コルティナは何か言いたそうに手を左右に揺らめかせ、唐突に胸元のナプキンをテーブルに置き、慌てた様に口元を拭ぬぐう。

　そうして何度か感情を迷走させた後、彼女の顔に浮かんでいたのは……なぜか、怒りだった。

「あ、あんた──」

　プルプルと震え、拳を握り締める。

　おかしいな。俺の感触では、きっと受けてくれると思っていたのだが。彼女も俺に対して、悪い感情は持っていないと確信していたのに。

　その俺の期待を裏切る様に、コルティナは拳を振り上げた。

「あんたって人は！　ちょっとは場の空気とか読みなさいよおぉぉぉぉ!?」

　そのまま振り下ろされる拳。俺は咄とつ嗟さにそれを回避するが、それくらいはコルティナの予想の範はん疇ちゆうである。

　回避した先に、今度は足の裏が飛んできた。俺は顔面にその蹴りを受け、もんどり打って床に転がる。

「ガドルス！　お代は置いておくわね！」

「お、おう……」

　ガシャンとテーブルの上に小銭を叩き付け、足音高く彼女は宿から出ていったのだ。

　てっきり受けてもらえると思い込んでいた俺は、その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。

「俺、嫌われてたのかな？」

　ポツリとこぼす俺の言葉に、なぜか他の客もガドルスも一斉に首を横に振った。

「問題はそこじゃないから」

　憐あわれみを込めたガドルスの言葉も、今の俺の耳には届かない。コルティナに嫌われていた、その事実に打ちのめされていたのだ。

　明日からどのツラ下げて顔を合わせればいいのか、わからない。

　俺は打ちひしがれた足取りで、そのまま部屋に閉じ籠ったのである。




　その日から俺は非常に落ち込んでいた。

　昼はいつも通りに振る舞い、だが少しだけコルティナと距離を取って接する。あんな事があった後だ、俺の気まずい思いを表に出しては、彼女も困惑するだろう。

　俺だって彼女を困らせようとしてやったわけではない。ここで更にこじれて、コルティナとまで縁遠くなってしまうのは断固として遠慮したい。できる限りいつも通りに振る舞い……何かの冗談だったかのように勘違いさせよう。

　そして夜になると、他の客がいない所でガドルスとヤケ酒を呷る。

「チクショウ、こうなるとライエルの野郎が憎い……」

「そりゃ八つ当たりじゃろ」

　いかつい顔をしているくせに付き合いのいいガドルスは、この日も俺の酒の相手をしてくれている。

　だからつい、俺の酒も進んでしまうのだ。あまり強い方ではないというのに。

「世の充実者は死すべし」

「お主が言うとシャレにならんから、やめてくれ」

「いいだろ、妬むくらいよぅ」

「最高にカッコ悪いな」

　俺はグラスのウィスキーを一息に呷り、そのままカウンターに突っ伏した。

　あまり酒に強くないので、この一杯でも十分に酔いが回る。

「毎晩付き合うワシの身にもなってくれ。明日の朝の準備もあるんじゃぞ？」

「わりぃとは思ってるけど、飲まないとやって行けねーんだよ」

「やれやれ。世話の焼ける連中じゃ」

「なんだかティナもよそよそしいし、やっぱ失敗だったか」

　さすがにコルティナは、俺を嫌うような素振りを突き付けてくるほど子供じゃない。それでもチラチラとこちらを窺うかがい、それとなく距離を取る様子は俺でも感じ取れた。

　やはり先日の事を気にしているのは間違いない。

「そうじゃな。あの場面はないわな」

　確かに飯時に突撃したのは悪かったかもしれない。しかし、俺とコルティナの仲である。今更、飯を口に含んでいようが関係ないだろう？

　それなのに断られたって事は、やはり脈はなかったって事になる。やさぐれる俺に、ガドルスは一枚の紙を差し出してきた。

「ハァ、まったく……ほれ、この仕事でも受けィ」

「仕事なんて気分でもないんだが？」

　そう言いながらも、俺はその紙に目を通す。そこには孤児院視察という依頼が書き込まれていたのだった。

「孤児院の視察ぅ？」

「もともとは初心者向けに出そうと思っていた仕事じゃ」

「そんなもん、俺たちの仕事じゃなかろう？」

「それがそうでもなくてな。この国では役人の数が足りておらん。そして孤児院の数は反比例して多い」

「邪竜の傷痕、か」

「そうじゃ。討伐のために軍を起こし、徴用された兵たちの子が孤児院に流れ込んでおる。その数は役人の管理能力の範疇を越えておるのじゃ」

　邪竜討伐のために北部三か国連合軍が結成され、そして惨敗している。

　敗戦と報復。死者は考えられないほど多数に上り、国力は疲弊の極みに達した。ようやく国は立て直されてきたが、その管理をするべき役人が足りない。

　そして孤児院もまた、援助金がなければ運営がままならない。

　そういう孤児院を視察し、正常に運営されているかどうかチェックしてくるのがこの依頼の趣旨である。

「仲直りも兼ねて、コルティナと一緒に行ってこい。子供と一緒に戯れてくれば、気分転換になるだろう」

「お、おい!?」

「なに、彼女もお主を嫌っている訳ではないわ」

「そうかねぇ？」

　ガドルスの思惑が事実かどうかわからないが、彼女と一緒に仕事できるのは……悪くないかもしれない。

　俺としても気まずい雰囲気でいたい訳ではない。

　元の友人のような関係に戻れるのなら、それに越したことはないのだった。
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「ホンット！　信じらんない、アイツ！」

　早朝の食堂。

　カウンターで朝食を貪りながら、コルティナは憤慨してナイフ振り回した。

「バカモン、危ないから刃物は振るな」

　コルティナからナイフを取り上げながら、注意するガドルス。

　振り回すナイフをあっさり取り上げた仕草は、何気ない動きながら、ありえないほど流麗だった。ドワーフの器用さと熟達した経験があってこその動きと言える。

「あ、ゴメン。でもあのタイミングはないんじゃない？　私パスタを口に含んでたのよ？　限界まで」

「なにせ、レイドだからのぅ」

　戦場暮らしから冒険者へ。マナーもくそもない生活が続き、コルティナもその生活が日常になっていた。

　特に彼等と組むようになってからは、食事などはまるで流し込むように食べる栄養補給行為としての一面が強くなっていた。時間を掛けた食事が命取りになる事もあったからだ。特に瞬時に指示を出さねばならない彼女にとって、口が塞がった状態というのは少しでも少なくしておきたい。

　それは戦いが終わった今も続いている習慣である。

　そんなムードも何もない状況で飛び出したレイドのプロポーズは、女性として許せない領域にあった。

　特にコルティナはマリアと仲が良い。彼女がプロポーズを受けた時の話も、聞き出している。

　夜空の綺き麗れいな風景の良い高台で、指輪を差し出した聖騎士ライエル。それと比べて、レイドは食堂である。

　兼ねてより憎からず思っていた相手だけに、その配慮のなさが許せなかった。

「そのくせ、次の日には何事もなかったように……余計に腹が立つ！」

「そりゃ、レイドだからのぅ」

　彼が夜、どれほど落ち込んでいるか知っているガドルスは、適当な相あい槌づちを打つしかない。

　だからといってその様子を彼の口から彼女に伝えるのは、何か違う気がする。

　レイドはコルティナに配慮していたからこそ、何ごともなかったように装っていたのだが、それはコルティナにとって全くの逆効果だった。彼女はきちんと段取りをつけて、再びプロポーズしてくれることを願っていたのである。

　しかし自身が思っているほど空気が読めていないレイドは、そこまで気が回らない。生まれて初めてとも言える失恋に、動転していたのもあるのだろう。

　ガドルスとて、仲間の幸せは歓迎したい。

　特にレイドは奥手というか無骨な面も多いため、ライエルと違って女性にはあまりモテない……と、本人は思っている。

　その上暗殺者として名を馳はせてしまっているので、一般人としては恐怖心の方が先に来る。

　実はその冷徹な佇たたずまいからそれなりに人気がある上に、狙っている女性も結構いる。そんな何の面識もない輩と結ばれるくらいなら、コルティナと結ばれてくれた方が、ガドルスとしても歓迎できる話だった。

　そこへ降って湧いたレイドの求婚は、ガドルスとしてもぜひ応援したいところだ。

　しかしレイドはコルティナと疎遠になる事を恐れ、無理矢理いつも通りに振る舞っていた。それはコルティナを慮おもんばかった行動でもある。

　対してコルティナは、彼の次のアクションを待っていた。

　つまり綺麗に擦れ違ってしまっている。このままでは、なし崩しに別れてしまう事になりかねない。

「まぁ、そう怒るな。あの朴念仁が行動を起こしただけでも、進展があったというモノじゃろ」

「そりゃそうだけど……」

「そこでこれじゃ」

　ガドルスは一枚の紙片をカウンターの下から取り出し、コルティナに提示する。それはレイドに見せた物と同じ依頼票だった。

「なにこれ、孤児院の視察？」

「本来は新人向けなのじゃがな。気分転換にレイドに受けさせた。お主もどうじゃ？」

「私も？」

　ガドルスの提案を受け、コルティナは想像の翼を広げた。

　子供たちと無邪気に遊び癒され、夜は星空の下レイドと二人。真剣な目でこちらを見つめる彼に、彼女は……。

　神算鬼謀と高速演算というギフトを持つ彼女はそこまでを一瞬で想像し、その先までも予想していく。少々はしたない領域まで想像は広がっていく。

「ぐへへ、悪くないわね」

「そうか？　ワシャ気持ち悪い」

「私の事はどうでもいいのよ。その依頼、確かに受けたわ！」

「そうかね。なら子供たちも喜ぶじゃろ」

「はぃ？」

「そこらの冒険者が視察に来るより、お主たちのような〝英雄〟が来てくれた方が嬉うれしかろうて」

「あー、そう。そういえばそうだったわね」

　コルティナは六英雄の中でも特殊な立ち位置にいる。

　圧倒的防御を誇るガドルスや、主役たるライエルやマリアとも違う。レイドやマクスウェルのような、卓越した技術がある訳でもない。

　実力自体は一流半止まり、超一流たる彼等には及ばない。

　そんな彼女が策を用いて、達人たちを指揮し、勝利に導く。凡人と言っていい領域ながら、超人たちの中核に確固とした立ち位置を築いている。それは力なき人々にとって、希望とも言える活躍ぶりなのだ。




　力がなくとも、魔力がなくとも、英雄になれる。

　その体現者がコルティナなのだった。




　そんな彼女の慰問ともなれば、子供たちが喜ばないはずはない。その結果を想定して、コルティナは再びカウンターに突っ伏した。

「こりゃ、二人っきりは難しいな……」

「ま、それは追々な。今は仲直りだけにしておけ」

「にゅぅ……」

　戦場ほどうまく運ばない事態に、コルティナは猫のように声を上げたのだった。







　孤児院を兼ねた教会。その前庭で人の好さそうな神父に挨拶し、そこで暮らしている子供たちと面会する事になった。

　視察と言っても実際は慰問のようなものだが、それでも子供たちの健康状態などは直接目で見て確認せねばならない。好奇心と歓喜の瞳に晒さらされ、引ひき攣つった笑いを浮かべるレイドを見て、コルティナは含み笑いを浮かべていた。

　日頃クールを気取ろうとする三枚目という感の彼が、ここまで『苦手』を表明するとは珍しい。

「今日はレイド様とコルティナ様が、この孤児院の視察に来てくださいました。皆さん、失礼のないように。では、ご挨拶して」

「はあああぁぁぁぁぁい！」

　耳をつんざくような子供たちの歓声に、二人は思わず耳を押さえた。二人同時にそのしぐさを取った事がおかしかったのか、今度は愉快そうに笑い声をあげる子供たち。

「それでは私は昼食の支度をしてきますから。みんな、ご迷惑をお掛けしてはダメですよ？」

「わかりましたあああぁぁぁぁぁ！」

　待ちきれないとばかりにうずうずとした仕草を見せる子供たち。

　その仕草に神父はくすくすと笑いながらその場を立ち去ろうとする。

「あ、それなら私も手伝います」

「待て、ティナ！　俺一人をここに放置するつもりか!?」

「……大丈夫よ。レイドならできるわ」

「こっち見て言いやがれ！」

　このままでは子供たちに激しい洗礼を受けると判断して、その場からの逃走を選択したコルティナ。制止するレイドの言葉には励ましの言葉を返しておいた。視線を逸らしながら。

　それを非難するレイドは、それまでのぎくしゃくした関係を忘れたかのように切羽詰まった声を上げていた。助けを求める彼に対し、軍師特有の冷徹さをもってその救難を切り捨てる。彼の叫びに視線を逸らしながら手を振って、場を離れていく。

　なおも救援を求めるレイドに、猛獣の如く子供たちが襲い掛かったのは、その直後だった。

「すまぬ、レイド。骨は後で拾ってあげる」

「おぉぉぉぼえてろおぉぉぉぉぉ!?」

　元々力のある方ではない彼は、子供たちの圧倒的物量の前に押し潰されていく。

　そんな彼に手を合わせながら、コルティナは孤児院の厨ちゆう房ぼうへと向かっていった。そして、そんな彼女にも、数名の女子がついてくる。

「あ、あの！　わたしもお手伝いします」

「あら？　レイドと一緒に遊んでていいのよ？」

「いえ、今しんぷさまに、お料理を教えてもらってるさいちゅうなので」

「そう、偉いのね。あなたのお名前は？」

「ふ、ふぃにあ、です！」

　舌でも嚙むんじゃないかと心配するほど、緊張した表情で名乗る少女に、ここ数日の苛いら立だちの感情が溶かされていく気がした。

　フィニアの頭を数回撫なでて手を繫つなぎ、そのまま厨房へと歩を進める。背後ではレイドの悲鳴が上がっていた。

　世間では冷徹非情な暗殺者と認識されているレイドだが、実はライエルを超える熱血漢でもある。そんなレイドが子供たちに無体な真似をするはずがない。

　そして元気があり余っており、好奇心に駆られた子供の前ではさしものレイドも勝てなかったようだ。

「あ、あの……レイド様、大丈夫でしょうか」

「あれで死ぬなら、もう何度も死んでるから心配ないわよ？」

「そ、そうなんです？」

　厨房では、神父がレタスと卵のサンドイッチを作るために四苦八苦していた。

　それ程手間のかかった料理ではない。だが数が数なので、苦労している。

「お手伝いに来ました」

「わ、わたしも！」

「おや、コルティナ様！　このような場所に……それにお客人にそのような真似をさせる訳には！」

「心配しないでください、こう見えても料理は上手いんですよ、私」

「わ、わたしも！」

「それは頼もしいですが……いえ、これ以上は失礼になってしまいますね。ではお願いします」

　神父はそう答えてから、手に持っていた小瓶を棚に仕舞いなおす。

　コルティナとフィニアは顔を見合わせてから腕まくりし、神父の指示で猛然とレタスを千切り始めたのだった。
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　結果的に俺たちは、昼食だけでなく、夕食までごちそうになってしまった。

　孤児院の経営はかなり苦しそうではあったが、子供たちの元気の良さがその環境の良さを物語っている。食事も野菜主体の料理ばかりだったが、これは近くの農家に子供たちを手伝いに出している事で、駄賃代わりに貰もらって帰ったモノらしい。

　補助金だけに頼らず自助努力もしている。これならば補助金の継続も問題ないだろう。

「まぁ……元気過ぎるのが問題だけどな」

　俺はそう一人ごちてベッドの上でごろりと転がる。

　本当は夕食前に退散するつもりだったのだが、俺に懐いた子供たちが泣き出し、駄だ々だをこねたのである。

　その悲しみっぷりは凄まじく、コルティナまで情にほだされ、泣き出しそうになっていたくらいだ。

　結局、渋る俺をコルティナが説き伏せ、庭先で一泊させてくれと申し出る羽目になった。さすがに部屋を用意しろとまでは言えない。

　だがそれは神父にしても同じ事である。六英雄という著名人を庭先で夜営させたとあっては、あまりにも外聞が悪い。

　結局部屋を用意してもらう事になり、非常に申し訳ない気分になった。




　そこでふと、俺は本来の目的を思い出す。

　ここへ来たのは、コルティナへのプロポーズをやり直すためだったはずだ。それなのに俺は、一日中子供に振り回されていただけ。

「なんてこった。何もしてないじゃないか！」

　幸い、まだ時間はある。子供たちはそろそろ寝入っている時間だろうが、宵っ張りなコルティナなら、まだ起きているだろう。

　俺は起き出して、女子たちの泊まっている部屋へ向かう事にした。明かりの落ちた廊下を歩き、階段を降りて礼拝堂へ向かう。

　男子の宿泊施設は礼拝堂から東側、対して女子は西側の建物で生活している。こうして厳密に生活区域を区切ることで、幼い間違いなどが起きないように配慮しているのだとか。

　深夜の孤児院。女子の生活する寮へ、気配を消して忍び寄る男。

　はたから見れば不審人物まっしぐらだ。ここを誰かに見られたら、英雄の肩書も失墜してしまいかねない。

　だが俺は、その危険すら無視して足を進める。すべては彼女に会うために。

　その途中にある礼拝堂で、俺はばったりとコルティナに出くわす事になった。

「あれ、レイドじゃない。ど、どうしたの、こんな時間に」

「そそそそういうコルティナこそ、こんな時間に礼拝堂に何か用なのか？」

　どこか挙動不審な雰囲気を受けるが、それは俺も同じだ。ある意味、夜よ這ばいを掛けようとしていたようなものなのだから。だからといって、さすがに嚙かみまくったのは我ながら恥ずかしい。心構えができていない場面では、俺もまだまだ青いという事か。

　二人っきりになった事で、今まで忘れていた、数日前のこっぴどく振られた事実が脳裏によぎる。

　子供たちの活発さのおかげで、昼はそれを意識せずに付き合えていたのだが、こうして二人だけになるとどうしても思い浮かべてしまう。

　だがここはチャンスでもあった。せっかくガドルスがお膳立てしてくれたのだから、もう一度やり直してみせねばならない。

　俺はできるだけ平静を装いながら、会話の切っ掛けを探る。

「ちょっと寝付けなくて……」

「そ、そうか？」

　……だが失敗。なんとなく互いに言葉を失って、俺たちは押し黙ってしまった。

　暗い礼拝堂。窓から降り注ぐ星の光。なんだか、芝居の中のワンシーンのような光景。このシチュエーションを活かせないとは、戻ったらガドルスにどやされること間違いなしだ。

「あ、あのね、レイド……」

　しかし、沈黙を破ったのはコルティナの方が早かった。モジモジと、いつも決然と指示を出す彼女らしくない態度。

　決然と命令を下す、引き締まったいつもの表情とはまた違う、愛らしい仕草でもある。俺はそんな仕草に見み惚とれ──そうになったところで、別の音を聞きつけた。小さな、悲鳴のような微かな声。
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「待て、今何か──」

「えっ？」

　手でコルティナを制し、今度は針の落ちる音すら聞き逃すまいと耳を澄ます。

　するとほんの微かに、くぐもった様な悲鳴が聞こえてきた。

「──ふぐっ」

「聞こえた。今の聞いたか、ティナ！」

「えっ、えっ、私には何も聞こえないけど……」

　俺の様子からただならぬ事態を察知したコルティナは、会話の続きを求める事なく、状況を把握しようとする。コルティナも猫人族の例に漏れず、身体能力や感覚器官はかなり鋭い。それでも暗殺者として、そして斥候として鍛え抜いた俺の感覚には遠く及ばなかった。

　俺は声の聞こえてきた方角を調べてみる。先ほどの音はこの部屋の外から聞こえてきたものだ。しかし壁の向こうというほど遠くではない……おそらくはどこか床下に隠し部屋か通路があるはず。そうやって礼拝堂を探ること数分。俺は説教壇の下に隠された通路を発見した。

「こんな所に隠し通路？」

「この孤児院は問題ないと思っていたが……大問題だな、これは」

　隠し通路という事は、この先には見られたくない何かがあるという事だ。

　孤児院という施設は立場上、人身売買などの温床になりやすい。また、特殊な性癖を持つ変態共の巣窟にもなりうる。

「調査しないといけないわね」

「ああ、俺が先行する」

　孤児院の視察。そういう名目だったので、俺もコルティナも最低限の装備しか持ってきてはいない。

　私服にミスリル糸を仕込んだ愛用の籠こ手てくらいである。

　コルティナも、発動補助に使う杖つえしか持ってきていない。

　それでも悲鳴が聞こえてきた以上、進まなければならない。ここには身を守る力のない子供たちが数多くいるのだから。

　もしあの子供たちが被害に遭っているなら、一刻も早く駆け付けねば。




　隠し通路は地下へと続き、しばらく進むと松明たいまつが設置されていた。

　入り口付近に設置していなかったのは明かりが外に漏れないようにという配慮だろう。

　俺は隠おん密みつのギフトで気配を消さず、ミスリル糸をいつでも使えるように構えながら進んでいた。

　気配を消さなかったのは、コルティナが一緒にいるからだ。

　こういう行動が苦手な彼女が同行している以上、俺が気配を消しても無駄である。

　通路の先には扉があり、その隙間からは皓こう々こうと光が漏れていた。

　そして再び響き渡る、子供の悲鳴。

「レイド！」

「おう！」

　そんな声にすかさず反応したのはコルティナだった。

　先ほどの悲鳴は少女の声。コルティナは昼時、少女と一緒に過ごしていた。

　その彼女が被害に遭っていたら？　そういう想像が脳裏をよぎったのだろう。

　俺とて、昼間散々弄ばれた子供が、悲鳴を上げる事態に巻き込まれているなどと、思いたくはない。




　一刻の猶予もないと判断し、扉を蹴り開け糸を構える。

　そこには愉悦の表情を浮かべた神父が、少女の死体の前に立っていた。

「まさか──神父さん？」

　コルティナは驚きよう愕がくした様子で問いかける。

　その足元には、縛られ猿さる轡ぐつわを嵌はめられた少女と……数人の子供の死体。

　蠟ろう燭そくに照らされた室内の隅には、他にも数人の子供の姿が見える。床には赤々とした塗料で巨大な魔法陣が描かれ、殺風景な部屋の中でそこだけが異彩を放っていた。

　そして神父の手には、赤々と血に濡ぬれた一本の槍やりが握られていた。

「おやおや、もう嗅ぎつけたのですか。さすが英雄様、実に目め聡ざといですね」

「子供たちが……なぜ、こんな事を──」

　嗚お咽えつをこらえながら、コルティナは問い詰める。

　目の前にいる神父に、昼に見た人当たりの良さは感じられない。それどころか、狂気すら漂わせていた。

「生いけ贄にえですよ。見れば分かるでしょう？」

「分からないから聞いてるのよ！　どうしてこんな──この子たちは、貴方あなたをあれほど慕っていたのに！」

　憤るコルティナが一歩前に出る。俺は慌ててその肩を押さえた。奴は槍を持っている。素人に後れを取る様な彼女ではないが、それでも危険なのは変わりない。

　激げき昂こうするコルティナを見て、神父は芝居がかった仕草で肩を竦すくめてみせた。まるで時間でも稼ぐかのように。それならば──手を打っておくべきだ。

「だからこそ、いいのですよ。信頼が深ければ深いほど、絶望も深くなる。そういう魂にこそ──魔神は惹ひかれるのです！」

「魔神──!?」

　この世界にも神はいる。

　だが魔神と呼ばれる存在は、そういった神に属さない。異界の『何か』の事を指す。中には神すらをも打ち倒しかねない、危険な存在を呼び出す可能性もある。

「なぜ、そんな……」

「なぜ、なぜ、なぜ。質問ばかりですね、コルティナ様！　まぁいいですよ、答えてあげましょう」

　手を振り上げて、槍を振り下ろす。

　それを足元の少女の死体を突き刺して、床に串刺しにした。

「この世界には世界樹と呼ばれる存在がある。この世の全ては世界樹より産み出され、生きて死に、そして魂は世界樹に戻っていく。これがこの世界の理、魂の円環」

「そして世界樹によって魂は浄化され、再びこの世に戻ってくる」

「それこそ輪りん廻ね転てん生せいです。ですが千年の昔、古代の神によって世界樹は折られた！」




　かつて存在した魔王と神の争い。それにより世界樹は半ばまでへし折られ、現在に到る。

　それによって魂の円環は壊れた。世界樹より生まれた魂は、死と同時に世界の外へ流れ出て、根源へと遡るという話だ。

　その根源より再び世界樹が魂を吸い上げ、この世界に戻ってくる。一見同じ原理に見えなくもないが、根源へと遡る事によって、魂に不純物が混じる可能性があった。

　そうして混じった不純物を抱えて生まれてくるのが──俺のような半魔人である。

　短めの角を持つ混じり物。魔神の一部を世界に持ち込んだ背教者。そう言われ続け、差別の対象として蔑さげすまれてきた。

「アナタなら分かるでしょう？　我々がどれほど虐しいたげられてきたか！」

　一言叫び、神父は自らの髪を引っ摑つかんで毟むしり取った。いや、剝はぎ取ったと言うべきか。

「……カツラ？」

　神父の頭はカツラだった。その下には禿とく頭とうに小さな角を持つ頭部。

　浅黒い肌は、青白い俺とは対極だが……明らかに分かる、異形の痕跡。

「半魔人……」

「そう！　私もそこの彼と同じように世界に虐げられた民だ！　違うのは私が無力だった事！」

　俺は英雄という立場を得て、一応社会的な強者に収まった。しかしその力のない者たちは、未だに弱者として差別されている。

　半魔人の立場は、改善されているとは言い難がたいのが現状だ。

「我等もこの世界の一員、ならば生きる資格はあるはず！　だが世界はそれを許さない！　ならば変えねばならない！」

「やめて！」

　狂ったようにざくざくと少女の死体を刺し、潰し、蹂じゆう躙りんする。それを見てコルティナは悲鳴を上げて、制止の声を投げる。

　しかし止めるまでもなく、床に広がった血ち溜だまりの中から巨大な影が立ち上がった。

　全長が三メートルを遥はるかに超える巨人。その頭部は天井に付きそうなほど。

　ヤギの頭部にヒツジの足を持つ。そしてその手には二本の巨大な剣を手にしていた。

「魔神……!?」

「せっかくの星せい辰しんの刻にあなた方の視察があるとは思いませんでしたよ。あなた方がこの村にいる限り、妨害に入る可能性がある。邪魔されぬように眠らせてしまうかと、食事に薬を混ぜようとしたのですが、タイミングよく乱入されましてね。それがここまで響くとは思っていませんでした」

　その言葉にコルティナは昼間の一幕を思い出す。厨ちゆう房ぼうで調理を手伝うと言ったとき、神父は小さな小瓶を棚に戻していた。あれが眠り薬だったのかと、今になって思い到る。

「ですが、この星辰の刻を逃すわけにはいきませんでした！　そしてついに事は成った！」

「それで生いけ贄にえを強行したのかよ……それにしても、詠唱なしだと！」

　俺は驚愕の声を上げた。魔法陣を描いて生贄を捧ささげただけ。

　呪文も唱えていなければ、儀式すら行っていない。それなのに、魔神を喚よび出すほど、適性があったのか？

　だがその威容から実力の程は、ヒシヒシと感じ取れた。

　威圧され、震えそうになる指を握り締め、震えそうになる身体を強引に鼓舞していく。

「ティナ──」

「………………」

　俺の声にコルティナは反応しない。

　ほんのわずかに視線をずらすと、彼女は全身を震わせて、委縮していた。

「コルティナ！」

「ヒッ!?」

　俺の叫びに、彼女はようやく我を取り戻した。

　だがそれで事態が解決する訳じゃない。これほどの魔神がこの場から解放されては、村が壊滅してしまう。かといって、俺一人でどうにかできるとも思えない。

「ガドルスを呼びに行け。ライエルとマリアもだ！」

　俺はともかく、あの三人が集まれば、倒せない敵はいない。

　しかし猫人族のコルティナの足は、人間のそれより速い。しかも冒険者として鍛えられているため、そのスタミナもなかなかのものがある。全力疾走すれば、一時間もかからないだろう。

　だが、コルティナはその声に応えようとはしなかった。

「で、でも……こんな相手に……」

「行け！　一時間くらいなら俺でも持たせられる！」

「そ、それなら私も──！」

「お前が行かないで誰が知らせに行くんだ！」

「なら逃げて──」

　そこでコルティナも気付いた。

　部屋の隅で震えている子供たち。そのすべてが失禁し、震え、硬直していた。魔神の放つ威圧感を至近距離で受けて、身動きが取れなくなっていた。

　この状況で俺たちが逃げたら、あの子供たちが犠牲になってしまう。

　俺は腕を一振りして、前もって部屋中に忍ばせておいたミスリル糸を走らせ、その拘束を切り飛ばす。だが誰一人として、立ち上がる事はできなかった。

　魔神の放つ威圧感に当てられて、腰が抜けてしまっているのだ。歴戦のコルティナですら動きを封じられた威圧だ。子供たちに立ち向かってみせろというのは酷な話である。

「クソッ、早く行け。おい、こっちだ！」

　子供たちが動けない以上、俺が魔神を引き付けねばならない。魔神に向かって攻撃を放ち、その意識を俺に向けさせる。

　そんな俺の意図を察し、神父は魔神に命令を下した。

「させませんよ！　魔神よ、誰一人逃してはなりません、皆殺しです！」

「そうはいくか！」

　神父の言葉が終わると同時に俺は糸を飛ばす。召喚魔法に才能はあったようだが、近接戦闘には才能がなかったようで、俺の糸による斬撃をまともに食らう神父。

　首と手足がバラバラに千切られ、吹き飛んでいく。

　だがその顔は、最期まで成就の歓喜に染まったままだった。

「ガアァァァァッァァアアァァァァアアアアア！」

　神父が最後の一瞬に放った指示は、しっかりと魔神に届いていた。

　奴が時間稼ぎしていたのは知っていたので、俺も部屋中に糸を忍ばせて罠わなを張っていたのだ。これはコルティナの戦術を真似た物。

「ティナ、お前も早く行け！」

　俺の一喝にコルティナも動き出す。

「ああ、もう！　絶対生き残りなさいよね。すぐみんなを連れてくるから！」

「できるだけ早く頼むわ」

　そう言いつつも、糸の網を展開して魔神の攻撃を受け止める。それは子供たちの周囲を取り巻くように仕掛けてあったものだ。

　それを確認して、コルティナも部屋から飛び出していく。俺が罠を張っていたのを見て、時間稼ぎできると判断したのか。

　ミスリルの糸は魔神の剣を受けても、ビクともせず子供たちを守り抜いた。

　それを誰が行ったのか、魔神も察したようだ。連中は言葉は通じないが、頭が悪い訳ではない。

「悪いな、そっちには行かせねぇよ」

「ルルルル……」

　攻撃が届かないと知ってこちらに視線を飛ばす魔神。

　その目には明らかに苛いら立だちが浮かんでいた。

「来いよ。俺が生きている限り、子供たちには指一本触れさせないぜ」

　俺は自身を奮い立たせるべく、不敵な笑みを浮かべて見せたのだった。




　子供たちはすでに糸によって守られている。

　その先は石壁に繫つながれ、弾力をもって威力を吸収する編み方で展開しているため、生半可な攻撃ではその防壁が崩れたりはしないだろう。

　あとは俺と魔神との殺し合いが残されるのみ、だ。

「ゴアアアァァァァァ！」

　雄お叫たけびを上げて剣を薙なぎ払う魔神。俺はその剣撃の下を搔かい潜くぐり、斬糸を飛ばし反撃する。

　魔神は天井が低い状況の為、振り下ろしという攻撃が取れない。そして狭い室内では俺も威力ある攻撃を放てない。

　狭い空間が両者の攻撃の幅を狭める。しかし俺にとって、それは防御しやすさを意味していた。

　左右から嵐のように襲い来る剣撃を搔い潜り、飛び越え、糸を使って受け流す。

　木の葉のように翻弄されながらも、直撃を避け、わずかなダメージしか与えられない反撃を繰り返した。

　すでに片手の糸は子供たちの防御に振り分けている。

　残るミスリル糸は片手分。

　横薙ぎの攻撃しか行えない魔神は、単調な攻めになっている。片手だけでも充分に対応できる。

　俺がそう判断を下そうとした直後、魔神が吼ほえた。

「オオオオオオォォォォォォォォォォォォ！」

　絶叫と共に、俺に向かって不可視の力が叩たたき付けられた。

　見えない力に弾き飛ばされて、俺は壁に叩き付けられ──そこへ魔神の追撃の刺突が迫る。

　横の動きに慣れた俺に、この突きは非常に避けにくいものだ。

　攻撃線から身体を逸らそうと仰のけ反ぞるが、そのタイミングが一瞬だけズレた。

　胸の筋肉を抉えぐり、肋ろつ骨こつをへし折りながら、かろうじて直撃を逸らす。重要器官へのダメージは避けられたが、もはやまともに呼吸することすら難しい。

「ガ、ガハッ!?」

　血を吐いて膝をつく。激痛に気が遠くなりそうではあったが、ここで意識を失うと俺は元より子供たちまで助からない。

　やや押し気味の膠こう着ちやくから、勝てるのではないか？　そう思い、油断が生んだ一瞬の隙。

　時間を稼ぐという目的から、倒すという誘惑に駆られた、意識のブレ。

　それを見事に突かれた形になる。




　胸の傷は致命傷ではないが、それでも動きに支障をきたす程度には深い。出血は行動時間の短縮にも繫がる。これは完全に負け戦だ。それでも諦める訳にはいかない。

　俺が生き延びる事じゃない。子供たちを生かすために、時間を稼ぐ。

　しかし、俺の体力は大きく削られ、もはやそれすら叶かなわなくなった。

「って事は……倒すしかないか」

　時間を稼ぐ事はもうできない。この怪我ではおそらく、持って十数分。その時間でコルティナが仲間たちを連れて戻ってくる可能性は──ゼロだ。

　俺が死ねば子供も死ぬ。この魔神がここから出て行けば、村の人間だって死に絶える。

　そして、これだけの力を持った魔神が野に放たれてしまう。そんな事態になれば、死者はどれほどの数になるか、分かった物じゃない。

　俺の逡しゆん巡じゆんなど無視して、再び斬撃を加えてくる魔神。

　震える足を叱しつ咤たして、横っ飛びに避ける俺。ついでにその剣に糸を絡めて動きを封じようとするが、それは力尽くで引き剝はがされた。

「ヴァアアアアアアアァァァァァァァッ！」

　反撃に衝撃波を放ってくる魔神。これは一度喰くらっているので、難なく躱かわす事ができた。

　こちらの魔法の摂理とは全く違うので、タイミングは摑つかみにくいが、視線によってどこに飛んでくるかが分かるので、まだ躱す余裕があった。

　続いて俺は首元に糸を絡めるが、絞め殺すまでには到らない。

　だがこれで、どうにか準備は整った。

「あとは俺の覚悟次第──」

　覚悟を決めて──足を止める。その隙を魔神は見逃さなかった。

　おそらくは足元に牽けん制せいの突きを挟んで、本命の横薙ぎの斬撃。これを躱せば今まで通りの持久戦。しかし俺にそんな時間は残されていない。

　ならば勝負を決めるべく、俺は回避を捨てた。

　牽制の突きに右足を砕かれながら、大きく糸を引く。

　剣に絡めた糸、首に絡めた糸。

　それを子供たちの防御に使っていた糸に繫ぐ。




　前方に振り出される剣と、それに繫がれた首。

　釣瓶つるべの動きで魔神自らの力をもって、糸が引かれる。

　結果──魔神の首は、魔神自らの力によって落とされた。




　しかし、それで剣の勢いがなくなる訳じゃなかった。

　ギリギリのタイミングで糸を繫いだ俺に、それを躱す余裕はない。

　倒れながら振り抜かれた巨剣に左腕を砕かれ、天井に叩たたき付つけられる。そして子供たちのそばに俺は墜落した。

　魔神の威圧による束縛が、その直後に解かれる。だからといって、すぐに身動きできるものじゃない。

　子供たちはいまだ硬直し、恐怖に打ち震えていた。




　だが一人の少女が、俺の元に駆けつけ、傷口を押さえようとしてくれた。




　幾多の戦場を越えてきた俺には、これが助からない傷だと理解できた。

　それでも、少女を心配させないように、俺は掠かすれる声で彼女を慰める言葉を放った。

「泣か……ないで……、大……丈夫」

　とぎれとぎれの声、粉々に砕ける意識。すでに視界は昏くらく……音だけが鼓膜を揺らす。

　コルティナの姿はすでにない。だが彼女ならば、すぐにでも助けを連れて戻って来てくれるはず。

「だから……大丈夫、だよ……」

　コルティナの足は速い。しかしマリアはそこまでではなかった。

　俺を救うには、圧倒的に間に合わな過ぎる。それでも……この子たちはコルティナが救ってくれる。後はこの子の不安を取り除いてあげるだけでいい。

「俺──は、死な……ない、から……」

　そう呟つぶやいて、最期に──聞きたかったコルティナの声を、俺は聞いた。

「レイド！」

　悲痛な、かつて聞いた事のない、彼女の涙声が聞こえた気がする。俺はどうやら、最期まで彼女を悲しませてしまったようだった。







あとがき




　はじめましての方ははじめまして。別社でお知りの方はお久しぶりです。鏑かぶら木ぎハルカと申します。

　この度は拙作「英雄の娘として生まれ変わった英雄は再び英雄を目指す」をお手に取っていただき誠にありがとうございます。あまりに長いタイトルに、作者ですら正確な名称を忘れかけておりますが、そこはご容赦を。

　この作品はＫＡＤＯＫＡＷＡ様が運営する小説投稿サイト、カクヨムにて連載している作品で、すでに承知の方もいるかと思いますが、まだ連載中です。先の展開が気になりましたら、どうぞそちらもご覧ください。




　さて、後書きというのは慣れない物でして、とりあえずこの作品のなれそめというか、始まりというかを語ってみようと思います。

　事の始まりは人生で初めて書いた長編小説の完結が見えた頃でした。

　次は何を書くか、という構想を練り始め、何気なく手に取った一冊のＴＲＰＧルールブック。富士見ドラゴンブック様のソード・ワールド[image: 2.0]から始まりました。

　ペラペラと魔法の効果を眺めていると、目に飛び込んできた魔法が一つ。

　リーンカーネーション。ご存ぞん知じ転生の魔法です。このゲームにもこの魔法が用意されていましたが、この時の私の感想はというと……「この魔法、ゲームで一番使われることが無い魔法だよなぁ」でした。

　愛着を持ち、鍛え上げたキャラクターが死亡し、転生してしまう。そういう状況はプレイヤーにとってもキツイものです。それ故にシナリオ進行を司つかさどるゲームマスターも、おいそれと使用する状況に持ち込むこともできません。

　だからこそあればロマンがあるけど、ゲーム内で使用することが無い魔法だったわけです。

　そんな思考を垂れ流しながら、ふと思いついたことがありました。

　このゲームでは、同じ種族の生まれたての子供に転生するとありましたが、ここに性別についての明記が無かったのです。

　これを見て私は天啓を受けた思いでした。ベテラン冒険者が子供に、しかも性転換して幼女になったら面白いんじゃないか、と。

　さらにこれを周囲に秘密にせねばならないための仕掛けとして、かつての仲間の娘に……などと設定を煮詰めた結果できあがったのが、この作品です。




　当初はソード・ワールド[image: 2.0]の二次創作を考えていましたが、著作権などの問題でグレーだったこともあり、当時はお蔵入りしておりました。

　ですがそのまま放置するのももったいなく、いつか世に出すための下準備などをこそこそと続けていたりして数年。

　やがてカクヨムという舞台が用意され、Ｗｅｂコンテストが開催されるとなっては、私の我慢も限界に達してしまいました。

　特に第１回は別社の書籍化作業で参加できなかったため、そのリビドーは留とどまるところを知りませんでした。

「もう我慢できん、書くで！」と半ば暴走気味に、勢い任せでスタートしたこの作品が、まさか特別賞を受賞するとは思ってもみませんでした。

　しかも角川スニーカー文庫。子供のころから慣れ親しんだ、老舗レーベルで。

　今でも現実が信じられず、ときおりメールを見て確認する毎日です。ついでにこの後書きを打つ手も震えてたりします。




　こうして書籍として出版にいたり、お手を煩わせた方々には感謝の言葉もございません。

　何度もミスを冒したり誤字や設定ミスなどぶっ放しながらも、見捨てることなくお世話してくださった担当さま方。そして年末の押し迫った時期に仕事を受けていただき、素晴らしい挿絵を提供してくださった晃あき田たヒカさま。その他多くの方々に格別の感謝を。

　特に晃田さま。連載の方で唐突にミシェルとコルティナの出番が増えたのは、確実に挿絵ラフを目にした影響があります。素晴らしい出来栄えでした。まさに衝撃です。




　そして何よりもこの本を手に取ってくださった皆様方にも感謝を。

　書くことが好きな私ですが、書くだけでは作品を続けることはできません。読者がいてこそ物語は紡ぎ続けることができるのです。

　この作品がお気に召しましたら、ぜひカクヨムでの連載もよろしくお願いいたします。

　今後、ニコルはそのドジっ子属性を存分に開花させていき、ミシェルは秘められた食欲を解放させていきます。

　すでに結構な文量がありますので、しばらくの暇を潰す役には立つでしょう。




　それではまた、機会がありましたらよろしくお願いいたします。





鏑木ハルカ。









　ミシェルは初めて会った時、彼女が人間だとは気付かなかった。それくらい彼女は小さく、そして可憐で儚げで……現実離れして見えたのだ。

　ミシェルの住む村を守る二人の英雄。その一人であるマリアの娘──ニコル。彼女を初めて見た時の感想は、そんな感じのものだった。

「ちょっと待って……この！」

　だがその少女は、目の前で男の子たちを相手に駆けっこに興じている。

　最初は戸惑っていた表情を浮かべていたが、今では顔を真っ赤にして走り回っていた。どうやらかなり意地っ張りな性格でもあるようだ。

　儚げな印象とかけ離れた、スカートの裾を蹴り上げて走る姿に混乱してしまう。

「なんか、ヘンな娘こ」

「そうねぇ。ニコルは確かに普通の子とは違うかも？」

「あ、マリア様！」

　唐突に掛けられた声に、ビクリと身体を硬直させる。

　まるで親に悪戯を身咎められた時の反応に近い。それだけ、先の発言には後ろめたさを感じていた。

　自分の村を守ってくれる人の娘に対して、なんてことを……と。

　振り返ると、いつの間にか背後にマリアとフィニアの二人がやってきていた。

「確かミシェルちゃんだったかしら？」

「はい。あの、さっきのは……」

「気にしなくていいわよ。あの子は身体が弱くて、今まで外に出したことがなかったから」

「そうなんですか？」

「そうよ。ね、フィニア」

　今も男の子と張り合って駆け回っている姿を見ていると、そんな風には見えない。

「はい、本当ですよ？　ニコル様は目を離すといつの間にか気絶しているくらい、お身体が弱いんです」

　フィニアと呼ばれた少女が、なぜか胸を張りながらそう主張している。

　ミシェルはその仕草が、すごく子供っぽい思えた。

「あ、ニコル様！」

　そこでフィニアは、突然そんな声を上げて走り出す。見るとニコルと名乗った白い娘が草原で倒れ伏していた。

　背中が大きく上下しているから、呼吸はしている。これは猟師である父から、獲物の生存を確認する手段として教えられていた。

「あれはただ躓いただけなのに……フィニアってば過保護なんだから」

「でも、怪我とかしてるかも？」

「倒れたときの怪我くらいなら、私がその場で治してあげるわ。でもそうね……私がいないときは、ミシェルちゃんがあの子を守ってくれるかしら？」

「え──？」

　マリアは世界を守った六英雄である。その偉業は今でも寝物語に両親から聞かされているくらい、華々しい物だった。




　そんなすごい人が、力を貸してくれと頼み込んでくる？

　繕い物もろくにできず、母から『ミシェルはぶきっちょね』とからかわれた自分に、六英雄が──？




　初めて人に頼られた。その感動が彼女の全身を駆け巡るまで、大した時間はかからなかった。

　小さな手を力いっぱい握りしめ、口をへの字に引き締めてから、マリアに向けて堂々と宣言する。

「うん、わたしがニコルちゃんを守る！　マリア様にかわって！」

「そう、それは心強いわね」

　幼い少女の宣言に、ふわりと微笑むマリア。




　この時の決意が、ニコルの親友を生み出した切っ掛けになったのだ。
















カバー・口絵・本文イラスト／晃田ヒカ

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）
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